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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ここに聖なる杯さかずきを指し示す道を記す。

　大いなる力を得たくば、汝なんじを高潔たらしめよ。正しき道を見み極きわめよ。

　さすれば栄光は汝のものとならん。


『幻げん黒こくの書しよ　序』より
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「そして騎き士し達は協力して竜りゆうを倒たおしました。竜が奪うばい集めていた金貨は街の為ために使われ、街はかつての活気を取り戻もどし、平和になったのです」

　お終しまいです、という穏おだやかな声が、幼いエマの意識を現実へと戻した。

「すごく面おも白しろかった！　竜を探しに行くところもワクワクしたし、一度は竜に食べられそうになって国に帰っちゃうところは不安になったな。でも旅人のおじさんが、竜のいる場所を知ってて良かったよね！　やっぱり騎士は強いのね、竜を倒しちゃうんだもの」

　話の感想を言うと、エマの目の前にいる人物は穏やかに笑った。絹糸のような柔らかな金きん髪ぱつが流れるように腰こし元もとまで伸のび、エマを見つめる瞳ひとみは涼すずやかで静かだ。その瞳は片方ずつ色が違ちがい、何時間でも眺ながめていられるほど綺き麗れいだった。

「ちゃんと覚えられましたか？」

「もちろん。全部覚えたし、昨日の話もその前の話だってちゃんと覚えてるよ」

　そう言って大きく頷うなずけば、『先生』はエマの頭を撫なでてくれた。たくさんのことを教えてくれた目の前の人を、エマは『先生』と呼んでいた。

「では問題です。竜の急所はどこだったでしょう？」

「眉み間けんでしょ。目と目の間！」

　エマが自分の額を人差し指でつついた。

「そうです。さあ、これで竜が現れても大だい丈じよう夫ぶですね。ちゃんと倒せます」

　その言葉に、エマは目を瞬まばたかせた後にころころと笑った。

「えー、竜なんていないよ、『先生』！　だってこれはお伽噺でしょう？　だから噓うそのお話だよ。私、分かるもの」

『先生』がエマに話してくれたのは、たくさんのお伽噺だ。塔とうに閉じ込められたお姫ひめ様さまを救い出す話、今話してくれたような騎士の冒ぼう険けん物語。胸が躍おどるような話ばかりだが、だからといって話が本当だとは信じない。すべてを信じられるほど、エマはもう幼くはなかったのだ。

「でもこのお話は、ある地方に実際に伝わる昔話なんですよ」

　すらりと伸びた手が、エマの頰ほおを優やさしく撫でる。

「竜が悪さをした街も実際に存在するんです。私も行きましたが、とても活気があって雰ふん囲い気きも良かった」

　そう、『先生』が聞かせてくれるお伽噺はただのお伽噺ではなく、どこかの国や街、小さな村に伝わる伝説や言い伝えだった。

「街はあるかもしれないけど……。でも、竜なんていないよ」

「だからお話のすべてが噓だと？　それは分からないですよ」

　思わせぶりに小首を傾かしげて笑う『先生』に、エマは動どう揺ようする。やはり本当の話なのかと心もとなくなってくる。目の前の人は時々、こうしてエマを突つき放しては困こん惑わくさせた。

「噓か本当か。噓が少し散らばっているだけかもしれないし、全部本当のお話かもしれない」

　言い聞かせるように、『先生』は言葉を紡つむぐ。そして「もしかして」と続けた。

「私が噓をついているのかもしれないですしね」

　そんな根本を覆くつがえすようなことを言って、困った顔になったエマを見つめる。

「エマ。覚えていてください。最初から、噓だと決めつけて物事を見ないこと。どちらの可能性も頭に置いたうえで、ありのままの風景を見て、言葉や物語を聞くんです」

　忘れないでくださいね、と続けて、何かに気付いたように『先生』は笑った。

「ああ、そうでした。あなたは絶対忘れないんでしたね」




　その言葉通り、十年経たった今でもエマは、一字一句忘れることなくこの場面を覚えている。
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　ローランドの街中に、午後三時を知らせる鐘かねの音が鳴り響ひびいた。

　畑にしゃがみ込んで雑草を抜ぬいていたエマは、はっと顔を上げる。

「大変、もうそんな時間なの！」

　教会の鐘は三時間ごとに鳴らされ、人々の時計代わりになっている。背の高い鐘しよう楼ろうの姿は、街の中心地から離はなれた場所に住むエマにもよく見えた。

　エマは雑草を入れていた籠かごを持ち上げ、慌あわてて立ち上がる。そのまま、草を抜いて綺麗になった畑を見るが、やはり一人だとできる範はん囲いは少ない。いつもなら横で一いつ緒しよに作業しているはずの人物を思い浮うかべて、エマは溜ため息いきを吐ついた。

「……父さん、まだ帰ってこないのかしら？」

　ぽつりと呟つぶやきながら、太陽の光を背にしてそびえ立つ、石造りの堅けん牢ろうな城を見上げた。

　アドリア王国は、大陸のほぼ中央に位置している。大陸には五つの大国が存在し、アドリア王国もそのひとつに数えられていた。武勇の誉ほまれ高いアーベル・フェイスフェルト現王が統治している。

　アドリア王国の領地には、大小様々な街が作られていた。国王から土地を与あたえられた領主は、領地に住む人間に更さらに土地を与える。領主は武力で街の治安を守る代わりに、労働力や税を人々から徴ちよう収しゆうしている。

　エマの住む、南西部に位置する領地ローランドは、アドリア王国の中でも比ひ較かく的てき古くからある街だ。

　ローランドは城じよう壁へきが直径にして四百メートルほどの円を描えがくように作られており、その円の中に人々が暮らしている。ローランドを含ふくむアドリア王国の街にはすべて、国王の命令により城壁が設けられていた。

　領主が住む城は円の中心に据すえられており、エマの父親は今朝、その城を訪ねているはずだった。

　昨夜から今朝の記き憶おくを反はん芻すうして、エマは眉まゆを顰ひそめた。一体なぜあんなことになったのか、エマには分からない。エマの父親も不可解な顔をしながらも、「とりあえず領主様にご報告しなければ」と朝早くから出かけて行った。

　──説明に時間がかかるにしても、もう正午をとっくに過ぎているのに。

　少しだけ不安になりながら城を見つめていたが、ぼうっと立っている場合ではないと思い直す。籠を持って畑を突っ切り、そのまま家へと入る。

　井い戸どから汲くみ上げた水が入った桶おけで手を洗い、入念に土の汚よごれを落とす。そして、桶の水面に映る自分の顔を見つめた。

　肩かたまである明るい栗くり色いろの髪かみは、畑仕事で少しほつれ気味だった。もう一度後ろでひとつに結び直す。紫むらさき色いろの瞳でよく目を凝こらして水面を見ると、右みぎ頰ほほにも土がうっすらと付いているのに気付く。

　──危ない危ない。またお客さんに笑われるとこだったわ。

　ごしごしと水をつけて頰を擦こする。もう一度水面を見て頷くと、汚れた服を着き替がえて、エマは家を飛び出した。

　そのまま駆かけ足で、街の中心地を目指す。

「よう、エマ。ハンスはまだ帰ってこないのか？」

　エマの家の隣となりに住むマルクが、窓から身を乗り出して声をかけてくる。マルクはエマ達と同じく農業で生計を立てており、エマの父親、ハンスとも仲が良かった。母親のいないエマのことも、よく気に掛かけてくれている。

「そうみたい。だから全然仕事が進まなかったわ」

　エマが立ち止まって言うと、マルクはその太った腹を揺ゆらしながら笑った。

「娘むすめっこ一人に仕事させるとはひでえ親父おやじだな！　帰ってきたら俺からも叱しかっておいてやる」

　ぐっと親指を立てるマルクに、エマは苦く笑しようする。

「それは嬉うれしいけど……、この前も同じようなこと言って、叱るどころかすっかり忘れて、父さんとお酒飲んでたわよね。翌日、頭が痛いとか言って、結局一人で作業するはめになったわ」

「そうだったか？」

「そうでした」

　エマが大きく頷うなずくと、マルクがぽりぽりと頰をかいて笑った。

「ま、エマが言うんならそうなんだろ。お前はほんっとによく覚えてるよなあ。でもな、あんまり細かい事ばっかり気にしてるのはよくないぞ」

　エマは内心ドキリとする。相手を不快にさせてしまったかと、マルクの表情を不安げに見つめる。しかしエマの心配をよそに、マルクはにやりと笑って白い歯を見せた。

「そういう奴やつはな、嫁よめの貰もらい手がなくなるんだぞ。俺は心配なんだ。ただでさえ、お前は見た目も平へい々へい凡ぼん々ぼんだし……」

「余計なお世話！」

　エマは眉を寄せて、マルクの失礼な発言を遮さえぎった。マルクは大声で笑うと、「仕事頑がん張ばれよ」と手を振ふってきた。エマも手を振り返し、歩き出す。

　街の中心部に入っていくと、途と端たんに人々のざわめきが耳に飛び込んでくる。

　入り乱れるように馬車や人の波が交こう錯さくし、エマは器用にすり抜けながら、目的の店を目指す。

　道の両りよう脇わきには店が並び、店の人間も客も互たがいに声を掛け合ってとても賑にぎやかだ。夕飯のための準備を進めているのか、そこかしこで空腹を刺し激げきするいい匂においが漂ただよう。

「エマ！　今日も寄らせてもらうよ！」

　そんな声が飛んで、エマは頭を巡めぐらせた。赤ら顔のニコライは、自分の店である仕立て屋の前で笑っている。すらりと伸のびた体たい軀くに、仕立て屋らしく服装はぴったりと似合っている。腕うでも確かなのだが、無類の酒好きとしても街で有名な人物だった。

「お待ちしてます！」

　エマは笑え顔がおでそう言うと、ようやく目指すべき店の看板を見つけて足を止めた。

『踊おどる大おお鷲わし亭てい』。

　看板には、鷲が翼つばさを広げて描えがかれており、鋭するどい鉤かぎ爪づめは大きな樽たるを摑つかんでいる。この店の店主が言うには、樽いっぱいの酒を飲んだ大鷲が酔よっぱらっている様を表しているらしい。

　ここがエマの夕方からの仕事場である、ローランド最大の酒場だった。







「へえ。結構大きな街だね。住民達の雰ふん囲い気きも良さそうだし」

　ローランドの街中を、三人の騎き士しが歩いていた。ひとりは見事な金きん髪ぱつの持ち主で、青い瞳ひとみが興味深そうに周囲を見回している。

「何より、女性がみんな綺き麗れいだ。これは素す晴ばらしい。気に入ったよ、この街！」

　金髪の騎士はそう言いながら、若い女性を見かけては微笑ほほえんでいる。整った容よう貌ぼうに柔にゆう和わで甘めの目元が細まると、通り過ぎる女性達が次々に頰を染めていく。

「ルース。騎士たるもの、もっと気を引き締しめるべきだ。その緩ゆるみきった表情を今すぐどうにかしろ」

　苦言を呈ていしたのは、ルースと呼ばれた金髪の騎士のすぐ後ろを歩いている長身の騎士だった。三人の中で一番背が高く、体つきもがっしりとしている。広い背中に長ちよう剣けんを負っており、堂々とした歩き振ぶりだった。

「レイ。緩みきったなんて、失礼だね。ご婦人方に大人気の顔だよこれは。ちょっと、バルトも黙だまってないで、何か言ってやってよ」

　ルースがそう言って、横に並んで歩いていた騎士の肩を叩たたいた。その騎士は面めん倒どうくさそうにルースを見つめる。黒くろ髪かみに漆しつ黒こくの瞳で、服までも黒で全身を覆おおっていた。通った鼻筋に、鋭さを感じさせる目元が、威い圧あつ的な雰囲気を醸かもし出している。

「お前の顔の話なんてどうでもいい」

「心底どうでもよさそうに言わないでくれる？」

「むしろ女の視線が煩うるさくて迷めい惑わくだ」

　バルトの言葉に、ルースはすれ違ちがう女性達に手を振りながら言った。

「彼女達は、ただ情熱的に僕を見ているだけじゃないか。煩いなんてとんでもない。心ここ地ちよい眼まな差ざしに胸が躍おどるよ」

「勝手に躍ってろ」

　バルトは気だるげに首を搔かくと、「体が鈍なまるんだよ」と腰こしに差した剣けんの柄つかを撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶだって。『あれ』がこの街に本当にあるなら、そうやってのんびりしてられるのも今のうちだよ」

　ルースが意味ありげに笑う。

　三人の騎士は、そのままローランドの街を歩いて行った。







「えーと、ビール大樽五つ。りんご酒大樽三つ、同じくワイン大樽三つ。で、チーズと肉で、三百五十アラン？　いやだね、また値上がりしたのかい？」

　渋しぶい顔で値段の書いてある紙を見つめているのは、『踊る大鷲亭』の女将おかみ、ターニャだ。豊かな赤茶の髪をひとまとめに結んで、秀ひいでた額に皺しわをよせて顔をしかめる様は迫はく力りよくがある。毎晩、ローランドの酔っ払ぱらい達を相手にしているターニャに、頭の上がらない人間は多い。

　ターニャの言葉に、『踊る大鷲亭』に酒や食材を卸おろしている業者であるアントンは眉を下げた。

「そう言わずに……。値上げといっても、殆ほとんど横ばいだろう？」

「エマ。ここ三ヶ月の仕入れ値の推移を、この男に教えてやりな」

　厨ちゆう房ぼうにチーズと肉を運ぼうとしていたエマは、ターニャの言葉にすらすらと答えた。

「三ヶ月前は同じ注文数で三百二十アランでした。二ヶ月前は三百三十二アラン。一ヶ月前は三百四十アランでしたね」

「三ヶ月で三十アランも上がるのを、横ばいなんて言わないんだよ！」

　そら見たことかと、ターニャが腕を組んで言う。

「週単位での推移も言いましょうか？」

　エマがにっこり笑うと、アントンはがくりと項うな垂だれた。ふくよかなターニャの隣に立つと、瘦やせているアントンは更さらに小さく見える。

「ああもういいよ！　全く、ターニャのところの『歩く帳ちよう簿ぼ』には参る。一年前の仕入れ値や品数だって覚えてるし、しかも全く間ま違ちがいがないんだから」

『歩く帳簿』というのは、アントンが付けたエマのあだ名だ。愛あい称しようというより、値段も品数もきちんと覚えていて、誤ご魔ま化かしのきかないエマに当てこする意味合いが強い。

「うちの自じ慢まんの子だからね」

　ターニャは、自分が褒ほめられたかのように胸を張った。反対に、アントンは溜ため息いきを吐ついて脱だつ力りよくする。

「しかも帳簿は何も言わないけど、お嬢じようちゃんの場合はターニャと手を組んで、値段を下げようとするからたちが悪いよ……」

「あら、分かってるじゃないかアントン。それで、何をおまけしてくれるんだい？」

　よくやったと、ターニャがエマに向かって片目を瞑つぶってみせる。どうやら今夜の戦利品は、干し肉とビール大樽一つになるらしい。

　途端に機き嫌げんの良くなったターニャの笑い声を聞きながら、エマは裏口から一いつ旦たん店の外に出た。開店の準備をするためである。

　梯はし子ごを店の壁かべにかけて、よじ登る。そして大鷲の看板を水で絞しぼった布で拭ふいていった。

　エマのこの看板拭きは、酒場がもうすぐ開くという合図でもある。通り過ぎる人々が、嬉うれしそうにこちらを見ている。

　綺麗になった看板に満足した息を吐くと、エマはふと視線を道の先に向けた。梯子に上っているために高い位置から街の様子が分かる。

　エマの目を引いたのは、道を歩く三人の騎士だった。たくさんの人々がいる中で、少しも風景に埋まい没ぼつしていない存在感があったのだ。

　騎士は、幼い頃ころから修しゆ行ぎようを続け、主君に騎士として資格があると認められて初めて名乗ることを許される。そして叙じよ任にん式という騎士の任命を受けて剣を授さずかるのだった。

　騎士が守るのは己おのれの主人であり、国でもある。近きん隣りん国との領地争いが絶えない中、自分達の土地を守ってくれる騎士の存在は、民たみにとって希望であり畏い怖ふの対象だった。

　しかし騎士と言っても様々で、立派な主あるじに仕えて、高潔さや謙けん虚きよさを美徳とする騎き士し道どう精神を貫つらぬく者もいれば、そうでない者もいる。主人から見放され勘かん当どうされた騎士達などは、自分のために剣を振ふるい、時には用心棒のような仕事をしながら生活する者もいた。

　──昼間からお酒を飲んで、暴れたりする騎士もいるしなあ。

　威い張ばり散らして剣を抜ぬくような騎士は、みんな雰囲気が荒すさんでいるものだ。しかし、今エマが見ている騎士達に、そういう雰囲気は感じられない。

　一人は輝かがやくような金髪を揺ゆらしながら、快活そうな笑い声を上げている。細身の体軀に見合う、騎士にしては小さな剣を差していた。身み振ぶり手振りを交えて何かを話しており、感情豊かな人物のようだった。

　その騎士の斜ななめ後ろを歩いているのが、茶色の短たん髪ぱつの騎士だった。三人の中で、頭ひとつ分飛びぬけた長身だ。背中に負っている長剣を揺らしながら、時折頷うなずくものの、ほぼ無表情のまま歩いている。

　そしてエマが最も視線を奪うばわれたのは、金髪の騎士の隣を歩く、全身に黒を纏まとった騎士だった。

　黒髪に、黒いマントが翻ひるがえり、遠目にはまるで烏からすのように真っ黒に見える。腰に差した剣の柄を撫でながら、ピリピリとした雰囲気を醸し出していた。それが分かるのだろう、周囲の通行人も、黒髪の騎き士しを避さけるように通り過ぎていく。

　金髪の騎士がしきりに話しかけると、少しだけ雰囲気が和やわらぐものの、やはり黒髪の騎士の周囲への視線は鋭いままだ。

　──何だか、抜き身の剣みたいな人ね。

　触ふれたら、ばっさり切られそう、とそんな印象を抱いだきながら、梯子の上からじっと三人の騎士を見下ろす。

「それにしても、目立ってるわ……」

　思わず呟つぶやいてしまう。三人に共通することがあるとしたら、それは見目の良さだろう。街の若い女性達が、そわそわと三人に視線を向けているのが見える。

　一体どこから来たのかと考えて、エマは別の意味でそわそわしてきた。街に知らない人間が来るたびに、話を聞きたくなる。どんな場所から来たのか、どんな旅をしてきたのか。このローランド以外の場所のことを教えてくれるなら、些さ細さいなことでも全部聞きたかった。

　エマは視線をもっと遠くへと移した。茶色い城じよう壁へきが、そんなエマの思いを嘲あざ笑わらい、閉じ込めるように建っている。

　幾いく重えにも石の積み重なった城壁は堅けん牢ろうであり、外部からの侵しん入にゆうを拒こばんでいる。城門が開く時間は決まっており、門番の許可なく出入りはできないようになっていた。

　それほどに厳重に街を守っているのには理由がある。度たび重かさなる領地争いでアドリア王国は大国と呼ばれるようになったが、もちろん逆に他国から領地を奪われる可能性もある。そのために、障害となりえる城壁を作り、敵が攻せめにくい街を作り上げているのだ。

　城壁は他国からの侵入者だけでなく、盗とう賊ぞくや野生の危険な動物からも街の住民を守っている。エマもその恩おん恵けいを受けて、こうして今まで危険もなく生活することができていた。

　──外部から許可なくこの街に入ることはできない。そして私達住民は、この街から出ることができない。

　エマは溜息を吐いた。

　ローランドに住む住民達のほとんどが、城壁より外に出ることはない。生まれてから死ぬまで、この城じよう塞さいの中で過ごす。

　エマが生まれる前までは、そこまで締しめ付けは強くなかったと聞く。城壁はあっても人々は街を自由に出入りしていた。しかし、五大国のひとつであるギルベルト国のせいで、人々の生活の範はん囲いは狭せばまってしまうことになった。

　アドリア王国の隣となりに位置するギルベルト国の人間が、他国の住民を自国へと無理やり連れ去ったからだ。エマが生まれた年に即そく位いした現ギルベルト王の命令らしく、労働力を得るために、連れ去った人々をギルベルトで強制的に働かせている。ギルベルトから命からがら逃にげてきたという住民の話で、アドリアにも衝しよう撃げきが走った。理由も分からず行方ゆくえ不明になったまま帰ってこない住民が、アドリア王国でも報告されていた。

　そこまで考えて、エマはぎゅっと眉まゆを寄せる。ここローランドでも、ギルベルトの犠ぎ牲せい者しやはいる。城壁の外に出てそのまま帰ってこなかった子供を、今も待つ家族がいるのを知っている。

　連れ去る人間は男女を問わないようだった。しかし、やはり若い人間が選ばれることが多い。子供を持つ親達は戦せん々せん恐きよう々きようとして、決して自分の子供を城壁より外には出さなくなった。

　──幼い頃は、城壁の外に出ると、『人さらい』が来るのよって脅おどされたっけ。

　大人達自身も警けい戒かいするようになり、アドリアの王もまた、城壁を更に強固にするようにと指示を出した。

　確かに、ローランドには生きていくのに必要なものはすべて揃そろっている。働いて食事をして眠ねむりについて、危険の少ない日常を過ごすことはできる。

　しかし、広い世界の、まだ見たことのない風景に出会いたいというエマの探求心や夢といったものは、何一つ満たされることがないのだ。それでいいだろうと言う人もいる。けれどもエマは、こうして城壁を眺ながめながら切望してしまう。

　──外に出たい。出てみたい。

　エマは天を仰あおいだ。空だけはぽっかりと口を開けて、どこまでも無限に広がっている。空でも飛べればいいのに、とそんな夢物語をつかの間思い描えがいた。

「エマ！　あんた、いつまで看板拭いてるんだい！」

　しかし、そんな夢想もターニャの鋭するどい声で破られる。

「はい！　今行きます！」

　エマは慌あわてて梯子を下りて、店へと入った。

　日が傾かたむき、人々がろうそくに明かりをともし始める。

　今日もローランドの、騒さわがしい夜が始まろうとしていた。




　　　　[image: ]




　教会が午後六時の鐘かねを鳴らすと同時に、『踊る大鷲亭』は開店する。

　酒や噂うわさ話ばなしといった娯ご楽らくを求めて、酒場はすぐに客でいっぱいになった。

「ビール六つ！」

「りんご酒三つに、パンとチーズも適当に頼たのむわ」

「ビール四つに、ワイン二つで！　あ、いや、やっぱりビール五つで！」

　あちこちから注文が飛び交かう。エマは客達の間をすり抜けるようにして酒を届け、注文を聞いていく。エマには注文をとる紙も必要なかったし、一度に何件もの注文にも応こたえることができた。

「エマがいるから、こんなに混雑していても店が回るんだね」

　酒場の隅すみの方でビールを飲んでいた常連客であるフランツが、おっとりと笑った。白い髭ひげと眉まゆ毛げが愛あい嬌きようのある老人で、豆と肉のスープを彼のテーブルに置いたエマは笑った。

「記き憶おく力はいいほうなの」

「よすぎるくらいだろう」

　それからフランツは、テーブルに置かれたスープを見て「ん？」と首を傾かしげた。

「私が注文したのはビールだけだよ？」

「今日、お誕生日でしょう？　私とターニャさんからのサービスよ」

　フランツは驚おどろいた様子で目を見張った。

「どうして私の誕生日を？」

「この前、もうすぐ誕生日って話してたから」

「そうだったかい……？　私だって忘れていたのに」

　頭を搔かくフランツの言葉に、エマは微笑ほほえんだ。そして、ぽつりと呟く。

「私は、忘れないの」

「え？」

「ううん、何でもないわ。フランツさん、お誕生日おめでとう！　たくさん来てくれるのは嬉うれしいけど、あんまりお酒飲み過ぎないでね」

　エマがこっそりとそう言うと、フランツは「ありがとう」と嬉しそうに頷いた。

「お姉さん！　注文お願いしていいかな？」

　その時、涼すずやかでよく通る声が背中にかかった。エマはフランツに「ゆっくりしていってね」と告げてから、声がした方に振り返る。

「はい」

　そこでエマははっと目を見開いた。椅い子すに腰掛けてエマを見ていたのは、夕方に店の前で見た三人の騎士だったのだ。

　エマは三人の腰こし掛かける席に駆かけ寄る。

「やあ。こんばんは」

　エマの目の前に座っている金きん髪ぱつの騎士が、にっこりと微笑む。さきほど声をかけてきたのはこの男性だろう。涼やかさに、ぐっと甘さの加わった声が耳を打った。

「こんばんは」

　ご注文は、と続けようとして、しかし目の前の騎士が話し出すほうが早い。

「すごく綺き麗れいな紫むらさき色いろの瞳ひとみだね。菫すみれの花みたいに可か憐れんだ」

「……はい？」

　突とつ然ぜんの言葉に、エマは面めん食くらう。瞳？

　どうやら褒ほめられているらしいと時間差で気付き、エマは目の前の人物を見つめた。

　──というか、あなたの瞳の方が綺麗なんですけど……。

　艶つややかな金髪に映はえる、青色の瞳。鼻筋が通って、優やさしげな風ふう貌ぼうの中にも凜り々りしさが感じられる。

　あまりに綺麗でまじまじと見つめてしまっても、まるで気にした風もなく微笑み返してくる。見つめられることなど慣れている、と言わんばかりだった。

　身なりもきちんとしており、汚よごれたところが少しもない。マントの留め金は三日月をあしらったもので、滑なめらかな黄金色をしていた。

「こらこら、うちの給きゆう仕じ係を口説いてもらっちゃ困るね！」

　その時、背後から肩かたを摑つかまれた。ターニャが助けに来てくれたのだ。

「この子はうちの看板娘むすめなんだから」

「ああ、やっぱり！　この店に入ってきた時から、一番綺麗な女性だと思っていたんですよ」

　ターニャの言葉にぱっと表情を輝かがやかせて、金髪の男が言う。たとえお世辞でも、そう言ってもらえれば少し嬉しい。

　──今日来る時に、ちゃんと身だしなみを整えてきて良かった。

　ホッと胸を撫なで下ろしていると、金髪の男の隣に座っていたあの黒くろ髪かみの男が、馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らした。

「何だい、バルト。今のは、俺もそう思うっていう同意の仕草かい？」

「んなわけないだろ」

　低く、大きい声でもないのにするりと耳に入ってくるような声こわ色いろだった。髪と同じく漆しつ黒こくの瞳が、じろりと金髪の男に注がれる。

「昨日も、お前が別の女を褒めてたのを思い出したんだよ。明日あした会う女にも同じこと言うんだろ？」

「それは明日になってみないと分からないだろう？　でも僕は噓うそは言ってないよ。今日出会った女性の中で、彼女が一番綺麗だ。バルトもそう思うだろう？」

「さあ？」

　そこでバルトと呼ばれた黒髪の男は、無ぶ遠えん慮りよにエマを頭の上から足の先まで見つめた。自然、エマもバルトと目を合わせることになる。

　金髪の男にあるような優しさや甘やかさとはかけ離はなれた、鋭さを感じさせる容よう貌ぼうだった。整った顔には違ちがいないが、どこか近寄りがたさがある。

　バルトはじろじろとエマを見た後、こう言い放った。

「少なくとも、今までで一番色気がねえな」

　エマの営業用の笑えみがヒクリと引きつった。

　──なんですって、この男。

「ルースもバルトもやめろ。彼女に失礼だろう」

　すると、今まで黙だまっていた三人目の男が口を開いた。街で見かけた時に背中に負っていた長ちよう剣けんは、テーブルに立てかけられている。よく見ると、柄つかの部分には小さな星が刻まれていた。

「レイ。僕は彼女に失礼なことなんて何も言ってないけど」

　金髪の男、ルースが不満げに口を尖とがらせた。

「開口一番いきなり口説くのは、失礼に当たるんだ」

　レイはにべもなくそう言って、今度はその緑色の瞳をバルトに向ける。

「お前はもっと女性を敬え。女性や子供は守るべきものだという、騎き士しの心得を習わなかったのか」

「騎士の心得？　そんなもん俺に求めんなよ」

　片かた肘ひじをついて気だるそうに言うバルトを、眉まゆを顰ひそめてレイが見やる。それから大きく息を吐つくと、エマに向き直った。エマはビクリと肩を揺ゆらす。がっしりとしたレイに真正面から見られると迫はく力りよくがあった。

「連れが失礼した。ビール二つとワイン、あとは適当につまめるものを頼たのめるか？」

　無表情が少しだけ崩くずれて、口元に小さな笑みが浮うかぶ。「あらいい男」と、男性にはかくも厳しいターニャが、珍めずらしく声を上げていた。







「ビール二つとワインお持ちしました！」

　エマは三人の騎士の前に、注つぎたてのビールとワインを置く。

　酒場は、注文飛び交かう最初の勢いはなくなり、客もちびちびと酒を舐なめるようなペースに落ち着いていた。

「ねえ、名前を教えてくれる？」

　ルースが首を傾げて問う。

「エマです」

「エマか。へえ、名前も可か愛わいいんだね」

　そう言って微笑ほほえまれるが、エマはもう騙だまされないとばかりに口を引き結んだ。そんなエマの様子を見て、ルースは悲しそうに青い瞳を伏ふせた。

「そんなに警けい戒かいしないで。僕らは旅をしていて、その土地で会った人達と話すのをすごく楽しみにしてるんだ。このローランドの街のことを、もっと教えて欲しいな」

　エマはうっと口ごもった。それはエマの心に入り込む言葉だ。エマもまた、他ほかの場所からやって来た人達と話すのは楽しいし、もっと知りたいと思う。

「じゃあ、皆みなさんの旅のお話もしてください。そうしたら、私もローランドのことをお教えします」

「もちろんいいよ。エマは街の外のことに興味があるんだ？」

　エマは心なしか前のめりになりながら頷うなずく。

「ええ。他の領地だけでなく、他の国がどんな風になっているのか、すごく知りたいです。私が知らないだけで、きっと息を吞のむような綺麗な景色や、その土地に伝わる様々な伝説や物語があるはずなんです」

　ルースは馬鹿にするでもなく、エマの話に相あい槌づちを打ってくれている。それに背を押されて、エマは自分の夢を語った。

「私、いつかはこのローランドを出て、色んな土地を見て歴史書を作るのが夢なんです」

　それは幼い頃ころ、とある人と出会って生まれた夢だった。エマの恩人とも言えるその人は、エマにたくさんのことを教えてくれた。世界がとても広いことも、とても美しいということも。

「その時に出会った景色も記して、それを皆に伝えるのが私の──」

「そんな夢叶かなうと思ってんのか？」

　目を輝かせて熱っぽく語るエマの言葉を遮さえぎったのは、冷たいバルトの声だった。エマはピクリと肩を揺らして、先ほどまで黙もく々もくとビールを飲んでいたバルトを見る。

　バルトはビールを一気に喉のどに流し込むと、トン、と空になったマグをテーブルに置いた。そして、エマと視線を合わせる。

「お前、街を囲う城じよう壁へきが見えてないのか。外に出られると本気で信じてるなら、相当おめでたい頭をしてる。憧あこがれだけでどうにかなるほど、世の中甘くねえんだよ」

　淡たん々たんと、バルトはエマの現実を目の前に突つきつけていく。

「所しよ詮せんは夢物語だろ。さっさと諦あきらめろ」

「なっ……」

　あまりの言い方にエマは言葉が出てこない。

「バルト！　言い過ぎだ」

　笑みを絶やさなかったルースも、さすがに眉を寄せてバルトを咎とがめた。レイもまたバルトを睨にらんでいるが、本人は全く気にする素そ振ぶりも見せない。

「彼女に謝るんだ」

　レイが諭さとすように言う。

「俺は間ま違ちがったこと言ってないぜ」

　エマは唇くちびるを嚙かんだ。確かに、バルトの言っていることは間違っていない。エマも、外に出たいと思いながらも、その方法が見つからずに毎日を過ごしている。酒場で旅人の話を聞き、本を読んだりして、外の世界を思い浮かべることしかできないのだ。

　──夢物語だって、そんなの分かってる。でも。

「あなたに、人の夢を諦めろなんて言う資格、ないじゃないですか」

「何だと？」

　眼光鋭するどい視線をもらって怯ひるんだが、エマも負けじと睨み返した。

「私の夢が叶わないと分かるのは、私自身が夢を諦めた時だけです」

　それでも何とか、夢に近づきたい。だからこそエマは、畑仕事を終えると酒場で給仕の仕事をして、資金を貯めているのだ。いつか外に出た時に使うために準備している。

「……いやあ。すごくいいね、エマ。本気で惚ほれそうだ」

　その時、能天気な声がかかった。ルースがエマとバルトを見ながら、感心したように頷いている。

「バルトにそこまで言われて、泣かなかった女性はそうそういないよ。まして、言い返すなんてエマが初めてだ。可愛いだけじゃなく根こん性じようもあるなんて、ますます僕好みだよ」

「ルース……、お前はちょっと黙れ」

　レイが疲つかれたように眉み間けんに手を当てる。エマも瞳ひとみを瞬まばたかせて、次いで脱だつ力りよくした。先ほどまでのピリピリした雰ふん囲い気きが霧む散さんする。

「バルトだって内心そう思ってるんだろ？」

　楽しそうなルースを見て、バルトが呆あきれた顔で断言する。

「こんな可愛げもない生意気な女、全く俺の好みじゃない」

「それはこっちの台詞せりふです！」

　思わずエマもバルトの言葉に嚙みついた。

「色気も、致ち命めい的てきにないだろ」

「あなたには優やさしさがないわ、致命的に！」

　バルトの印象は、エマの中でどん底に落ちている。話せば話すほど腹が立つだけだった。

　怒いかりのまま、更さらに何か言い返そうと口を開いた時だった。酒場の扉とびらが、大きく音を立てて開いた。

「エマ！　エマはいるか！」

　肩かたで息をしながら飛び込んできたのは、夕方に会ったマルクだった。

「マルクおじさん。どうしたの、そんなに急いで──」

　エマが慌あわてて駆かけ寄ると、マルクはがしりとエマの両肩を摑つかんで言った。

「ハンスが捕つかまった」

「え？」

　真っ青な顔で言われた言葉を、うまく理解できない。

「捕まったって……、誰だれに？」

「領主様にだよ。今ハンスは、城の地ち下か牢ろうにいる。先ほど使いがお前の家に行ったが、留守だったから俺の家に来たんだ」

「ちょ、ちょっと待って。何で父さんが領主様に捕まえられなきゃいけないの？」

「罪を犯おかしたからだと言っていた。……ハンスが」

　そこでマルクは少しだけ言いよどみ、それからエマを見み据すえて言った。

「ハンスが、殺人を犯したと」

　エマは目を見開き、「殺人？」と素すっ頓とん狂きような声を上げた。物ぶつ騒そうな単語に、酒場の客達の視線が集まる。三人の騎士達もこちらを見ているようだったが、エマはそれどころではない。

「何馬ば鹿かなこと言ってるの？　父さんがそんなことするはずないじゃない！」

「それは俺だってそう思うさ。だが、領主様は犯人はハンスだと言ってるんだ。このままだと、七日後には裁判にかけられる」

　裁判。

　エマは全身が震ふるえるのが分かった。罪を犯した者は、神に懺ざん悔げする時間として、七日間の祈いのりの時を過ごす。その後、裁判にかけられることになっていた。しかし裁判といっても、潔白を主張することはできず、ただ判決を言い渡わたすだけの形式的なものに過ぎない。つまり原則的には、捕まってしまった時点で罪は確定したも同然なのだ。

　裁判が終わると、罪人は教会の鐘かねの音を待つ。それは、死し刑けい執しつ行こうの開始を告げる鐘で、それが鳴るということは、もはや命はないということだった。

　──それが、父さんだったら……。

　エマはその想像に耐たえられず、弾はじかれるように酒場から飛び出した。

「エマ！　どこに行くんだ！」

　マルクの言葉には答えず、エマはただひたすら街の中心を目指して走った。







「何だか不ふ穏おんな雰囲気だねえ」

　ワイングラスをゆっくりと傾かたむけ、ルースが片かた肘ひじをつきながら言う。視線はたった今エマが出て行った扉に吸い寄せられている。

「殺人、なんて言葉が出ていたな」

　レイが腕うでを組んで言うと、ルースはもう一度「不穏だねえ」と呟つぶやいた。

「せっかくエマから色々聞こうと思ってたのに」

「どうする、ルース」と、言葉少なくレイが問いかける。

「確かめてみる価値はあるかもね。火のない所に煙けむりは立たないって言うよ。噂うわさを追い求めてやって来た地で丁度良く殺人事件なんて、まるで本の中の世界みたいだ」

「御ご託たくはいい。さっさと行くぞ」

　バルトは二人の会話を待たずに、ガタンと乱暴な仕草で立ち上がった。

「やる気だね、バルト。もしかしてエマに良いところ見せたくなった？　まあ分かるよ。可か愛わいいもんね、彼女」

　にやにやと笑うルースに鋭い一いち瞥べつを向ける。

「噂の真相を確かめるんだろ。必要なら殺人犯でも何でも、俺が斬きってやる」

「不穏なのはバルトだね、まったく」

　ルースは肩を竦すくめて立ち上がった。呼応するようにレイもすっと音も立てずに立って、長ちよう剣けんに手をかける。

　それなりに酒は飲んだはずだが、当然のごとく三人の足取りにふらつくような仕草は見受けられない。

　研とぎ澄すまされた雰囲気が感じられ、心配そうに扉を見ていたターニャが一変した三人の空気にたじろいだ。

　しかし、それをそつなく取り成すことができるのがルースという男だった。

「気になるので、エマを追いたいと思います」

　彼お得意の穏おだやかな顔でにこりと笑う。バルトには胡う散さん臭くさい笑えみにしか見えないが、他ほかの人間にはとても誠実に映るらしかった。案の定、ターニャがホッとしたように口元を緩ゆるめた。

「私も様子を見に行きたいところだけど、店があるし。あの子が無茶をするようなことがあったら止めてやっておくれ」

　ルースは片かた眉まゆを上げた。

「そんなに無む鉄てつ砲ぽうなんですか？」

「エマには母親がいない。父親のハンスが唯ゆい一いつの家族なんだ」

　ターニャが心配そうに、エマが先ほど出て行った扉を見つめる。

「ハンスが地下牢にいるなら、エマは城に向かったはずだよ」
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　目的地へ近づくには、狭せまい坂道を登っていく必要があった。曲がりくねった道に足を取られそうになりながら、エマはひたすら走り続ける。

　殆ほとんど休みなく走ったエマは、ようやく目的地に着くと、足を止めて息を整えた。ぎゅっと両手を握にぎりしめ、ゆっくりとその建物を見上げる。

　エマの目の前には、石造りの巨きよ大だいな城がそびえていた。

「すみません！」

　エマが声を張り上げると、塔とうの出窓から門兵であろう男が顔を出した。

「何の用だ？」

　怪け訝げんそうな男の瞳を見ながら、エマは目的を告げる。

「ハンス・グリンベルクの娘むすめのエマです！　父がここにいると聞きました。どうか会わせてください！」

「ハンス……？　ああ、朝にここに来た男か。ダメだ、奴やつは今地下牢にいる。部外者は立ち入れない」

「私は娘です。部外者じゃありません！」

　エマが首を激しく横に振ふって叫さけぶ。その時、分厚い門もん扉ぴが音を立てて開いた。

「──娘であろうが、部外者には違ちがいない。夜に煩うるさいぞ。領主様を起こす気か」

　現れたのは、茶色の髪かみを肩まで伸のばした屈くつ強きような騎き士しだった。エマも見たことがある、ローランドの領主を護衛する直属の騎士でザウルという男だった。ザウルの後ろには、もう一人騎士の姿がある。ザウルよりは体の小さい青年で、ザウルに付き従うような形で後ろに控ひかえていた。

「ザウル様、お願いです。父に会わせてください」

　エマは懇こん願がんするが、ザウルは「できない」と冷たく突つき放すだけだった。

「使いはやったはずだ。事情を聞いたのなら、大人しく家に帰れ」

「私は父から話を聞きたいのです！」

「できないと言っている」

「父は殺人などできる人間ではありません。何かの間違いです！」

「それは裁判で明らかになるだろう」

「裁判なんて……っ」

　エマは唇くちびるを嚙かんだ。そんなものには何の意味もない。

「お願いです、ほんの少しの間でいいんです！　父と会わせてください！」

　とにかく、話を聞かなければ何も始まらない。会わせてくれるまで何度でも頼たのむしかないと、エマはザウルに縋すがろうとした。

「おい、しつこいぞ！」

　その時、ザウルの後ろにいた騎士に肩かたを押される。エマはバランスを崩くずし、そのまま背中から地面に倒たおれそうになった。

　衝しよう撃げきを予想して目をぎゅっと閉じたが、エマが倒れ込むことはなかった。誰だれかがエマの腕を摑つかんで、背中を支えてくれたからだ。

「え……」

　エマは慌あわてて背後を振り返る。そして、目を見開いた。

　酒場にいたはずのバルトが、エマを見下ろしていたのだ。

「あ、あなた、どうして……」

「重い」

「え？」

　ぼそりと告げられた言葉に、エマは瞳ひとみを瞬またたかせる。

「立てるならちゃんと立て。お前の体重がかかって重い」

「え、あっ」

　エマは慌ててバルトから飛びのいた。バルトは後ろから囲うような形で、エマの体を支えてくれていたのだ。

　しかし。

　──お、重いって……。

　とことん失礼なことを言う男だと思い、エマは羞しゆう恥ちで顔を赤くする。バルトは、弾はじかれたように距きよ離りをとったエマをしばし眺ながめると、呟いた。

「……そこまで動けるなら、大だい丈じよう夫ぶだろ」

　何が？　という顔をするエマには答えず、「邪じや魔まだ。脇わきにどいてろ」とバルトはエマを荷物のようにずい、と横に押し出した。そこには、両手を広げているルースがいる。

「ああ、エマ！　大丈夫だった？　来るのが遅おそくなって悪かったね。怖こわかっただろう？　さあ、僕の胸に飛び込んできてくれてかまわないよ」

「やめろ」

　ルースの後ろからレイが声をかけ、襟えり元もとをぐいと引っ張った。眉を寄せて、ルースがしぶしぶエマから離はなれる。

「おい。こいつの父親に会わせろ」

　その言葉に、エマは慌ててバルトの方を見た。

　ザウルと、その横にいる騎士と対たい峙じしているバルトは、威い圧あつ感かん溢あふれるザウルを目の前にしても、何ら気け圧おされた様子も見せずに泰たい然ぜんと立っている。

「何者だ、お前達は！」

　騎士が、腰こし元もとに下げた剣けんの柄つかに手をかけながら叫ぶ。ザウルは黙だまったまま、不ふ審しんげな目付きでじっとバルトを見ていた。

「こいつの知り合いだよ」

　面めん倒どうくさそうに首を巡めぐらせて、バルトは後ろにいるエマを指差した。今夜知り合ったばかりだったが、エマはとりあえず口にはしなかった。

　バルトは一歩を踏ふみ出した。反射的に騎士が柄を握りしめ、剣を抜ぬく。

「近づくな！　これ以上進めば斬るぞ」

　冷たい目で、バルトは騎士を見た。

「剣を向ける相手の力量も分からないのかよ」

　激げつ昂こうする騎士とは対照的にバルトは冷静で、それが気にくわなかったらしい。

「私は騎士だ！　騎士たるもの、目の前に敵がいれば剣を抜くのは当然だ。そして抜いた以上、命を賭かける覚かく悟ごもある！　お前こそその腰元にある剣は飾かざりか？　怖おじ気けづいているんだろう！」

「……そうやってお綺き麗れいな騎士道精神を振りかざす奴が、一番嫌きらいなんだよ」

　ぼやくバルトの言葉を耳ざとく聞きつけ、レイがむっと唇を引き結ぶ。

「死ぬ覚悟があるなら、相手してやる」

「望むところだ！　剣を抜け！」

　騎士の声に、バルトがスラリと剣を抜いた。その流れるような動作に、エマは視線を奪うばわれた。何度も剣を抜いたことのあるよどみない動きが、バルトの腕うでには染しみ込んでいる。

「バルト！　僕らがここまで来た理由ちゃんと分かってるかい？」

　ルースが声を張り上げる。バルトはザウルと剣を向ける騎士に視線を据すえたまま、面倒くさそうに答えた。

「こいつら全員ぶっ倒して、地ち下か牢ろうまで行けばいいんだろ」

「ああもう、全っ然分かってない！」

　ルースは額に手を置いてそう言うと、スタスタとバルトとザウル達の間に入り込んだ。ひりつくような緊きん張ちよう感かんの糸を無ぶ遠えん慮りよに踏みつけるように、バルトとザウルの視線を遮さえぎってしまう。

　バルトの代わりにザウルと対峙したルースは、人じん畜ちく無む害がいといった笑えみを向けた。

「やあ、初めまして。ローランドの騎士殿どの」

「おいルース、邪魔だ」

　ルースの背中に、バルトの威い嚇かくする声がかかった。

「まあまあ落ち着いて。ほらバルト、見てごらん。世の女性陣じんは、僕の後ろ姿も凜り々りしくて素す敵てきと言ってくれていてね。バルトにも見せてあげるから、少しは勉強したらいい──」

「その背中ごと斬きるぞ、てめえ」

　バルトの言葉も殺気も受けているはずなのに、ルースは気にすることなく「怖いねえ」なんて笑っている。

「あ、あの、大丈夫なんでしょうか？」

　エマは、隣となりにいたレイに声をかけた。この三人の中で、一番の常識人は彼だろう。

「大丈夫だ。ルースが間に入れば、いきなり戦うようなことにはならないはずだ。あとは任せておけばいい」

　信しん頼らいが透すけて見える言い方だった。そうなんですか、と言いかけて、そうではないだろうと慌てる。

「でも、任せるってあの、何を？　それに、なんであなた達がここに……」

「我々は、ちょっと探し物をしていてね」

　問い返そうとすると、レイがついとルースに視線を移して、エマもつられてそちらを見る。

　ルースはいつの間にかザウルとの間合いを詰つめて、ひそひそと話している。ルースは懐ふところから何かを取り出し、それをザウルに見せた。ザウルは驚おどろいた顔になり、考え込むように口を閉じた後、城の中へと入って行ってしまった。

「あっ」

　戻もどってしまったのかと、エマは慌てて追いかけようとする。それをルースが引きとめた。

「大丈夫だよ。今から領主様に許可を貰もらってくるって言ってたから」

　エマは驚いてルースののほほんとした顔を見つめる。

「許可って……、一体どうやって？」

「ん？　それは内ない緒しよ。ミステリアスな男っていうのも、魅み力りよく的なものでしょう？」

　エマは目を瞬かせた。なんと摑みどころのない男なのだろうかと呆あきれる。

　バルトが剣を収めて、眼光鋭するどくルースに近寄ってくる。ルースはその視線を物ともせず、バルトの目の前に人差し指を突つきつけた。

「いい？　バルトは何でもかんでも力で解決しようとするのを止やめるべきだよ。もっと穏おん便びんな方法はいくらだってあるんだから」

「そんな面倒なことしてられるか」

「バルトがここの騎き士しを斬っちゃうほうが、後々面倒なことになるんだよ」

　その言葉に、エマはぎょっとしてしまう。ルースの言い方は、まるであのまま戦いが始まれば、バルトが勝つのだと言っているようなものだ。

　領主を護衛する騎士であるザウルの強さは、エマも時折ローランドで開かい催さいされる武芸大会で知っていた。武芸大会は、戦争以外で騎士達が自分の武勇を披ひ露ろうする機会でもあった。武芸大会で活かつ躍やくし優勝すれば、優勝賞金も貰え、主あるじの目に留まれば出世することも夢ではない。特に開催される領地の主に仕える騎士は優勝候補であり、実際ザウルは何度も優勝している。

　──ザウル様より強いっていうの？

　それとも、はったりなのだろうか。エマは目の前の三人の騎士に視線を向けた。

「おい、お前達。領主様より許可が得られた。入れ！」

　その時、ザウルが戻ってきてエマ達を呼ぶ。エマはきゅっと口元を引き結んだ。

　──今はまず、父さんの話を聞くのが先だわ。

　目の前の三人がどんな人間なのか、どんな方法で許可を得たのかは後で聞こうと決めて、エマは城への一歩を踏み出した。







　城の中は静まり返っており、小さなろうそくの明かりだけが、長い廊ろう下かを頼たよりなげに照らしている。

　先頭を歩くザウルの大きな背中を追いながら、エマは逸はやる気持ちを抑おさえ込もうとしていた。

　──父さん、待っててね。今行くからね。

「震ふるえてる？」

　ふいに、横を歩いていたルースがエマの顔を覗のぞきこんできた。

「え？」

「夜の城って怖こわいよね。だから不安も増すんだ。僕の手、握にぎっててもいいよ」

「いえ、結構です」

　即そく答とうすると、ルースはがくりと項うな垂だれた。だがすぐに立ち直り、前を歩いているバルトの後ろ姿をちらりと見ながら言う。

「じゃあバルトの手、握る？」

「絶っ対嫌いやです」

「じゃあレイは？」

　え、と少し言いよどんでしまい、ルースが大げさに嘆なげいて天てん井じようを仰あおいだ。

「噓うそ！　エマは僕でもバルトでもなく、レイが好みなの？」

　レイは、ふむと頷うなずいた後、エマを見つめた。

「手、握るか？」

　生き真ま面じ目めな顔でそう提案してくるレイに、エマはぶんぶんと首を横に振ふった。

「レイは騎士道精神の鑑かがみみたいな人間だからねえ。女性と子供には特別甘いんだよ」

　ルースがやれやれといった様子で笑う。

「おい、ここから地下に向かう」

　その時、ザウルが重々しく告げた。いつの間にか、廊下の一番奥まで来ていた。エマの背筋がピンと伸のびる。

　狭せまい螺ら旋せん状の階段を下りて、地下へと向かう。頰ほおに水すい滴てきが落ちてきて、気温もぐっと低くなるのが分かった。かび臭くさい臭においに思わず眉まゆが寄り、呼吸を止めたくなる。石が積まれた壁かべには圧あつ迫ぱく感かんがあり、光は階段の上からしか差してこない。

　ザウルが案内したのは、階段を下りてすぐの鉄てつ格ごう子しの前だった。暗くら闇やみの中、誰だれかが蹲うずくまっているのが見える。

「父さん？」

　恐おそる恐るエマが声をかけると、人ひと影かげがはっと動いた。

「……エマ？」

　弱々しいが確かにハンスの声だった。エマは知らずに瞳ひとみが潤うるむのを感じる。今朝まで聞いていた声なのに、まるで何年も聞いていなかったかのように感じた。

「父さん！」

　エマが鉄格子を握ると、ハンスが牢の奥から近づいてきて、エマの手に触ふれる。

「来てくれたのか」

　疲つかれたような顔で、それでも嬉うれしそうに笑うハンスに胸が締しめ付けられる。瘦やせた体たい軀くが、地下牢の中では更さらに小さく見えて、頼りなげに感じる。

「どうしてこんなことになったの？　何があったか話して！」

「……それが、私にもよく分からないんだよ」

　ハンスの瞳は、困こん惑わくしたように揺ゆれている。

「分からないって」

「まずは、順を追って話してもらえませんか？」

　後ろで見ていたルースが、そう声をかけた。

「あなた達は？」

　ハンスのもっともな疑問に、エマが答える。

「あの、酒場のお客さんなんだけど。父さんと話せるように、色々助けてくれた人達なの」

　それでも不思議そうな顔をするハンスに、エマも無理はないと思う。エマ自身も、なぜ彼らがここにいるのか分かっていないのだ。

　ハンスはとにかく、ルースの言葉に従おうとしたのか、記き憶おくを浚さらうように目を閉じた。

「昨夜のことがあったから、すぐにでも領主様にお知らせしたほうがいいと思って、朝から城に出かけたんだ」

　そこまでは知っているエマは頷いたが、ルースは「昨夜のことって？」と首を傾かしげた。

「昨夜……、私は知り合いの行商人テオドールの家で酒を飲んでいました。うちの娘むすめは本が好きだから、珍めずらしい本があったら見せてもらおうと思ったんです」

　ハンスがエマを見て小さく笑う。ハンスは、エマが外の世界を夢見て、本を集めているのを知っていた。行商人が商品を集めるたびに会っては、本を選んでくれていたのだ。

「私は彼の家で何冊か本を見て、そのひとつを買って帰りました。それから一時間ほどしてからでしょうか……、知らない男達がうちに押し入ってきたんです。剣けんを差していて、見た目は騎士のようにも見えましたが、分かりません。顔は目元を残して布で隠かくしていましたし」

「ふうん、騎士ですか」

　ルースが、「それで？」と話を促うながす。

「娘はまだ酒場から帰って来ていませんでしたから、それだけは幸いだったんです。彼らは私に、『幻黒の書』はどこかと聞いてきました」

「『幻黒の書』……？」

　エマが首を傾げる中、三人の騎士の雰ふん囲い気きががらりと変わったのが分かった。

「おい、その騎士は確かに『幻黒の書』と言ったんだな？」

　壁に体重を預け、腕うでを組んで話を聞いていたバルトがふいに身を乗り出して聞いてきた。鋭い形相で睨にらまれて、ハンスは首を竦すくめる。

「は、はい……。しかし、私には何のことか分かりませんでした。だから知らないと言ったんです。ですが彼らは信じてくれず、私が娘に買ってきた本を調べて、果ては家中を荒あらして探し始めたんです」

　柔にゆう和わなルースまでもが、険しい表情でハンスの話を聞いている。レイは眉を顰ひそめ、「人の家を勝手に荒らすなど、なんて野や蛮ばんな」と憤ふん慨がいしていた。

「もちろんどんなに探しても、うちにはそんなものはありません。それが分かると、彼らは私に剣を突つき立てようとしました。だが、殺されると思った瞬しゆん間かん、娘が帰ってきたんです」

　エマは昨夜の記憶を反はん芻すうする。エマが帰ってきて扉とびらを開けた瞬間、五人の男達が飛び出してきた。最初に出て来た男とぶつかったエマは、布の隙すき間まから見える顔を一瞬目にしている。

　それからエマは、荒らされた室内の惨さん状じようを見て驚おどろいたのだ。ハンスと話し合い、朝になったらすぐ領主に報告に行こうということになった。

「それで？　なんでこのことが、父さんが殺人を犯おかしたなんて話になるの？」

　エマが聞きたいのはそこだった。ハンスは沈ちん痛つうな面おも持もちで俯うつむいた。

「テオドールが、昨夜殺されたんだ。彼の自宅で」

「えっ」

　テオドールに、エマも何度か会ったことがあった。家に行ったこともある。

「私が殺したのだと、領主様は言った。だが私はもちろん殺してなどいない。私がテオドールの家を出るまでは、彼は生きていた。だからきっと真犯人は、その後に彼を殺したんだ」

「領主様にそう言ったんでしょう？」

「ああ。だが、私が殺した証しよう拠こがあると言われた。うちの家の庭で、テオドールを刺さしたと思われるナイフが見つかったんだ。血がついていて、テオドールの胸にあった傷とも一いつ致ちするらしい」

　ハンスはそう言うと力なく項垂れた。

「そんな……」

「なるほど。話は分かりました」

　ルースが顎あごに手を当てたまま、「聞いた限りで、推測してみると」と話し出す。

「あなた達の家に押し入ってきた騎き士し達が、まずは一番に怪あやしいですよね。彼らはまず行商人の家に行く。そしてたぶん、『幻黒の書』を探したんでしょう。しかし見つからず、彼らは行商人を殺した」

　涼すずやかな声が、地下牢の中に響ひびく。

「騎士達は今度はあなたの家に行った。もしかしたら、行商人から買った本を持って出て行く様子を、騎士達は見ていたのかもしれませんね。しかし、あなたが買った本は違ちがうし、『幻黒の書』は見つからなかった。あなたを殺そうとしたけれど、エマが帰ってきてしまう。これ以上犠ぎ牲せい者しやを増やして騒さわぎになるのを避さけたかったのか、騎士達はあなたに罪を擦なすり付けて事件を終わらせようと考えついた。で、行商人を殺したナイフをあなたの家の庭に投げ入れて、その場を去った」

　すらすらと告げられた推測は、とても妥だ当とうなように思えた。

「あんた、本当に『幻黒の書』のことは知らないのか？　その行商人とやらは、何か言ってなかったのか」

　バルトが待ちきれないようにそう言って、格子を握にぎった。ハンスは困ったように眉を下げる。

「分かりません。テオドールからも、そんな言葉は聞きませんでしたし」

「『幻黒の書』って一体何なんですか？」

　エマが問うと、バルトは憎にく々にくしげにふい、と瞳を逸そらしてしまう。そんな様子を見て、ルースが口を開いた。

「『聖せい杯はい』を探し求めた国と人々の記録書だよ」

「聖杯……、って」

「聖杯を得ることができれば、どんな願いも叶かなうとされている。ただし、高潔な人間にしか見み出いだせないらしいけどね。聞いたことくらいはあるんじゃないかな」

　エマは頷うなずく。この世界を創つくった神が地上に降り立った時に使ったとされる、聖なる杯さかずきのことだ。

　神はその昔この地上に降りて、自分の創った世界を回ることにした。人々を照らすその光は汚よごれた布で、すべてを映し出す叡えい智ちの瞳は、老人の濁にごった瞳で隠された。

　その姿は、しかしどの国でも虐しいたげられ、拒きよ絶ぜつされ、一夜の宿さえままならない。神は嘆なげいた。神が創り愛した人間という生き物は、いつの間にかとても傲ごう慢まんになってしまっていた。

　そんな時、ひとりの少女がひび割れた古い杯に水を入れて、老人になった神に差し出した。弱っていた老人を捨て置けないと、遠くの泉まで行って水を汲くんできてくれたのだ。

　神はその少女の優やさしさに、かつて愛した人間の温かな心を垣間見た。神がその杯に口をつけた瞬間光が周囲を包み、神は本当の姿を現した。そのまま神は天上に戻もどり、人々は己おのれの振ふる舞まいを改めた。

　神が去った後も杯は少女の手元に残り、『聖杯』として不思議な力を宿したとされる。

「でもあれはただの伝説では？」

　幼い頃ころに聞く夢物語のような認にん識しきしかしていなかった。エマの困惑した顔に、ルースは苦笑う。

「でも、その伝説に多くの権力者達が群がったんだ。『幻黒の書』には、彼らが時間と人と金、すべてを使って聖杯を探し求めた過程が記されている。聖杯のおかげで傾かたむいた国もある。探たん索さく中に命を落とした者もいる。たくさんの血が流れたんだろう、その記録書はその血を吸って黒く見えるという噂うわさだ。そこから、『幻黒の書』という名がついた」

「それを、あの騎士達は探しているって言うんですか？」

「過程が記されているだけなら、そこまで必死にならなかったかもね。……『幻黒の書』はね、ある国が滅ほろびた時に一いつ緒しよに姿を消したんだ」

　黙だまって聞いていたバルトがピクリと肩かたを揺ゆらす。

「最後に書を所持していた国の王は、書に記された歴代の権力者達のように、聖杯探索に全精力を注いだ。そして、王はついに答えを見つけた」

「答え？」

「聖杯の在り処かを見つけたんだよ」

　そこまで聞いても、やはりエマには現実感がなかった。

「しかし、時すでに遅おそくてね。その国は他国から攻せめられていた。王は殺される直前に、『幻黒の書』の最後のページに聖杯の在り処を記した。そして王は殺され、国は滅んだ」

　ルースは一いつ旦たん言葉を切る。バルトもレイも、何も言わない。ピチャン、と水すい滴てきが落ちる音だけが聞こえた。

「……滅んだ国は、とても豊かな国だったと聞くよ。城は特とく殊しゆな青い石を使っていて、美しい青色の城だったと──」

「やめろ」

　なぜか、耐たえきれないとばかりにバルトが吐はき捨てた。その態度を不可解に思いながらも、エマは自分の記き憶おくと、先ほどのルースの言葉にひっかかりを覚える。

　──青色の城。私、この話を聞いたことがある……。

「……コルベール……」

　ぼそりと呟つぶやいたその言葉に、バルトの表情が劇的に一変した。鋭するどい表情でエマに詰つめ寄る。

「……おい、今、何て言った？」

「え？」

「答えろ！」

　エマはバルトの迫はく力りよくに押されて、唾つばを飲み込む。それから、おずおずと口にした。

「コルベール、と言いました、けど」

　針でも飲み込んだような苦しげな顔をした後、「何でその名を知ってるんだ」とバルトの追つい及きゆうは止やまない。

「ある人が、教えてくれたんです。コルベールという国があって、その国では青みがかった石が採さい掘くつされるんだって。その石を積み上げて作った城は、青くてすごく綺き麗れいなんだと教えてもらったんです」

　今でも目を閉じれば聞こえてくる。大げさに話すわけでもなく、むしろ淡たん々たんとした語り口だった。それなのに、その人の話と声には様々な感情が含ふくまれていた。悲しい話を聞けば、エマも決まって泣けてきたし、幸せな話の時は自分までもが温かい気持ちになれた。

『青い城？　すごい、見てみたい！』

『遠くからでも分かるほどに見事な城なんです。空の色に溶とけ込むような美しさでした』

　瞳を輝かがやかせた幼いエマの頭を、その人は優しく撫なでてくれた。

「誰だれに聞いた？」

　バルトの質問に、エマは少しだけ困った。そして正直に言う。

「……本当の名前は知りません。私は、『先生』と呼んでいました」

「ああ、『先生』か。確かにお前はすごく懐なついていたね」

　ハンスが思い出したように頷いた。

「先生？　何かの教師だったのか？」

　レイの言葉に、エマは首を横に振る。

「いいえ。教師ではありません。でも、私はその人にたくさんのことを教えてもらったので。『先生』は各国を回る吟ぎん遊ゆう詩人だったんです」

「吟遊詩人……」

　なぜかバルトは絶句した後、エマの両りよう肩かたを摑つかんだ。

「どんな奴やつだった」

　エマは、戸と惑まどいながらも、幼い頃の記憶を辿たどった。

「綺麗な人でしたよ。男の人を綺麗っていうのは変かもしれないけど。ルースさんみたいな金きん髪ぱつを腰こしまで伸のばしていて、あとは左右の瞳の色が違っていました。右が緑色で、左が銀色──」

「そいつは今どこにいる！」

　息せき切ったようにバルトが詰め寄る。

「ど、こって。今はもう分かりません。私が『先生』と会ったのは、十年くらい前ですから。『先生』は一ヶ月ほどローランドに滞たい在ざいして、また旅に出ました。それからは一度も会っていません」

「十年前……」

　バルトは「くそっ」と吐き捨てると、苦々しげな顔のままエマから手を離はなした。

「何なんですか？　バルトさんも『先生』を知ってるんですか？」

「僕らはね、『幻黒の書』と、エマの言う『先生』を探してるんだよ」

　ルースが、バルトが摑んでいたエマの肩をポンポンと叩たたく。

「ローランドに来たのは、『幻黒の書』がここにあると噂で聞いたからなんだ。大方、あの騎き士し達も同じだと思うよ。でも彼らは行商人を見つけ、僕らの一歩先を行ってたみたいだね」

　そう言うと、ルースは困ったように笑った。

「『幻黒の書』は、人間の欲よくに満ちた書だ。必ずこの書を巡めぐって争いが起きる。だから、もしかしてと思ってエマの後を追ったんだよ。結果はこのとおり、大当たりだ」

　だからここまでしてくれたのかと、ようやくエマは納なつ得とくした。

「エマはお父さんの無実の罪を晴らしたいだろう？」

「当たり前です！」

「だったら僕らが協力するよ。エマは真犯人を捕つかまえたい。僕らも同じだ、彼らから話を聞きたいし、『幻黒の書』があるならそれを見たい」

　エマはルースの言葉を受け止め、それから厳しい表情のままのバルトを見て、どっしりと構えたレイを見た。

　──一人でだってやってみせるけど。でも、もしも、助けてくれる味方がいるなら。

　エマは大きく息を吸い、三人に向かって「お願いします」と頭を下げる。

「エマ」

　鉄てつ格ごう子しの向こうから聞こえる父親の声に振り返る。

　鉄格子を握にぎりしめる、土で汚れた手に触ふれた。所々タコの出来た、無骨な手だった。でもこの手が、エマを慈いつくしみ育ててくれた手だ。

「私が絶対に、父さんをここから出すから」

　だから。

「信じて、待ってて」

　七日後の鐘かねが鳴るまでに、必ず真犯人を見つけ出す。エマは父親の手を握り、その体温を感じながら、そう固く自分に誓ちかったのだった。







　城から出たエマ達は、一度『踊る大鷲亭』に戻もどることにした。

　辺りは真っ暗で、すでに明かりの消えた家も多かった。

「とりあえず、もうこんな時間だし、動き出すのは明日からにしよう。エマも今日は色々あって疲つかれただろう？　ゆっくり休まないと」

　気き遣づかってくれるルースに、そういえばとエマは顔を上げた。

「ルースさん達は今日どちらに泊とまるんですか？」

「大だい丈じよう夫ぶ。『踊る大鷲亭』に予約は取ってあるよ」

　その言葉に、エマは頷うなずく。『踊る大鷲亭』は酒場であると同時に宿屋なのだった。一階は酒場で、二階の部屋を宿として提供している。

「そういうエマはどうするの？」

　そう問われて、エマは意味が分からず首を傾かしげた。

「どう、って……。ターニャさんに事情を話してから、今日はもう家に帰りますけど」

「家には誰かいるのか？」

　心配そうにレイが聞いてくるのに、首を横に振ふることで答える。

「じゃあ、エマ一人？　ダメだよそれは。危ないじゃないか！」

「危ないって、どうしてです？」

　すると、ルースとレイは仲良く顔を見合わせた。バルトまでもが呆あきれたような顔でエマを見るので、少しムッとする。どうもバルトの印象が悪すぎるのか、彼の一挙手一投足に反応してしまうのだった。

「あの騎士達が、またエマの家に来ないとも限らないだろう？」

　幼い子供に言い聞かせるように、ルースが人差し指を立てる。

「でも、うちに『幻黒の書』がないことは、彼らだって調べて分かっているじゃないですか」

「お前、騎士の顔を見たって言ってたな」

　ふいにバルトが口を開いた。

　エマは大きく頷く。一いつ瞬しゆんだったが、エマには十分だった。今でもあの顔は、鮮あざやかに、何の狂くるいもなくエマの脳のう裏りに浮うかび上がってくる。

「なら顔を見られたと思って、口くち封ふうじにお前を殺しに来るかもな」

　ぎょっと目を見開いたエマの様子を見て、ルースがバルトを窘たしなめる。

「バルト。もっと言い方があるだろう？　不必要に怖こわがらせてどうするのさ」

「分かりやすく言ってやったんだろ」

　バルトは、咎とがめるルースなど気にした風もなく先を歩き続ける。

「ああもう。ごめんねエマ。バルトは不器用なんだ。これでも、君を心配してるんだよ」

　こそりとルースがエマに耳打ちした。

　──この人が私の心配？　とてもそうは見えない……。

　エマはそっとバルトを窺うかがう。そこまで考えて、先ほど騎士に突つき飛ばされた時に、助けてもらったお礼を言っていなかったと気付いた。

「あの……、バルトさん」

「何だよ」

　バルトが振り返る。ぶっきらぼうで、面めん倒どうくさがっていると態度と声で分かる。会話を歓かん迎げいしていないのは明らかで怯ひるみそうになるが、エマはバルトの黒い瞳ひとみを見上げて言った。

「さっき、突き飛ばされた私を支えてくれましたよね。ありがとうございます」

　バルトは少しだけ、虚きよを衝つかれたような顔になった。しかしそれは一瞬で、ふいと顔を逸そらしてしまう。

「無様に倒たおれたら可か哀わい想そうだと思っただけだ」

　そっけないバルトの言葉に、ルースは「だから、言い方！」と突っ込む。

「とにかくエマ、家で一人になるのは止やめた方がいいよ」

　そこまで言って、ルースは良いことを思いついたとばかりに表情を明るくした。

「あ、それなら、僕らエマの家にお邪じや魔ましようか？　用心棒が三人もいれば、エマも心強いでしょう。まあ僕としては、エマと二人きりでもいいんだけど」

　一体どこまで本気なのか。エマはどうしていいか分からず、レイを見上げた。

「ふざけるな。妙みよう齢れいの女性の家に、父親の許しもなく泊まるなんてダメに決まってるだろう」

　レイがきっぱりとそう口にする。その通りなのでエマも大きく頷いておいた。

「だったら、エマも大鷲亭に泊まろう。ターニャさんに説明すれば、分かってもらえるでしょ」

「そうだな。それが妥だ当とうだ」

「で、でも」

　レイの同意を得て、ルースは先を急がせるようにエマの背中を押した。

「よーし、決定だね。僕らの隣となりの部屋って確か空室じゃなかったっけ。そこの部屋にしなよ。あ、バルト。お互たがい夜よ這ばいはなしだよ。抜ぬけ駆がけしたら絶交だからね」

「こんな相手にソノ気になるかよ」

「なっ」

　バルトの言葉にエマは、やっぱり嫌いやな奴やつ！　と心の中で叫さけんだ。

　その後、大鷲亭に戻ったエマ達はターニャに城での出来事を話した。

「ああ、エマ。大変だったね。ハンスが人殺しなんてするはずない。私も信じてるよ」

　ターニャはそう言って、エマをぎゅっと抱だき締めてくれた。そしてエマが泊まることを快く了りよう承しようし、部屋を提供してくれたのだった。

　ルース達と別れて、ようやく部屋に一人になってベッドに倒れ込む。騒さわがしいルース達と離れると、よけい部屋が静かに感じられた。

　──父さん……。

　そして一人になれば、思い浮かぶのは父親の姿しかない。

　今もあの冷たく暗い地ち下か牢ろうで過ごしている父親を思うと、暖かなベッドにいることに罪悪感が湧わいた。こんな深夜に、何が出来るわけでもないのに、悠ゆう長ちように寝ねていていいのかという気分になってくる。

　ルース達にはちゃんと眠ねむるようにと言われた。しかし、体は疲れているはずなのに一向に眠くならない。結局エマは、一いつ睡すいもできずに朝を迎むかえた。
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「おはようエマ」

　酒場のテーブルで朝食をとるルースが、二階の部屋から下りてきたエマに声をかけた。レイもバルトも、ターニャの運んでくる食事を黙もく々もくと口に運んでいる。

「ほらエマ。あんたも食べな！」

　ルース達に挨あい拶さつを返しながら、ターニャに促うながされて席に着く。温かなスープを貰もらったが、食欲は湧いてこなかった。それでも、初日からこんなことではいけないとスプーンを手にとる。

「今日はまず、行商人の家に行ってみようと思うんだ。何か手がかりがあるかもしれないし」

「あの、その前に家に寄ってもいいですか？」

　ルースの提案に、エマが言葉を挟はさんだ。

「畑の様子を見ないといけないんです」

　作物は日々成長している。手入れを怠おこたることはできなかった。

「いいよ。僕らもエマの家に行ってみたいし。あの騎士達が辿たどった場所は見ておきたいから」

　そう言われ、さっそくエマの家へ行くことになった。

「昨日はちゃんと眠れた？」

　家への道々、ルースが心配そうに覗のぞき込んでくる。

「ええ。大丈夫です」

　内心ギクリとするが、平静を装って頷いた。

「父上があんなことになって不安だろうけど、エマが体を壊こわしたら意味がないからね。僕もレイも、もちろんバルトも、それが心配なんだ」

「俺を勝手に入れるな」

　ルースの言葉に、バルトが訂てい正せいを入れてくる。

「バルト。どうしてそんな言い方をするんだ？　女性には優やさしくしろと言っているだろう」

「『女性』なんてどこにもいないだろうが」

　レイの苦言に、バルトが投げやりに答える。エマはムッとして言い返した。

「私は女性ですけど？」

「じゃあ色気のひとつでも出してみろよ」

　鼻で笑われ、エマの頭の中でどこかがプツリと切れる。

　──ああ、もう我が慢まんできないこの男！

「あなた、本っ当に失礼な人ですね！　昨日から私のこと、色気がないって言い放題ですけど！　私を、綺き麗れいとか可か愛わいいとか言ってくれるお客さんだっているんですよ！」

　しかしバルトは、全く本気にせずに頰ほおなど搔かいている。

「酒に酔よった連中の話だろ。正常な判断力が欠けてんだよ」

「おっ、お酒飲んでない人だって言ってくれます！」

　言ってくれたのは父さんだけど、とはもちろん口にしない。

「可哀想に。そいつはきっと、目か頭の病気だ」

「なんですって」

「──いい加減にしろっ」

　レイの一いつ喝かつに、エマは口を噤つぐんだ。バルトは気にすることなく欠伸あくびをしている。

「……すみません」

　エマは項うな垂だれた。ムキになって言い返していたことに気付いたからだ。

「いやあ。二人は仲良しだな。嫉しつ妬としてしまうよ。あとエマ、僕だってお酒飲む前から君のこと綺麗って言ってたでしょ。そこらへん忘れないでくれる？」

「お前は黙だまれ、ルース」

　にこやかに笑うルースに、レイの鋭するどい突っ込みが入る。

　そんな会話をしているうちに、家が見えてきた。畑で黙々と作業している人ひと影かげを見つけて、エマは声を上げた。

「マルクおじさん！」

「よお、エマ。おはようさん」

　汗あせを拭ぬぐって立ち上がったのはマルクだった。

「どうしたの。なんでうちの畑に……」

「ハンスがいないなら、お前一人で畑仕事は辛つらいだろう？　手伝ってやろうと思ってさ」

　にっと笑うマルクは、土で汚よごれた手を布で拭うと、エマの頭をポンポンと撫なでた。

「でも、おじさんも自分の畑があるのに」

「そんな心配しなくていい。うちのやつにも『普ふ段だんぐうたらしてるんだから、こんな時くらい働け』ってせっつかれたしよ」

「アリーナおばさんが……」

　マルクの妻のアリーナは、母親のいないエマを娘むすめのように可愛がってくれている。

「ハンスが帰ってきた時に、畑が枯かれてちゃ困るもんな？」

　その言葉を聞いて、エマはぎゅっとマルクに抱だきついた。

「おいおいエマ、土が付いちまうよ！」

　わたわたと慌あわてるマルクを抱き締しめる力を強くする。

「ありがとう、マルクおじさん」

　──そうだ。七日後、またここで父さんと畑仕事するんだから。

　ハンスの無実を信じてくれて、そして当たり前に続くであろう日常を守ろうとしてくれるマルクに、エマは心からお礼を言った。
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　行商人の家は、街の中心に建つ城のほぼ真後ろにあった。

　ゆっくりと家の入り口に近づきながら、ルースが喋しやべり出す。

「エマは来たことあるの？」

「はい、何度か。テオドールさんは色々な本を仕入れてくれる人だったので、私も時々貯ためたお金で本を買っていましたから」

「へえ。そういえばハンスさんも言ってたね。エマは本が好きだって」

「本を読むだけで、色んな場所を旅した気分になれますから」

「レイも好きだよね、本」

　ルースは首を捻ひねって、後ろにいるレイに声をかける。

「ああ。剣けんの教則本も勉強になるが、騎き士し道どうの何たるかを書いた指南書もいいぞ。私は何度も読んで、自らを戒いましめる指針としている」

　大きく頷うなずくレイは、確かに真ま面じ目めに本を読みそうな実直さを感じる。

「バルトは……、まあ、聞くまでもないよね。本読んでるのなんて見たことないもの」

「じゃあ聞くな」

　バルトの答えに、ルースが苦く笑しようする。そのままエマと瞳ひとみを合わせ、肩かたを竦すくめてみせた。

　本とバルト。確かに全く似合わない取り合わせだとエマは思った。

　ルースがぎい、と入り口の扉とびらを開ける。何度か来たことがあるはずなのに、まるで初めて入ったかのようなよそよそしさを感じた。

　入ってすぐに、広めの居間が現れる。いつも通される部屋で、ここでたくさんの本を見せてもらった。

「……ひどいな」

　その居間を見て、レイが一言呟つぶやいた。

　部屋の中は、足の踏ふみ場もないほど荒あらされていた。いつも窓辺に花を飾かざっていたテオドールだったが、それも今は花か瓶びんごと割られ、黄色の花が萎しおれたまま散乱している。

　棚たなの中身はすべて取り出され、床ゆかに放り投げられていた。テオドールは、様々な国に行き、品物を買い付けてくる。珍めずらしい物や気に入った物は自分で買って居間の棚に飾っていた。それらの品物は今、すべて床に落とされている。

「徹てつ底てい的に調べたんだろうねえ」

「見つからなくて、よほど腹に据すえかねたんだろ。散らかし方に、怒いかりが見え隠かくれしてる」

　バルトは、足元にあった美しい意い匠しようの彫ほられた剣の鞘さやを手に取りながら言う。

　──ここで、テオドールさんは殺された。

　そう考えると足が竦む。エマの考えを読んだかのように、ふいにバルトが視線を合わせてきた。

「怖こわけりゃ外出てろよ」

　そう言われて、侮あなどられているのだと思った。エマの負けん気に火がつく。

「怖くないです。馬ば鹿かにしないでください」

　バルトはエマの言葉に眉まゆを寄せた後、がしがしと自分の頭を搔いた。

「……ああそうかよ。じゃあさっさと入れ。そこに突つっ立ってたら邪じや魔まだ」

　バルトの言葉に背中を押されるように、エマは居間へと入っていった。不思議と先ほどより怖くなくなっている。バルトに言い返したおかげで、少し心に余よ裕ゆうができたようだった。

　ゆっくり息を吐はいて部屋全体を眺ながめる。エマがここを訪おとずれたのは、テオドールが亡くなる一週間ほど前だ。その時の部屋の様相と今は何もかもが違ちがっている。

　……あれ。

　ふと、小さな違い和わ感かんがちくりとエマの脳のう裏りを刺さした。しかし、違和感が何なのか分からない。不自然なのに説明できない、小さな小さな欠片かけら──。

「これだけ探しても『幻黒の書』がなかったら、一体どこにあんだよ」

　苛いら立だったようなバルトの声にはっとする。

「落ち着いてよバルト。あの詩人の情報ももらえたじゃないか。ちゃんと前進しているよ」

　詩人とは、エマの『先生』のことだろう。地ち下か牢ろうでした問いをもう一度する。

「皆みなさんは、『先生』を探してるって言ってましたよね。『先生』に会ったことがあるんですか？」

　エマの問いに、ルースが困ったようにバルトを見た。

「僕とレイは会ったことはないよ。会ったことがあるのはバルトだ。五年前……だっけ」

　問いかけてもバルトは答えなかった。険しい表情で押し黙る。だがエマは、懐なつかしさで胸がいっぱいになっていて、バルトのその態度には気付けなかった。

「五年前！　お元気でしたか、『先生』は？　きっとまた素す晴ばらしい話を聞かせてくれたんでしょうね。『先生』の話ってすごく魅み力りよく的なんですよ。ああでも、コルベールのことも知ってましたよね。もしかして『先生』から聞いたん──」

　そこでエマはぐっと喉のどを鳴らして言葉を切った。バルトが手に持っていた剣の鞘を突きつけたからだ。

「バルト！」

　ルースが叱しつ責せきするが、バルトはエマを見つめたまま鞘も下ろさない。

「──その国の名は二度と口にするな」

　ぞっとするほど冷たい視線だった。冴さえ冴ざえとして、剣けん先さきの鋭さを思わせるような温度のない瞳。射すくめられて、言葉も出なければ体を動かすこともできなかった。

「俺はあの詩人と話がしたいわけじゃない。……ぶっ殺してやりたいんだよ」

　殺す？　その言葉にようやく声が出る。

「殺すって……、どうして」

「あの詩人は、……コルベールを、俺の故郷を滅ほろぼした人間だからだ」

「……え？」

「あの詩人は、突とつ然ぜん『幻黒の書』を持って現れた。皆はあいつを迎むかえ入れていたが、あいつ自身も『幻黒の書』も、ゆっくり命を奪うばっていく毒みたいなものだった」

　鞘を持つバルトの手が白くなっていて、とても強い力で握にぎりしめているのが分かった。

「あの詩人がくるまで、王はまともだった。だが『幻黒の書』を読んで、詩人から聖せい杯はいの話を聞いておかしくなったんだ。病的なほど聖杯探たん索さくにのめり込んで、それが隣りん国ごくが戦争を仕し掛かけるきっかけになったんだよ」

「でもそんなの、『先生』のせいじゃ」

「戦争になって国が滅びた時には、すでに詩人は姿を消していた。『幻黒の書』もだ。あいつは逃にげたんだよ。王を誑たぶらかすだけ誑かして、一国を滅ぼして逃げたんだ」

　そう言われて、エマは地下牢で聞いた『幻黒の書』の説明が思い浮うかんだ。

『幻黒の書』はある国が滅んだと同時に姿を消したと言っていた。つまりその国とは、コルベールのことなのだ。
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　エマは信じられなかった。エマの記き憶おくにある詩人は、いたずらに他人を陥おとしいれるような人間ではない。

「『幻黒の書』をあなたの国の王様に見せたのが本当でも、国を滅ぼそうなんて意図はなかったんじゃないでしょうか？　『先生』は……、たくさんの人に、外の世界や歴史を知って欲しいっていつも言っていました。それは、悪いことじゃ」

「それで結果的に国が滅んだ。数えきれない程ほど人が死んだんだ。悪いことじゃないか？　目を覚ませ。お前だって誑かされてるだけだろ」

　エマは激しく首を横に振ふった。

「誑かされてなんていません。『先生』は、どうしようもなくなっていた私を救ってくれた恩人です。『先生』がいなかったら今の私はいなかった。それくらい大事な人です」

　幼い頃ころ、エマに目指すべき指針をくれた人だった。歴史書を作るという夢もそうだが、もっと根本的に、エマの存在そのものを肯こう定ていしてくれた人だ。

　エマは大きく息を吸い込んで、言った。

「……私、『忘れない』んです」

「あ？」

　突然の言葉に眉を寄せるバルトに加え、ルースとレイも怪け訝げんそうな顔をする。

「小さい頃からずっと、一度見た物や風景、聞いた話はすべて覚えています。記憶として残ってるんです」

　戸と惑まどうような雰ふん囲い気きになってしまった場を取り成すように、ルースが笑って言った。

「まあ、記憶力がいい人はたくさんいるよね。僕だって悪くないほうだよ。ちなみにすべてっていうのはどれくらいの範はん囲いのこと？」

「だから、すべてです」

「すべて、って……」

　ぽかんとルースが口を開ける。

「例えば十年前の今日、私は七歳でした。その時、どんな朝食を食べて、自分はどんな服を着ていたのか、日が落ちるまでに何人のどんな人に会ったのかも覚えてます。もちろん、十年前だけじゃなく、今日までのすべての日も」

　レイはエマを見たまま、慎しん重ちように言った。

「でもそれは、我々には確かめようがないことだ」

「そうですね。ここに、『踊る大鷲亭』の帳ちよう簿ぼがあればいいんですが。ターニャさんはすごくマメな人で、大鷲亭を開いた十五年前からの帳簿を全部取ってあるんです。十五年前から今日までの帳簿の数字を言っていけば、信じてもらえますか」

「……冗じよう談だんじゃないんだね」

　エマは頷うなずいた。ちなみにターニャには、一年分の帳簿を暗記していると言っている。最新の数字を覚えていくかわりに、古い数字は忘れていっていると話していた。しかし、本当はそうではない。エマは見せてもらった十五年分の帳簿を、見せてもらった日にはすべて覚えていた。そしてそれを、今でもずっと忘れないでおける。

「本当なら、すごい能力だよ！」

　ルースが青い瞳ひとみを輝かがやかせた。

「便利なことは多いです」

　エマは笑え顔がおを見せる。しかし、ついと視線を床ゆかに落とした。

「今ならそう思えるんですが、幼い頃は違いました。友達の失敗をいつまでも覚えていて、それで周りに嫌いやな子供だって言われたり。何かを言うたびに、気味悪がったり怒おこったりして人が離はなれていきました。それで、どんどん人が怖こわくなっていったんです」

　幼いエマは、次し第だいに口数が減っていき、人に会うことを極きよく端たんに嫌きらうようになっていった。

「加えて、毎日頭の中に入る記憶は増えていって、それを整理しきれませんでした。だったら何も見なければいい。人に会わなければいいと思って、家に閉じこもってばかりいたんです」

　そんなエマを、文字通り手を引いて外に連れ出してくれたのが『先生』だった。彼はエマの能力を知ると、とても驚おどろき、そして褒ほめてくれたのだった。

『それは素晴らしい力ですよ。学問の分野では、特に有利に働くはずです』

　そう言ってエマに文字を教え、たくさんの本を与あたえてくれた。

『すごいですね、もう覚えられるなんて。閉じこもっているなんてもったいない。もっとたくさん色々なものを見て、経験するべきです』

　褒められるたびに、エマは自分自身が肯定されていく気がした。そのままの自分でいいと、そう言われている気がした。

　そして本を読んでいくうちに、毎日増えていく記憶を整理する方法を思いつく。頭の中に何冊もの本をイメージして、それに記憶を順番にため込んでいくのだ。そうすると、今度は知識や記憶をためていくことが楽しくなってくる。

「『先生』は私にたくさんの話をしてくれました。ハラハラするような冒ぼう険けん物語や、悲しい恋こい物語も。特に好きだったのは『先生』自身が旅してきた様々な国のお話です。世界は広くて綺き麗れいなんだって、『先生』は教えてくれたんです」

「それが何だ？　あの詩人が国を滅ぼした元げん凶きようなのに違ちがいはない」

　エマの必死な言葉を、バルトが荒あらい声で遮さえぎった。

「だから、それには理由が」

「理由なんかあるか。あんな男、死んで当然の人間だ！」

「『先生』を悪く言わないでください！」

　カッとなってエマが叫さけぶと、バルトも一歩も引かずに睨にらみ返した。

「俺は詩人を慕したうような奴やつと協力なんてしない。犯人を捜さがしたきゃ、お前ひとりで勝手に捜せ」

　そう突つきつけられて、エマは唇くちびるを嚙かみしめた。ふいに心細いと思ってしまった自分に怒いかりが湧わく。両手をぎゅっと握にぎりしめた。

「……分かりました。自分で捜します、失礼します！」

　そう言うと、踵きびすを返してテオドールの家から飛び出した。

「エマ！」

　ルースの声が背中にかかったが、振り返らなかった。







「ああもうバルト！　何でああいうこと言うかな！　自分で捜せなんて言ったら、エマの立場上『分かりました』以外言えないって想像つくでしょうが」

　そうルースに言われて、バルトは唇を引き結んだ。エマの小さな背中が見えなくなったことに、ほんの少しの罪悪感が芽生えてくる。

「可か哀わい想そうに……。もしかしたら泣いてるかもしれないよ」

　ルースは心配そうに、エマが出て行った先を見つめている。

　泣く、などという単語が飛び出してきて、バルトは仕方なく口を開いた。

「泣きはしねーだろ……。俺に言い返してくるような女だぞ」

「バルト。常つね日ひ頃ごろ言っているだろう。お前は女性への配はい慮りよに欠け過ぎていると」

　レイの苦言には答えずにいると、ルースがポンと肩かたを叩たたいた。

「ねえバルト。本当に嫌？　エマと一いつ緒しよに行動するの」

　バルトはじっとルースを見つめた。ルースは常日頃のらりくらりとして捉とらえどころのない人間だが、時々有う無むを言わさない直球でバルトと向き合う。しかも、答えたくない質問ばかりしてくるのだった。

　──こいつの、こういうところが嫌なんだよ。

　普ふ段だんおちゃらけている分、真ま面じ目めな顔をしたルースには独特の雰囲気がある。威い圧あつ感かんではないが、自然に背筋が伸のびるような気分にさせられるのだ。

「僕はバルトの気持ちも、エマの気持ちもどっちも間ま違ちがってるなんて言えないからさ。詩人のことは相あい容いれないままでもいい。でも真犯人を捜すことは、協力できないだろうか？」

　バルトは黙だまり込み、ルースの言葉には答えない。

　自分は間違っていない。エマがどんなに詩人を庇かばったところで、この憎にくしみは消えはしない。

　先程の場面を思い出す。バルトが勝手に捜せと言った時、確かにエマは傷ついた顔をしていた。傷ついて、それを必死に隠かくそうとしていた。

　バルトは片手を腰こしに当て、もう片方の手を首に持っていった。大きな溜ため息いきが出る。

　あんな態度を取られるくらいだったら、手でも出してくれた方がマシだった。反はん抗こう的に向かってこられた方が、苦しさを耐たえて去られるよりマシだ。隠れて泣かれるより、何倍もいい。

　そこまで考えて、バルトは観念した。横を見ると、にこりと食えない笑みを浮うかべるルースがいる。

　──納なつ得とくいかねえ。

　そう思いながらも、足は動いていた。エマの後を追うようにして、バルトはテオドールの家を出て行った。
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　ローランドの街に、正午を告げる鐘かねが鳴り響ひびく。

　エマはトボトボと、肩を落としながら歩き続けていた。

　先ほどよりは冷えた頭で、声を荒らげていたバルトの表情を思い出す。憎しみに満ちていて、怒りが前面に押し出された顔だったが、どこか苦しさや、微かすかな悲しさというものも感じ取れた。エマが詩人を庇うたびに、バルトの苦しさは増すようだった。

「そりゃ、一緒には捜したくないよね……」

　しかしエマも、自らの恩人のことに関しては一歩もひけない。ならば、自分一人で頑がん張ばるだけだ。本来なら、バルト達が協力してくれるという状じよう況きようの方がおかしかったのだから。

　エマは頭を切り替かえる。

　──顔は分かる。絶対忘れないし、はっきり覚えてるから大だい丈じよう夫ぶ。

　しかし、それだけでは決め手に欠けるし、捜す範はん囲いが広すぎる。

　エマは一度足を止めて、息を整える。ぎゅっと目を閉じて、二日前の記き憶おくを甦よみがえらせた。本を選んで、ページを捲めくるようなイメージをする。

　──あと何かなかった？　顔以外に個人を特定できるような手がかりは。

　服装、体型、匂においや音。

　──待って。匂い？

　そこでエマははっと目を開けた。

　騎き士し達がエマの家から急いで出ようとして、エマの横を通り過ぎた瞬しゆん間かん、ツンと鼻をつく独特の匂いが微かにした。

「そうよ。嗅かいだことのある香かおりだった」

　エマはまた頭の中で本を開く。どこで嗅いだのだろう？

「……分かった！　アントンさんだわ」

　記憶が甦ってくる。エマは一ヶ月前に、大鷲亭に酒を卸おろしている業者のアントンにとある酒を見せられたのだ。

　それは黄金色の酒で、とろりとしていた。酒さか瓶びんの蓋ふたを開けた途と端たんに、強い清せい涼りよう感かんのある臭においが部屋中を満たした。

『何さ、この臭い！』

　一緒にいたターニャが眉まゆを寄せて鼻を摘つまんだ。

『裏街の酒場で売られてるらしいんだよ。ちょっとツテがあって、試ためしにもらってきたんだ。今、裏街じゃこの酒が流行はやっているらしくてね』

『裏街で？　ひどい臭いじゃないか。こんな酒が美味うまいもんかね』

　ターニャの言葉に、エマも頷うなずいた。

『まあ、私もそう思うんだけどね。何でもえらく酔よっ払ぱらえるらしいよ。安いしね』

『何が入ってるか分かったもんじゃないね。ちょっとアントン、あんたはこんな得体の知れない酒売るんじゃないよ』

『分かってるよ。ただ、この臭いをさせて大鷲亭に来る客がいたら、気を付けたほうがいいよ。相当酔ってるだろうし、タチが悪そうだ』

「裏街……」

　忠告してくれたアントンとターニャの台詞せりふを一字一句思い返して、エマはくるりと歩く方向を転てん換かんした。

　裏街とは、城や街の入り口とは一番離はなれた場所にある。優ゆう秀しゆうな領主のおかげで、ローランドは比ひ較かく的てき治安のいい街ではあるが、当然そうでない場所もある。女、子供は近寄ってはいけない場所、夜は男性も近寄るべきではないと言われている。

　城の真後ろに建つテオドールの家からは近い。エマはゆっくりと、裏街の入り口へと足を踏ふみ入れた。

　地面に座り込んでいる老人が、白はく濁だくした瞳ひとみでエマを見つめた。ビクリとエマの肩が揺ゆれる。

　後ろを振ふり返りそうになって、エマは慌あわてた。振り返ったところであの三人はいないのだと、自分に言い聞かせる。たった半日ほど行動を共にしただけなのに、いつの間にこんなに馴な染じんでいたのだろうか。どうしてこんなに、懐なつかしく心細く思ってしまうのだろうか。

　──一人で捜すって決めたじゃないの。しっかりしなくちゃ。

　エマは一度自分の頰ほおを両手で叩くと、酒場の看板を見つけようと周囲を見回しながら歩いた。

　道の脇わきでたむろしている人間の中には、腰に剣けんを差している者もいる。しかし、身なりは悪く、赤ら顔とふらつく足元を見ると酒に酔っているらしい。

　──お酒に酔ってる。……この人に聞いてみる？

　迷っていると、エマの気持ちを察したかのように、見つめていた男がふらりと近寄ってきた。

「やあ、お嬢じようちゃん。どうかしたのか？」

　ふわりとあの鼻をつく臭いが香った。

「あのっ、ここでお酒を飲める場所、どこか分かりませんか？」

　思い切ってそう言うと、男は「ああ、分かるとも！」とにやりと笑った。

「何、お嬢ちゃんも飲みたいのか？」

「あ、いえ。そうではなく……」

「じゃあ一緒に飲もうぜ。酒場ならあの道の先にある」

　男が指差す先の建物には、大鷲亭のような看板はなかった。促うながされるまま店の前までやって来て、窓を覗のぞき込む。男達が杯を掲かかげている風景が目に入り、確かに酒場のようだった。

「一いつ杯ぱいおごってやるよ」

　機き嫌げんよく男が肩を抱だこうとしてくるのをさりげなくかわしながら、エマは酒場へと入る。カラン、と音がして、店中の視線がエマに集中した。余所よそ者を警けい戒かいする鋭するどい視線、面おも白しろいものを見つけたというような、ねっとりと絡からみつく視線と、様々な感情を向けられる。思わず喉のどがごくり、と鳴って、回れ右をして帰りたくなった。

　──ここで逃にげてどうするの。

　怖おじ気けづく足を叱しつ咤たして、ゆっくりと酒場を歩く。酒場の中は昼だというのに薄うす暗ぐらく、パイプの煙けむりが漂ただよって辺りを白くしていた。

　とりあえず奥のカウンターまで行き、そこで酒を注いでいる髭ひげを生やした男に声をかける。まずは店の人間に声をかけようと思ったのだ。

「あの」

　髭の男は、軽く眉を顰ひそめただけで何も言わない。縮れた黒くろ髪かみを肩かたまで伸のばしており、酒を注ぐ右みぎ腕うでには何やら傷のようなものがあった。

「あの、ちょっとお聞きしたいんですけど。三日くらい前に、ここに騎士の身なりをした人達が来ませんでしたか？」

　エマは、あの夜見かけた騎士の男の顔を思い浮かべて、その特とく徴ちようを説明した。髭の男は、エマの話を聞いているのかいないのか、表情も変えずに酒を注ぎ続けている。

　話を終えても何も答えてくれず、エマは焦じれたように言葉を続けた。

「あのっ、聞いていますか？」

　その時、どっとエマの右横で笑い声が上がった。思わず振り向くと、窓際のテーブルで五人の男達が腹を抱かかえて笑っている。

　その内の一人、腰こしまで伸びた金きん髪ぱつをひとつに結んだ男が、エマに向かって言う。

「お嬢ちゃん！　その男に聞いたって分かりゃしねえよ！　酒を注ぐのがそいつの仕事だ。それ以外はからっきしの脳みそなんだよ」

「酒の飲み過ぎで、脳みそ溶とけたんだろ？」

「そりゃお前だろうが」

　口々に囃はやし立てるような声が上がる。

　金髪の男が、笑いながらエマを手招きした。

「そんな男と話してないで、こっちに来い。お嬢ちゃんの尋たずね人なら知ってるよ」

「えっ」

　エマは慌ててテーブルへと駆かけ寄った。

「知ってるって、本当ですか？」

「ああ。裏街は狭せまいんだ。新参者がやって来れば目立つ。ましてや結構な人数で酒場に来たからな。お嬢ちゃんの言ってる奴やつは、青いマントを着てなかったか？」

　エマは大きく頷いた。確かにその通りで、エマはテーブルに身を乗り出す。

「もっと詳くわしく教えてくれませんか？　その騎士達とは喋しやべったりしました？　何か言っていたりしませんでしたか？」

　矢や継つぎ早に質問をぶつけると、落ち着けとばかりに手で制された。

「俺は親切な男だ。もちろん教えてやってもいい」

　だが、と金髪の男は続けた。

「ここはどこだ？　お嬢ちゃん」

「……酒場です、けど」

「そう！　酒場は酒を酌くみ交かわし、楽しむ場所だろう？　俺達はこのつまらない日常の中で、常に楽しみを探している」

　テーブルを囲む男達が、にやにやと笑ってエマを見ている。

「ゲームもまた、酒場で楽しむもののひとつだ。スリルと興奮が味わえる。ということで、勝負しないか？」

「勝負？」

　エマは怪け訝げんな顔で聞き返した。何だかどんどん雲行きが怪あやしくなっている気がする。

「俺達とゲームをして勝ったら、お嬢ちゃんの聞きたいことを教えてやるよ」

　楽しそうに提案されるも、エマは少しも楽しい気分にはなれない。

「ええと、普ふ通つうに教えていただけませんか？」

「それじゃおもしろくないだろう？　ゲームは当然互たがいに金も賭かける。だからお嬢ちゃんが勝てば情報も俺達の金も手に入るってわけだ。どうだ？　お嬢ちゃんの取り分の方が多い」

「お金なんていりません」

　エマは首を横に振った。エマが欲しいのは金ではなく、情報なのだ。

「なら、俺達も教えられねえなあ」

　エマの顔色を見ながら、にやにやと金髪の男は締しまらない顔で笑った。エマはむっと唇くちびるを引き締める。男達が、エマの反応を楽しんでいるのは明らかだ。だが、情報の中身は気になる。

　──せっかく見つけた手がかりかもしれないのに、ここで逃げるなんてやっぱりできない。

　負けん気が顔を出して、覚かく悟ごを決めて顔を上げる。

「分かりました！　でも、私が勝ってもお金はいりません。情報だけください」

「ようし。それでいいぜ。俺はバシリー。お嬢ちゃんの名前は？」

　金髪の男バシリーが、自分の正面に位置する席にエマを促した。エマは座りながら、「エマです」と言う。

「で？　どんなゲームなんですか？」

「簡単なゲームだよ」

　そう言うと、バシリーは懐ふところからカードのようなものを取り出した。

「ここに五十二枚のカードがある。裏は皆みな同じ柄がらで、表には四種類の柄がある」

　エマは、手て際ぎわよくテーブルに並べられた四枚のカードを見つめた。確かにバシリーの言う通り、裏は格こう子し柄がらですべて同じである。そして表面には、鈴すず、心臓、木の葉、ドングリの図ず柄がらが描えがかれていた。よく見ると、右上には数字が記されている。

「同じ柄のカードは十三枚で、一から十三まで数字がふってある。今からこのカードを裏返してテーブルに広げるんだ。それで、互いに二枚ずつカードをめくる。めくったカードの数字が二枚とも同じなら自分のカードにできる」

「二枚一度に合わないとダメってことですか」

「そうだ。合えばもう一度カードをめくることができるが、合わなきゃまたカードを裏返して、相手にめくる順番が移る。で、多くのカードを取った方が勝ちだ」

　バシリーがさっそくカードを裏返しで混ぜて、テーブルに広げていく。

「言っておくが、最初から数字が合うことはないからな。だから、相手が開いたカードの場所を覚えておくんだ。これは記き憶おく力が頼たよりのゲームだ」

「なるほど」

　エマは頷うなずいた。ルールについては理解した。

「どうだお嬢ちゃん？　なかなか頭を使う高こう尚しようなゲームだろ？　五回勝負でどうだ。言っておくが『やっぱりやめます』ってのはなしだぜ？」

「まさか。この勝負、乗りますよ」

　予想外に明るいエマの声に、バシリーやその仲間達は怪訝な顔を向ける。

「自信あるのか？」

　エマは笑った。

「悪いですけど、自信大ありです」







「どこ行った、あの女」

　バルトは悪態をつきながら、ローランドの街を足早に進んでいた。

「時間的にみても、そんなに遠くに行ってないはずなんだけどな」

　ルースもきょろきょろと周囲を見回しているが、エマの姿は見つけられない。

「誰だれかに聞いてみようか。すみませーん」

　言うと、ルースは片手を挙げて、道を歩いている女性に声をかけた。幼い子供を連れた女性は、笑え顔がおで駆け寄ってくるルースに目を瞬まばたかせている。女性の子供であろう少女は、母親の体に隠かくれ、顔だけを出してルース達を見上げている。

「ちょっと聞きたいんですけど、この辺を若い女性が歩いていきませんでした？　栗くり色いろの髪かみに紫むらさき色いろの瞳ひとみの女性なんですけど」

　ルースの言葉に、女性は少し考えた後に、「もしかしてエマのことかしら？」と呟つぶやいた。

「そうです！　見かけましたか？」

「街の中心地を歩いていたのを見たわ。何だか、きょろきょろ周囲を見回していたけど」

　女性と子供の背中を見送りながら、レイが腕うでを組んだ。

「やはり、一人で騎き士し達を捜さがそうとしているのか」

　その言葉を聞きながら、バルトは内心胸むねを撫なで下ろしていた。泣きながら歩いていたのを見た、などと言われたら色々と心臓に悪い。

　女性に言われた言葉をもとに、バルト達はローランドの中心地へと急いだ。それからも何度かルースが通行人に声をかけていく。

　──人に聞くというのは別にいい。別にいい、が……。

「なんで聞くのは女だけなんだよ」

　バルトの突つっ込みに、ルースはにこりと笑った。

「こういうのは女性に聞いた方がいいんだよ」

「なぜだ？」

　たぶん、バルトと同じことを思っていたのであろうレイが首を傾かしげる。

「女性は男なんかより、周りの人をよーく見てるものなの。同年代の女子同士なら特にね。髪かみ型がたとか服装とか、本当に細かく見てるものなんだよ。あと、カッコいい男性もね！　僕くらいになると、色々見られてまあ大変……」

「お前の自じ慢まん話ならもういい」

　続きそうなルースの言葉をざっくり切る。ルースは、むっと唇を尖とがらせた後、すぐに視線をバルトから外した。

「あ！　すみません！」

　切り替かえの速さはルースの美点である。次にルースが声をかけたのは、丁度エマと同じくらいの年の女性達だった。微笑ほほえむルースに、三人はほわりと頰ほおを赤らめる。

「君達、大鷲亭で働いているエマを知ってるかな？」

　しかし女性達は、ルースが開口一番言った名前で、途と端たんに明るかった顔を顰しかめてしまう。

「エマ？　さっき歩いていたけど……。あの子とお知り合いなんですか？」

「うん。まあね」

　女性達は互いに顔を見合わせると、ルースに首を傾げてみせた。

「あの子と、あんまり話さないほうがいいですよ」

　ひそりと言われて、バルトは思わず女性を見てしまった。思いのほか鋭するどい視線だったのか、女性はびくりと肩かたを揺ゆらしている。

「えー？　どうして？　働き者で、いい子じゃないか」

　ルースがにっこり笑って話を促うながす。それが気に入らなかったのか、女性達はむっとした顔になる。

「私達、幼い頃ころからエマと同じく、この街で育ってきました。エマって子供の時から、ちょっと変わってたから。細かいことまでいちいち覚えてて、何だかすごく見み透すかされている気になるっていうか……、不気味なところがあったんですよ」

　すべてを覚えている、と言ったエマの言葉を思い出した。そして、幼い頃にはそれが辛つらかったというエマの思いは、目の前の女性達の反応でなんとなく想像できる。

　まだ幼かったエマは、周りに合わせたり、取り繕つくろうということを知らなかった。悪気はなかったのだろう。だからこそ、覚えていることをそのまま口に出して、周囲を戸と惑まどわせたり、いらない誤解を与あたえていたのだ。

　エマにとって、決して楽しい話ではない。信じてもらえず、不気味に思われるかもしれないという不安を押し切って、それでもバルト達に自分のことを話したのは、詩人を庇かばうためだ。

　感情をおさえて自分のことを語っていたが、暗く翳かげった瞳は隠しきれていなかった。

　なぜそんなことができるのかと、苛いら立だちにも似た思いを感じる。エマがバルト達に話したことは、自分の心の弱い部分を、ありのままに他人に差し出すような行こう為いだ。

　──自ら弱みを曝さらけ出すなんて、愚おろかな人間のすることだ。そういう人間は、戦場では真っ先に死ぬ。

　バルトはぎゅっと両手を握にぎりしめる。自分は間ま違ちがっていない。それなのに、なぜかますます、エマを早く捜さなければという衝しよう動どうが背中を押す。

「エマがどこに行ったか知らない？」

　ルースは、女性達の話に動じた様子もなかった。彼は女性全ぜん般ぱんに弱いし甘いが、それだけの男ではない。見るべきところは見ている人間だ。

「……そういえば」

「ん？　何？　教えて」

「裏街がどうこう、って言ってたけど」

「それを早く言え！」

　思わずバルトが声を上げると、怯おびえたように女性達が後ずさりした。「ごめんねー。びっくりしたよねー」などと取り成しているルースの声を背中越ごしに聞きながら、すでにバルトは足を進めていた。

　裏街は、どんな街にでもひとつはある。後ろ暗い人間の集まるその場所はバルトにも馴な染じみある所で、よく喧けん嘩かを吹ふっかけられたものだった。とにかく荒あらくれ者や、小こ賢ざかしい犯罪者がうようよしている。

　たった一人でそんな場所に立つエマを想像して、バルトは顔を顰めた。







　バルト達がエマを捜しているその頃、裏街の酒場ではざわめきが起きていた。

「何だよ、あのお嬢じようちゃん！　これで四勝目だぜ？」

「すっげえ。あのバシリーが全然勝てないなんて……」

　いつの間にかエマ達のテーブルには、酒場の客達が群がっていた。エマの目の前に置かれたカードの数は、対戦者の中で明らかに一番多い。

「五回勝ったら勝ちですよね？　あと一勝で私の勝ちです」

　エマが言うと、バシリーや他ほかの対戦者が、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「どうなってるんだ、あんた」

「言ったでしょう？　自信があるんだって」

　むしろ確信と言ってもいい。カードの位置を覚えるというこのゲームは、エマにとっては得意分野以外の何物でもない。勝負を挑いどんできたバシリーも対戦者の中では一番強いが、エマの記き憶おく力には及およばない。

「……よし。じゃあ最後の勝負。お嬢ちゃんは王手だ。少しルールを変えないか？」

「え？」

「今までは二枚の数字が合っていればよかったが、今度の勝負は四枚、ってことにしないか？」

　エマは目を見開く。

「四枚、ですか」

　一度に四枚の数字を合わせるということだ。当然のごとく難易度は上がり、賭かける金も倍になる。そのルール変へん更こうに、周りからは「面おも白しろそうだ！」「いいぞ、やれ！」と野次が飛んだ。

「分かりました」

　エマが頷うなずくと、わっとまた場が盛り上がる。バシリーはまたテーブルいっぱいにカードを並べ始めた。

「四枚はかなりきついと思うぜ」

「四枚だろうが十枚だろうが関係ありません。勝つのは私。絶っ対に情報をもらいます」

　言いながらエマは腕うでまくりをし、カードを睨にらみつけた。

　それから数十分後に勝負は決する。エマの記憶は揺るがなかった。

「──私の勝ちです」

　厳おごそかに告げると、バシリーが驚おどろいたような表情でエマを見つめた。他の対戦者達は、憤いきどおりながら手元のカードをテーブルに叩たたきつけた。

「くそっ！　どういうことだよ！　お前、何かイカサマでもしたんじゃないのか」

「そちらが持ってるカードでやったんですよ。イカサマなんてできるわけないじゃないですか。さあ、約束ですよ。あの騎士達のこと教えてください！」

　エマが立ち上がってバシリーに詰つめ寄る。バシリーは詰め寄るエマをしげしげと眺ながめた後、「すげえな、あんた」と続けた。

「あんたがもしもイカサマをしてないなら、その記憶力は本物だ。……なあ、俺達と組まないか？　あんたとなら、だいぶ稼かせげそうだ」

　強い眼まな差ざしを向けられるも、エマは首を横に振ふる。

「私が欲しいのはお金じゃなくて、情報なんです」

「その記憶力を活いかしたいと思わないのか？　使いようによっちゃ、いくらでも金が稼げるぞ」

「こういう賭け事に活かしたいとは思いません。活かすなら……、もっと人が幸せになれることに活かしますよ」

「何だよ。幸せになれるだろ？」

「お金を稼いだ側だけでしょう、利益を得るのは」

　エマの能力は、人を不ふ愉ゆ快かいにすることもあれば、役に立つこともある。全く役に立たないこともあるだろう。もしかしたらバシリーが言うように、方法によっては大きなお金を得ることもできるかもしれない。だからこそ、エマの意思が試ためされるのだと感じていた。

　自分がどういうあり方でこの力と向き合うのか。

「とにかく、勝負は決まりました！　教えてください！」

「……『ローランドを出る』と、そう言っていた」

　エマの必死な形相に、とうとうバシリーが口を開いた。

「えっ？」

「確かにあんたの言った通り、三日前に酒場に来た。『用がすんだらローランドを出る』と言っていて、それから今まで顔を出していない。……誰だれか裏街で見かけたことあるか、お前ら？」

　バシリーが酒場の客達に首を巡めぐらせて問うが、声は上がらない。

「ということだ。たぶんあんたの尋たずね人は、もうローランドにはいないよ」

「そんな」

　しかし、その可能性は確かにある。『幻黒の書』を見つけられなかった騎き士し達が、ローランドに留とどまり続けるだろうか？　エマはバシリーに問う。

「他には何か言ってませんでしたか？　素す性じようが分かるようなことでもいいんです！」

「素性……」

　そこでバシリーは考え込むように目を伏ふせると、はっと顔を上げた。

「そういえば、言葉に西の訛なまりがあったな。アドリアの訛とはまた違っていた」

　ローランドから一度も出たことのないエマは、それらを聞き比べる術すべを持たない。しかし、大事な手がかりのひとつだ。

「ありがとうございます。じゃあ、私帰りますので」

　エマは踵きびすを返して、素早くバシリーから距きよ離りを取った。

「おい待てよ。もうひと勝負しようぜ」

「もう結構です。教えてくれてありがとうございました！　では！」

　──もう逃にげた方がいい気がする。色々と。

　エマは本能が告げるままに酒場から出た。しかし、追ってきたバシリーの仲間である男達に肩かたを摑つかまれる。そのまま強い力で引っ張られて、無理やり振り向かされた。

「いいじゃないか。まだ酒も飲んでないだろ？」

「お酒飲みに来たわけじゃないんで！」

　いつの間にか、エマの後ろに人が集まっている。みんな笑えみを浮うかべているものの、嫌いやな雰ふん囲い気きしか感じられない。ゆっくりと退路を塞ふさがれて、エマは前にも後ろにも進めなくなった。

　咄とつ嗟さに左側に飛び出して逃げようとすると、腕を取られてしまう。

「痛っ」

「なあ、俺達と遊ぼうって」

「──そんなに遊んでほしけりゃ、俺が相手してやる」

　低い声と同時に、エマの腕を摑む拘こう束そくがなくなった。目の前の男の背後に現れた人物を見て、エマは声を上げる。

「バルトさん！」

　バルトは男の腕を片手で摑み、自分の方に向けさせた。

「なっ、お前、何すんだよ！」

　痛みで顔を歪ゆがめる男の声など無視して、バルトは呆ぼう然ぜんとしているエマを見て顎あごをしゃくった。

「邪じや魔まだ」

　エマは咄嗟に先ほどと同じように左側に飛び出した。その瞬しゆん間かんバルトは男を突つき飛ばし、同時に腹を足で思いきり蹴ける。

　後ろ向きに吹っ飛んだ男は、エマを取り囲んでいた仲間達の中に背中から倒たおれ込んだ。

「て、めえ……！　いきなり何しやがる！」

　周囲がざわめき、殺気だった視線がバルトに一いつ斉せいに注がれた。

「素直に帰す気なんてないんだろ？　少し付き合ってやるよ」

「んだと、こいつ！」

「バルト！　ああもう始めちゃってるし」

　その時、張りつめた空気の中に涼すずやかな声が入り込んできた。エマが声のした方を振り向くと、ルースとレイが駆けてくるところだった。

「おせーよ。ちゃんと護まもってろ」

　言いながらバルトは、近寄ってきたエマの腕を引いて、ルースに預けた。黒い瞳ひとみが、ちらりとルースとレイに注がれた。レイが長ちよう剣けんに手をかけているのを見て、目を眇すがめる。

「加勢はするなよ」

　すると突とつ然ぜん、一瞬視線を外したバルトの意表を突くように、男の一人が飛び出して剣を突き立ててきた。

　しかしバルトはまるで予想していたように剣を抜ぬいて、その攻こう撃げきをさらりとかわしてしまう。

　それが、戦いの合図になった。

　剣と剣が激しくぶつかり、交差した剣同士がカタカタと揺ゆれながら接せつ触しよくしている。バルトは素早く自分の剣をひねりながら巻き上げ、そのまま下めがけて切っ先を突き出す。鋭するどい剣先は相手の腕の肉を切り裂さき、悲鳴が上がった。

　バルトはすぐさま斬きり付けた男を荷物のように脇わきに投げ出す。敵の何人かが投げ出した男と一いつ緒しよに倒れ込むのを横目で見ながら、次の敵を捉とらえる。

「てめえ！」

　真正面から斬りかかってくる敵に、バルトは弾はずむような声を出して笑った。

「いいね。そんくらい威い勢せいが良くなきゃ、こっちも張り合いないぜ」

　バルトは相手が剣を振り下ろすのに合わせ、右足を斜ななめ前方に踏ふみ出してその攻撃をふわりと避よける。そのまま腕を交差させて、相手の剣の上からかぶせるように斬り込んでいった。敵の剣を握にぎる手から鮮せん血けつが溢あふれる。

　エマはその戦いの様子を、ただじっと見つめていた。人数の差などまるで問題ではない。実際バルトはまだまだ余よ裕ゆうそうで、口元には笑みがのっている。

　──すごい……。剣の重さなんて感じないくらい、動作が速い。

　荒あら々あらしくて力強いのに、決して力のみで押しているわけではない。バルトは様々な剣の動きを見せた。そして相手の剣さばきをよく見て予想し、敵はそれに翻ほん弄ろうされ、判断を見誤る。

　素人しろうとのエマが見ても分かる。裏街の男達の剣を、圧あつ倒とう的に凌りよう駕がしている。

「あーあーもう。楽しそうにしちゃって」

　横でルースが、困ったようにバルトの戦いぶりを見ている。

「……バルトさん、すごく強いんですね」

　バルトに視線を合わせたまま、エマが言う。

「うん、強いよ彼は。彼が負けたところを、僕は今まで見たことがない」

「えっ」

　思わずルースの顔を見てしまう。

「でも……、何だろうね。彼の剣は孤こ独どくだ。刹せつ那な的で、他人どころか自分すら守ろうとしない剣なんだよ」

　ルースの青い瞳が翳かげった。痛みをこらえるような表情に、エマは戸と惑まどう。

「彼の故郷コルベールは滅ほろんだって聞いたでしょ？　彼は唯ゆい一いつの生き残りなんだよ。コルベールを知るのは、今や彼だけなんだ。彼以外、みんな戦争で亡なくなってしまった」

　エマはぎゅっと自分の胸むな元もとを押さえた。たった一人で、誰とも記き憶おくを共有できない寂さびしさや辛つらさは、エマにも分かる。

「彼はコルベール王に仕える優ゆう秀しゆうな近この衛え騎士だったんだ。何も言わないけど、きっと王をとても慕したっていたんだと思う。だからこそ、あそこまで詩人を憎にくんでいるんだ」

「でも」

「エマの気持ちも分かるよ。詩人の思おも惑わくがどうかなんて、そんなの本人に聞かなきゃ分からないよね」

　安心させるようにルースがエマに笑いかける。

　その時、ふいに大きなざわめきが上がって、エマはバルトに視線を向けた。

　見れば、バルトは四人の男と対たい峙じしているところだった。なぜか対峙している男達も、周囲の人間も、食い入るようにバルトの右手を見ている。腕うでから手にかけて着けている防具が切れて、剣を握る手の甲こうが晒さらされていた。そこには、くっきりと十字の傷が刻まれている。

「……待てよ……、あの傷って……」

「瞳も髪かみも黒い漆しつ黒こくの騎士、右手の甲にある十字の傷……」

「まさかあいつ、『幻げん黒こくの騎き士し』なのか？」

　男達の言葉に、エマは眉まゆを寄せた。

「『幻黒の騎士』？」

　エマの疑問に、ルースが「さすが有名人だな、バルトは」と言いながら答えてくれた。

「コルベールの騎士だったバルトは、戦争を生き抜いた。百人の騎士にも打ち勝ったと言われていてね。ものすごい強さだったんだ。だが国としては戦争に負けて、彼の故郷もなく、忠誠を誓ちかうべき王ももういない。彼はそれきり姿を消した。『幻黒の書』も消えてしまったから、当時はバルトがその行方ゆくえを知っているんじゃないかって噂うわさになって、『幻黒の騎士』なんて呼ばれたんだ。聖せい杯はいに最も近い、最強の騎士という意味合いでね」

「最強の、騎士……」

「黒目黒くろ髪かみの、右手の甲に十字の傷を持つ『幻黒の騎士』。噂は独り歩きをして、半ば伝説的に語られていった。傷は幼い頃ころに負ったものらしいけどね」

　そこでルースは肩かたを竦すくめる。

「でもまあ、蓋ふたを開けてみればバルトは聖杯の行方どころか書の行方も知らなかった。僕らと会うまで、バルトは各国を回って武芸大会に出たり決けつ闘とうの代理人なんかをしていたらしい。ひたすら強さだけを求めて、今まで生きてきたんだ」

　ねえ、レイ？　と話を促うながされ、エマ達の背後で油断なく周囲を見ていたレイが頷うなずいた。

「今のあいつの剣は相手を倒たおすだけの剣だ。主あるじを持たないバルトは、他人を守って戦う術すべや、時には自分自身を守る術をわざと捨てて戦っている節がある。ある意味捨て身だから強い、という考え方もあるが。でもそれは、騎士の剣ではない。騎士は誰だれかの為ために戦うものなのだから」

「ねえ、エマ」

　ルースが優やさしくエマの手を取った。

「バルトのさっきの態度と言葉はひどかった。僕らもしっかり叱しかっておいたからさ。だから仲直りしよう。こんな所に一人で来るんじゃなくて、僕らを呼んでよ」

　真っ直すぐに射い貫ぬいてくる瞳は真しん剣けんで、涼やかな声にのる言葉は真しん摯しだ。

「それに、バルトも言い過ぎたと思ったから、一番にここに駆かけ付けてきたんだよ。見せてあげたかったなあ。エマが出てった後の、バルトの顔」

　最後に付け足された言葉には、ルースお得意のからかうような響ひびきがあった。ここがどこか一いつ瞬しゆん忘れて、エマはくすりと笑ってしまった。

「おい、勝負が決まったみたいだぞ」

　レイの言葉にはっと顔を上げる。

　バルト以外に立っている者はもはやおらず、バルトは流れるような動作で、剣けんを鞘さやに納めた。







　裏街から出た途と端たん、エマは自分の足がカクン、と折れるのが分かった。

「あ」

「え？」

　トスン、とその場に尻しり餅もちをついてしまう。

「エマ？　どうしたの！」

　ルースが差し伸のべてくれた手を取ろうとして、自分の手が小刻みに震ふるえていることに気付く。

「……あ」

　──そうか。私、今になって。

「こ、恐こわかった……」

　裏街を出て、ようやく知った道に入った途端、恐きよう怖ふ感かんに安あん堵どが一気に被かぶさってきて腰こしが抜ぬけてしまったのだ。

　三人の騎士は顔を見合わせる。ルースは「もう大だい丈じよう夫ぶだよ」と言って差し出した手を一いつ旦たん見た後、何かを思いついたのかふいに手を引っ込めた。それから、バルトの腕を引っ張ってエマの前に立たせる。

「何だよ」

「まだエマに謝ってないでしょ。バルトは責任持って、エマを支えて大鷲亭に戻もどること」

「そういうのはお前の仕事だろうが」

「僕だって本当はエマをお姫ひめ様さまだっこでもして運びたいよ。その役目を今だけ譲ゆずってあげるって言ってるんでしょうが」

「いらねえ」

「あ、あのっ、私一人で歩けますから」

　言い争う二人の前で、何とか自力で立とうとする。しかし、立とうとするほど足に力が入らず、腕までもがガクガクと揺ゆれた。

　その様子を見たバルトが、苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔でガシガシと頭を搔かく。

「……だって、握にぎりたくねーんだろ」

「え？」

　ふいに言われた言葉に首を傾かしげる。バルトは視線を彷徨さまよわせた後、一息で言った。

「俺の手。握りたくねえって言ってただろうが」

　エマは瞳ひとみを瞬またたかせ、そういえばと思い返す。地ち下か牢ろうへ行く途と中ちゆう、バルトの手は絶対握りたくないと確かに言った。

　でも。まさか。

「それ、……気にしてたんですか？」

　バルトがふい、と瞳を逸そらした。否定しない。エマは慌あわてて声を上げる。

「あ、いや。あの時はまだあなたのことをよく知らなかったし。べ、別に今も全部知ってるわけじゃないですけど！　あの時はあの時で、今は別に平気っていうか、あのその」

　──あ、あれ……。私、何言ってるんだろ。

　一いつ生しよう懸けん命めい弁明するたびに、訳の分からないことを口走っている気がする。自分の頰ほおが、どんどん赤くなっていくのが分かった。これ以上話しても余計なことしか言えないような気がして、エマはぴたりと口を閉とざす。

「……触さわってもいーのかよ」

　その時、ぼそりと、そんな声がした。

「え、あ、はい……、っ!?」

　頷いた途端、力強い手に引っ張られ、体がふわりと浮ういた。

　見上げれば至近距きよ離りにバルトの凜り々りしい顔が見えて、エマの頰はバルトの心臓の位置にある。自分とバルトの体勢を客観的に思い浮かべた瞬しゆん間かん、自分がルースの言ったとおり『お姫様だっこ』をされていることを理解した。

「お、お、下ろしてください！」

「暴れんな。落とすぞ」

「お、落としていいです！　恥はずかしいですよこんなの！」

「いいから黙だまってじっとしてろ」

　エマが何を言っても、下ろそうとしない。もうどうしようもなくなって、エマは赤くなった顔を隠かくすために、バルトの胸に顔を埋うずめた。

「大鷲亭までだよバルト？」

　ルースの楽しそうな声に、バルトが不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せた。そんなに嫌いやなら放してください、と言いかけてやめる。

　──……もしかして、『ごめん』って言う代わりなのかな。

　だから嫌でも恥ずかしくても、謝る代わりにルースの言ったとおりにしているのかもしれない。

　エマはそっとバルトを見上げた。

　粗そ暴ぼうで口が悪くて、エマを「色気がない」とばっさり切り捨てるバルト。剣がものすごく強くて、でもそれは孤こ独どくな剣だと言わしめる彼の過去。どうでもいいというような顔をして、エマすら気にしていなかった言葉を覚えていたりする人。

　そしてエマの恩人を、殺したいほど憎にくんでいる人──。
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　バルトは、コルベール国の北方の小さな領地で生まれた。

　父親は領主のもとで騎き士しをしており、堅けん実じつな仕事振ぶりと剣の腕うでを買われていた。武芸大会ではいつも連戦連勝の父親のことを、幼いバルトは憧あこがれの眼まな差ざしで見つめていた。

　バルトが七歳になると、親しん戚せきの家へ小こ姓しようとして奉ほう公こうに出ることになった。騎士になるべく、公おおやけの場での立ち振る舞まいや、馬の世話、武具の手入れなどを学ぶためだった。

　父親のような立派な騎士になるのだと思いながら、バルトは一生懸命に仕事に励はげんだ。

　努力は実り、父親ゆずりの剣の才能もあったため、一年前まえ倒だおしで従騎士という身分に上がることができた。従騎士は武芸の訓練や兵法の教育を受け、狩かりや戦いにも参加する。

　何もかもこれ以上ないほど順調だった。しかしそんなバルトのもとに、父親が己おのれの主人である領主を殺害したという知らせが入る。

　騎士というのは主あるじから剣を授さずかる。主のために、命を賭として戦うという誓ちかいなのだ。ゆえに主の命をその剣にかけるということは、騎士にとって最も不ふ名めい誉よなことであり、恥ずべきことだった。父親は主を殺害した後、すぐに他ほかの騎士に殺されていた。

　家族もすべて皆みな殺ごろしにせよ、という声も上がったが、奉公先の主は情けをかけて、バルトと母親を別の領地へと逃にがしてくれた。

　バルトは紹しよう介かいされた家でまた従騎士として仕えることとなったが、土地が変わったからといって、すべてが白紙になるわけではない。事件は周囲の土地にも知れ渡わたっていた。

『主人殺しの騎士の息むす子こ』

　これが、バルトが一生背負っていかなければならない、重い枷かせだった。

　どんなに主人に忠義を尽つくしても、剣の腕を磨みがいても、猜さい疑ぎ心しんのこもった瞳しか返ってこない。同じく従騎士として働く同じ年代の騎士達も、バルトを仲間だとは認めなかった。

『お前には、主人を裏切る血が流れてるんだよ。それなのに騎士を目指すなんて、恥はじ知しらずな』

　笑いながら、騎士達に集団で痛めつけられたこともあった。バルトはその度たびに耐たえた。

『騎士の剣けんは他人を守る剣だ。自分の感情のために、振ふり回していいものじゃない』

　父親の言葉を何度も繰くり返して、怒いかりを押し込め、ひたすら歯を食いしばって耐えた。

　そんなある日、領地で武芸大会が行われた。名は告げられないが、身分の高い人間も幾いく人にんか見学に来るというので、年若い騎士達は浮うき足立った。

　武芸大会は、騎士達が己の技量を示す場だ。高貴な人間の目に留まれば、出世の道も開ける。

　バルトは順調に勝ち進んでいった。一対一なら、バルトに敵かなう者はいなかった。

　しかし、事件は決勝の場で起こった。劣れつ勢せいに立たされた従騎士が、バルトにこう耳打ちしたのだった。

『お前の父親、主の奥方とできてたんだろう？』

　相手の酷こく薄はくそうな笑えみを見た瞬間、気付けばバルトはその従騎士を馬から引き摺ずり落とし、めちゃくちゃに顔面を殴なぐりつけていた。

　バルトの父親が主人を殺した理由。それは主人が自分の妻に日常的に振るっていたひどい暴力を、父親が見み咎とがめ、諫いさめていたことが始まりだった。二年連続で領地に冷害が起こり、財政が逼ひつ迫ぱくして、主人には余よ裕ゆうがなくなっていた。その苛いら立だちが、自分の妻へと向いていったのだ。あざを作る領主の妻の姿は、見ていられないほど痛々しかったという。

　なぜ父親が、主人を殺害するまでに至ったのかは分からない。しかし父親は純じゆん粋すいに主の奥方を慕したい、心配していた。そこに邪よこしまな気持ちはなかったとバルトは信じている。だから従騎士の発言は、バルトにとってこれ以上ない侮ぶ辱じよくの言葉だった。

　武芸大会の一いつ騎き打うちは、馬から落ちればそれで相手の負けだ。それ以上攻こう撃げきを加えることは、負けた相手にも情けをかけよ、という騎士道精神に反すると言われている。ゆえにバルトは駆かけてきた他の騎士達に羽は交がい絞じめにされた。

『父親が父親なら、子供も子供だな！　武芸大会を台無しにしやがって！』

　地面に顔を押しつけられ、右手を引っ張られた。手の甲こうに痛みが走る。見れば剣を突つき立てられていた。少ししか切れていないが、これ以上力を込めれば腱けんが切れて、剣を握れなくなる。

『──やめろ』

　落馬したために砂すな埃ぼこりが舞う中、よく通る声が周囲に響ひびいた。

　周りの音が一いつ切さい聞こえなくなる。足音がして、バルトのすぐ近くで止まった。何とか顔を上げて、その人物を見上げる。

　思し慮りよ深げな茶色の瞳に、髪かみは燃えるような赤毛だった。滑なめらかな生き地じの紫むらさきのマントが翻ひるがえる。

『国王陛下……！』

　バルトを拘こう束そくする力がなくなり、周囲の騎士が一いつ斉せいに膝ひざを折る。

　呆ぼう然ぜんと、バルトはその人を見つめるだけだった。

『確かに決着がついているにもかかわらず攻撃することは、騎士の風上にも置けん』

　バルトは唇くちびるを引き結んだ。もう終わりだと思った。

『しかし、このバルトという従騎士がその暴挙に出る前に、相手の従騎士が何事かを話したのを見た。まずはその内容が知りたい』

　話を振られた従騎士は真っ青な顔で震ふるえ、白状する。王は静かに頷うなずいた。

『なるほど、侮辱的な言葉だな。つまり、互たがいに騎士にはあるまじき行いをしたということだ。どちらも罰ばつするべきだと思うが？』

　コルベール王はそう言うと、バルトに命じた。

『立て』

　たった一言、そう言われただけで、足に自然と力が入る。目の前に立つ人間の引力のようなものを感じながら、バルトはのろのろと立ち上がった。

『剣の腕うで前まえは見せてもらった。父親の血もあるが、そなた自身もよく鍛たん錬れんしたのだろう』

　穏おだやかな瞳ひとみに、思わずたじろぐ。

『父親を今でも尊敬しているのか？』

　バルトは息を吸った。もう、失うものなど何もない。思いきり言ってやろうと思った。

『……はい。父は、自分でなく、他人の為ために剣を振るう人でした。父は、騎士でした！』

　辺りが静まり返る。バルトは茶色の瞳を、目を逸そらすことなく見つめた。

『分かった。では、証明してみせよ』

『……え？』

『そなたは主を裏切るような騎士ではないと、その身で証明してみせよ』

　戸と惑まどうバルトをよそに、王は小さく笑んだ。

『剣に秀ひいでた人間がいると噂うわさを聞いて参ったのだ。そなたの普ふ段だんの暮らしぶりも見させてもらった。バルト。私がお前の主になろう』

　──これは……、何かの、夢なのだろうか？

　バルトは呆然と、そう思うことしかできなかった。

『周囲はお前を「主人殺しの騎士の息子」と言うが、私はそなたの瞳を信じる』

　その言葉を聞いた途端、どっと涙なみだが溢あふれた。誰だれかにずっと、ずっとそう言って欲しかった。コルベール王は、バルトの不名誉な肩かた書がきでなく、バルト自身を見て語りかけてくれていた。その心の在り様に、自然と頭が下がる。そのまま跪ひざまずき、涙を流しながら剣を差しだす。

『私の剣を、命を、あなたに捧ささげます──』

　そうしてバルトは、コルベール王に引き取られた。『主人殺し』という言葉は王宮でも囁ささやかれたが、王は取り合わなかった。

　だからバルトはその信しん頼らいに応こたえるために、努力し続けた。自分を守り育てようとしてくれている王を、今度は自分が守る騎士になるために。

　辛つらくなった時は、自分の右手の甲を眺ながめた。王と出会った武芸大会で負った十字の傷は、バルト自身の戒いましめにもなった。戦っていた最中についた傷に交差するように、押さえつけられて負った傷が残り、十字に見える。この傷を見て、王に忠誠を誓った日を思い返した。

　努力するバルトの姿に、次し第だいに周囲も変わっていった。やがて家族のように迎むかえられ、バルトはようやく居場所を見つけたと思った。生きる場所、生きる理由をようやく見つけたと、本当に幸せに感じた。

　だがそれは、たった一人の人間によって終わりを告げる。

　──何が『幻黒の書』だ。何が『聖せい杯はい』だ。

　バルトは詩人の言葉には最初から耳を貸していなかった。周囲がどんなに彼の語る物語に夢中になっても、バルトは無関心だった。

　しかし、彼の主はそうではなかった。最初は、外の世界を珍めずらしがっているだけだと思っていた。生まれた時から王になるために育ち、その立場ゆえに簡単に動き回るわけにはいかない。自分の立場をよく理解していた王は、城の外、国の外に大きな興味と憧あこがれを抱いだいていた。

　その憧れを、あの詩人に付け込まれたのだ。

　いつからだったのかは分からない。王は朝から晩まで『幻黒の書』を読み込むようになり、人材や国費を『聖杯』探たん索さくに捧げた。

　バルトが、どんなに王を諫めても説き伏ふせても無む駄だだった。

『どうして聖杯など得たいと思うのです。そんなものがなくても、この国は豊かだ。あなたには人望だってある。欠けているものなど何もないじゃありませんか！』

『バルト、それは違ちがう。聖杯は、欠けているものを埋うめるためにあるのではない。今あるものから、更さらに大きなものを生み出すことができるのだ。それは、人知を超こえた力でなければ為なしえない』

　何を言っても、王の心は動かなかった。

『私はこの国を、聖杯によって更に素す晴ばらしい国へと変えたい』

　そんな王の言葉は、結果だけ見れば皮肉以外の何物でもなかった。聖杯は、コルベールを豊かにするどころか、滅ほろぼす要因にしかならなかった。

　トントン、と扉とびらをノックする音がして、バルトは過去に浸ひたっていた意識を浮ふ上じようさせる。はっと顔を上げた。

　バルトがいるのは、大鷲亭の二階の部屋だ。今は一人きりだった。裏街から帰ってきてすぐに、ルースは「ちょっとやりたいことがあるんだ」などと言って、レイを伴ともなって外に出ていった。俺も行くとバルトが言うと、エマを護まもっていろと厳命された。

　バルトは座っていたベッドから立ち上がり、扉を開ける。

「……何だ？」

　立っていたのはエマだった。先ほど抱き上げたことを思い出して、非常に居い心ごこ地ちが悪い。自然と不ふ機き嫌げんな顔になってしまう。

「ルースもレイもいないぞ」

「用があるのはバルトさんです」

「俺？」

「中に入ってもいいですか？」

　その言葉に眉まゆが寄った。

　──だから、俺以外誰もいないって言ってんだろが。

　いくらなんでも年とし頃ごろの女が、男の部屋に一人で入るなと言いかけて、散々エマに「色気がない」やら「ソノ気にならない」と暴言を吐はいていたことを思い出した。

　バルトは諦あきらめて、体を少しずらした。エマがするりと部屋に入ってくる。

　小せえなあ、とエマの後ろ姿を見ながら思う。だが、人は外見では判断できない。どう見てもか弱そうなのに、バルト相手に突っかかってくるのだから驚おどろいてしまう。

　エマは部屋の奥に入るとくるりとこちらを向いた。紫むらさき色いろの瞳でバルトを見、そして言う。

「バルトさんは、剣けんがすごく強いんですね」

「なんだ、いきなり」

「剣の腕うでを磨みがくことが、バルトさんの夢なんですか？」

　話が見えない。しかも『夢』などという単語が出てきて、体中が痒かゆくなりそうだった。

「強い相手がいれば戦って倒たおして勝つ。それだけだ。別に夢なんて高こう尚しようなものじゃない」

「そのために、自分が怪け我がをしてもですか？」

「自分を守れば、踏ふみ込みが甘くなって勢いがなくなる。そういう人間が負けていくんだ。多少の怪我ぐらい、戦えるなら別に構わない」

　バルトが戦いの中で見み出いだした持論だった。

　エマは静かにバルトを見つめ、それから「分かりました」と呟つぶやく。

「服を脱ぬいでください」

「…………は？」

　恰かつ好こう悪くも声が裏返ってしまったが、言われた言葉はそれ以上の衝しよう撃げきだった。

「お前……、仮にも、色気もなくても、一応女だろ。何言ってんだ」

「女、の前に余計な語句が付きすぎです！」

　エマは眉を吊つり上げた後、ずんずんこちらに向かってくる。そしてバルトの目の前に立つと、真しん剣けんな表情で言った。

「今まであなたが怪我して傷を負ったところ。全部見せてください」

　意味が分からなかった。なぜこんなことを言われるのか、まるで理解できない。

「何でお前に、そんなもん見せなきゃいけないんだ」

「覚えるから」

　覚える？　バルトは眉を寄せる。

「テオドールさんの家で話しましたよね？　私、一度見たものは絶対に忘れないんです」

「……ああ。聞いたけど」

「だから今からあなたの傷を見せてください。私はそれを覚えます。そしてずっと忘れない」

「それに、なんの意味が」

「もし今度会った時に傷が増えていたら、私にはすぐ分かるってことです。増えてたら、……怒おこります」

　その物言いに、バルトは腕を組んで言った。

「怒るだと？」

「当たり前じゃないですか。傷が増えてるんですよ？　怪我したってことでしょう？　きっと血が出て、痛かったはずです」

　この話では傷を受けるのはバルトだろうに、まるで自分のことのようにエマは痛そうな顔をした。なぜこんな顔をするのだろうか。

「……分かりませんか？　つまり、心配するってことです。ものすごく」

　心配、という単語に、思いのほかバルトは怯ひるんだ。ここ久しく、かけられたことのない言葉だった。

　胸の奥から、むずむずと沸わき上がってくる不可解な感情が煩わずらわしい。

「お前に心配される筋合いはない」

「分かってます。だったら怪我しないでください。バルトさんはすごく強いんですよね？」

「あ、ああ……」

「じゃあ自分のこともきちんと守れるはずです。自分の命を、ちゃんと大事にしてください」

　茶化すこともできないほど、目の前のエマは真剣だった。

「私は忘れません。だからバルトさんも、私の言葉を忘れないで」

　何と答えればいいのか、分からなかった。ただただ困こん惑わくするバルトに、「さあ、服を脱いで！」とエマが迫せまる。

「ちょっと待て！　勝手に脱がすなよ」

「さっさと脱がないからでしょう？　大だい丈じよう夫ぶです、私、本当に忘れないんで！」

「分かったっての！」

　バルトが観念したように叫さけぶと、エマは「はい」と小さく微笑ほほえんだ。

　嬉うれしそうな笑え顔がお。それを前にして、何だか激しく負けた気分になる。バルトは意い趣しゆ返がえしもかねて意地悪く言った。

「分かった。全部脱いでやる」

「えっ、あの、上だけでいいですよ！」

　途と端たんにエマが慌あわて出す。

「遠えん慮りよすんな。全部見るんだろ」

　服に手をかけた瞬しゆん間かん、エマがぎゃあと色気のない声を出して自分の顔を手で覆おおう。

「……お前な、大だい胆たんなのかそうでないのか、一体どっちなんだよ」

　溜ため息いきを吐くと、バルトは上だけを脱いで、エマの目の前に立った。

「ほら」

　こんな風に無防備に他人の前に立つことなど、何年ぶりかと思う。

　とにかくじっとしていると、ようやくエマが恐おそる恐る手をどけた。

「……傷、たくさんありますね……」

「ああ。本当にこれが全部覚えられんのかよ？」

「まかせてください」

　胸を張るエマの姿を、不思議なものでも眺ながめるように見つめる。

　──変な奴やつ。

「あ。手の甲こうの傷……、本当に十字なんですね」

　エマが、バルトの右手に微かすかに触ふれた。瞬間、エマが来る前に思い出していた過去が、どっと溢あふれ出してくる。バルトは反射的に腕を振ふり払はらいながら叫んだ。

「──触さわるな！」

　自分でも驚くほど激しい声を出したバルトに、エマが目を見開いて一歩下がる。

「あ。ご、ごめんなさい……！」

　はっと我に返るバルトの瞳ひとみに、萎い縮しゆくしたように頭を下げるエマが映った。

「……いや……、悪い……」

　気まずい雰ふん囲い気きが流れて、バルトはエマに背を向けた。かなりきつく言った自覚はあるので、このままエマが部屋を出て行っても仕方がないと、頭の片かた隅すみで考える。

「あの」

　しかし、しばらくしてエマが声をかけてきた。バルトの予想に反して、彼女は変わらずに部屋にいるようだった。

「もう触りません。だから、傷を見せてくれませんか」

　その言葉に驚いて、バルトは思わず振り返る。

「辛つらいのなら、無理にとは言いません。すぐに部屋から出て行きます。……どうでしょうか？」

　きゅっと唇くちびるを引き結んで、それでも真っ直すぐにバルトを見ている。驚いたことに目の前の少女は、バルトを恐れない。見限らない。

「……本当に女なのかよ？　お前」

　震ふるえて泣き出していてもおかしくない状じよう況きようなのに。

「なっ……？　なんですかそれっ。人が反省してるのにっ」

　こちらは感心して言ったつもりだったが、なぜかエマは顔を赤くして怒る。その顔が面おも白しろくて、バルトは気付かれないように小さく笑った。

「傷には触るな。あとは勝手に覚えるなりしたらいい」

　エマは「ありがとうございます」と言って、また傷をひとつひとつ確かく認にんしていく。

「ええと、脇わき腹ばらの傷も深いですね。これはいつできたんですか？」

「忘れた。いちいち覚えてねーよ」

　故郷を失ってからは、何の戦いでどんな傷を負ったかなど気にしなくなっていった。

「……そう、ですか」

　ふと、紫むらさき色いろの瞳が伏ふせられて、バルトは口を開いた。
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「なあ、お前──」

「ただいまー！　バルト起きてるー？」

　バルトの言葉は、ものすごい勢いで開いた扉とびらの音とルースの声で遮さえぎられた。

「静かに入ってこられないのかよ」

　バルトがそう言って睨にらむが、なぜかルースもレイも何も言い返さず、衝しよう撃げき的なものでも見るような顔でこちらを見ている。

　一体なんだと首を傾かしげそうになって、そこでようやく、バルトはこの状況を客観的に受け止めた。男女が一室に立ち、男の方は上半身裸はだかである。

　エマも突とつ然ぜんのことに、すっかり硬こう直ちよくしている。次いで音がしそうなほど顔を赤くしてバルトを突つき飛ばしたため、余計に言い訳のしようがない状況に陥おちいった。

「……バルト。君……」

　ぶるぶるとルースの固く握にぎった拳こぶしが震える。

　次の瞬間、「ちょっと噓うそでしょ何やってんのさ夜よ這ばいとか抜ぬけ駆がけ許さないって言ったでしょ絶交だよバルト！」と叫ぶルースの悲鳴が宿中に響ひびき渡わたった。
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「武芸大会？」

　三日目の朝、大鷲亭の酒場で朝食を取りながら、エマ達はこれからの予定について話し合っていた。そこでルースが提案してきたのが、『武芸大会』だった。

「どういうことですか？」

　エマが困こん惑わくしながら言うと、ルースがにこりと笑った。

「昨日、領主様にお願いしてきたんだよ。ローランドの街で『武芸大会』をやってくれませんかって」

　武芸大会とは、騎き士し達が自分達の技術と力を競きそう競技会のようなものだ。騎士達は戦場と同じく鎧よろいを着込み馬に乗って、一定のルールの下もとで戦う。

「なんで、そんなこと」

　ハンスの裁判は五日後に迫せまっている。早く犯人を捜さがし出さなければいけないのに、ルースの言う武芸大会がどんな意味を持つのか分からなかった。

　そんなエマの心情を読んだように、ルースが話し出す。

「犯人と思われるエマが見た騎士達は、『幻黒の書』を見つけられなかった。これはと思って行商人の家に行ったのにダメで、殺人まで犯おかしてしまった。騒さわぎは大きくなってしまったし、焦あせっているはずだよ。今もたぶん探しているはずだ。きっと手がかりが欲しいだろうね。だから、こっちからその手がかりを提示してやるんだ」

「手がかり？」

「お前の話は回りくどいんだよ。さっさと核かく心しんを言え」

　横からバルトが声を上げた。

「バルトはせっかちだねえ。まあいいや。手がかりっていうのは、噂うわさを流すことだ。噂の内容はこう。『幻黒の騎士が、ここローランドの武芸大会に出場するらしい』」

　バルトがピクリと片かた眉まゆを上げた。

　ルースの青い瞳はキラキラと輝かがやいている。何かを企たくらむような表情は、ルースを更さらに生き生きと見せていた。

「犯人達はどう思うかな。『幻黒の書』があるとされた街に、唯ゆい一いつ、書の行方ゆくえを知るとされる『幻黒の騎士』が現れる。意味ありげだよね。僕が犯人なら、絶対無視できない」

　エマは感心した。確かにルースの考えには一理ある。

「犯人を捜すんじゃなく、おびき寄せるんだよ。そしておびき寄せるエサは、バルトだ。せいぜい暴れまわってよ」

　ルースが不敵に微笑ほほえみ、バルトもその笑えみを受けて、にやりと笑った。捕ほ獲かく対象を見つけた肉にく食しよく獣じゆうのように、漆しつ黒こくの瞳が鋭するどく輝く。

「それで武芸大会か。お前もたまにはいい提案するな」

　好戦的な雰囲気がエマにまで伝わってくる。思わず心配になってバルトに声をかけた。

「バルトさん。約束覚えてますか？」

「ああ。要は怪け我がせずに勝てばいいんだろ」

　軽い調子でそう言い放つバルトに、ルースはいじけたように唇くちびるを尖とがらせた。

「こんな風に僕とレイが領主様にかけ合ってる時に、二人で秘密の約束なんかしちゃってさ」

「ちゃんと説明しただろうが」

　昨夜、上半身裸のバルトと共に、部屋に二人きりになっていたエマは、慌あわててルース達に弁明することになった。ルースは「抜け駆けだ」とバルトに騒ぎ立てるし、エマはエマで、レイから若い女性の嗜たしなみについて懇こん々こんと諭さとされた。

「そ、それにしても、どうやって領主様に、武芸大会開かい催さいを了りよう承しようさせたんですか？」

　エマは強ごう引いんに話を変えた。一いつ介かいの騎士であるルースやレイの言葉を、領主が聞くなどということがあるのだろうか。

　そこまで考えて、エマはそういえばと記き憶おくを反はん芻すうする。地ち下か牢ろうへ行く許可を貰もらってくれたのもルースだ。彼はあの時、何かをザウルに見せていた。

「……もしかして、ルースさん達って、すごく偉えらい方なんですか？」

　言いながら、それでもローランドの領主を動かすことができるというのはどういうことかと内心首を傾げる。

　ルースとレイはちらりと視線を交かわした。

「んー、偉いのは僕達じゃなくて、僕らの主あるじの方かな？」

「え？」

「まあ、とにかく武芸大会は開催決定だから。大会は明日だよ。本当は二週間近く前に予定が知らされるものなんだけど、なんせ今回は急だからね。領主様の方も、近きん隣りんに知らせているし、僕らの方も今日一日でとにかく噂を流しまくるんだ」

　話は終わりとばかりに、ルースが笑って席を立つ。

「裏街で『幻黒の騎士』が現れたってすでに噂になってるしね。布石は十分だ。ターニャさんにも協力してもらおう。酒場は噂話の発信地だから」

　それからエマ達は街中を駆かけ回った。その甲か斐いがあったのか、はたまた領主の知らせが届いたのか、屈くつ強きような騎士達が続々とローランドへとやって来た。大鷲亭は、騎士達のたまり場になり、その夜は遅おそくまで明かりがつくことになる。
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　翌日、ローランドはいつも以上に活気に満ち溢あふれていた。街の南側に位置する広場には、次々に人が集まってくる。今日ばかりは昼から酒を飲み、住民達は試合が始まるのを今か今かと待っていた。店を開く者は、今日はかき入れ時だと張り切っている。

　そして今日の主役である、鎧に身を固めた騎士達は、武器や自分の乗る馬の手入れに余念がなかった。

「いい？　競技は『一いつ騎き打うち』のみ。相手を先に落馬させたら、そこで勝ちだからね」

「分かってる。さっきから、くどいぞ」

　ルースの言葉に、バルトは馬に水を与あたえながら面めん倒どうくさそうに答える。バルトの馬は、彼と同じように真っ黒な毛の馬だった。艶つややかな毛が、全身の筋肉を浮うき立たせるように生えている。

「よく言うよ。戦いに熱中しすぎて、ルールを忘れそうになった試合を何度見たことか。これは実戦じゃないんだからね。自分も馬から下りて、『剣けん抜ぬけよ』とか言うのもやめてよ」

　遠い目になるルースから推測すると、実際やったことがある話なのだろう。

「相手が動かなくなるまでやらないと、勝った気がしねーんだよ」

　恐おそろしいことを言うバルトに、レイが嘆なげかわしそうな顔をした。

「本当に、お前には騎士の基き礎そから教えた方がよさそうだな」

「俺には俺のやり方がある。あんたの騎士道を俺に押し付けんな」

　バルトの睨にらみに、レイは溜ため息いきを吐つきながら茶色い馬の背を撫なでた。大おお柄がらなレイを乗せるためなのか、馬もまた他ほかの騎士達の馬より大きめだった。つぶらな黒い瞳ひとみが、主人であるレイを従順そうに見つめていた。

「あーもう、ここで喧けん嘩かしないでよ。やるなら試合でどうぞ」

　珍めずらしく二人を取り成す側に回ったルースが、ガチャガチャと鎧を鳴らしながら間に入る。

「はあ。鎧って着けると顔が見えなくなるのが難点だよね。せっかくの僕の凜り々りしい表情が隠かくれちゃうなんて、女性達には大きな損失だよ」

　緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもない言葉に、エマはがくりと首を折った。エマは昨日の夜から、騎士達を見る度たびに顔を確かめては落らく胆たんを繰くり返していた。いつ、あの夜の騎士達と出くわすか分からない。絶対に見み逃のがさないようにと気を張り続けていた。

「エマ。顔が見えている。フードでちゃんと隠すんだ」

　レイに注意され、エマは慌ててフードをかぶり直す。エマがいては、あの犯人達も警けい戒かいするかもしれないと、今はフードをかぶって顔を隠していた。それにこの方がエマも観察しやすい。

「僕の予想だけど、たぶん犯人達はこの試合自体には出ないんじゃないかなと思う。大会に出たら名を名乗らなくちゃいけないし、勝てば顔を見せて注目を浴びるからね」

　ルースの言葉にエマは頷うなずく。

「まあもちろん予想だから外れることもある。とにかくエマは試合ももちろんだけど、観客の顔をよく見ておくんだ。分かった？」

「はい」

「で、もし見つけた場合、すぐに後を追わないこと。声をかけるなどもっての外。僕らが戻もどるまでじっとしてるんだ」

　そんなことできるだろうか？　容易には頷けない言葉だった。エマは、う、と口ごもる。

「僕らはエマが心配なんだ。ここは譲ゆずれないよ。いいね、エマ」

　真しん剣けんな表情でそう念を押されれば、エマはしぶしぶ頷くしかできなかった。ルースはその返事に満足げな顔で頷くと、にこりと笑った。

「まあ、僕が出る試合の時は、きっとエマは僕に釘くぎ付づけになると思うな。それで犯人を取り逃にがすってことはあるかも」

　バルトが呆あきれたような声を出した。

「あの程度の腕うで前まえで、よくそんな大口叩たたけるな」

「バルトやレイみたいな化け物と比べないでくれる？　僕だって人並みくらいには強いよ」

　ねえ？　とルースが撫でたのは彼の馬だ。ルースと並ぶととても絵になるような白馬で、「雌めすなんだよ。嫉しつ妬と深ぶかいのが玉にキズかな」などと言っている。

「うーん。よし、決めた」

　ルースは何やら腕うでを組んで考えた後、ふいにエマの前に片かた膝ひざをついた。流れるような動作で、エマの右手の甲こうに口づける。

「──僕の勝利はあなたのために。今日は『菫すみれの君』のために戦おう」

　周囲の女性達が一いつ斉せいに悲鳴を上げた。同時にエマを、刺さすような妬ねたみの視線が襲おそう。

「なっ！　何するんですかっ」

　エマは慌てて自分の手をルースの手の中から引き抜ぬく。

「ん？　僕の誓ちかいを伝えておこうと思って」

　甘く微笑ほほえむルースに悪びれた様子はない。『菫の君』というのは多分エマの紫むらさき色いろの瞳からとっているのだろうが、こんなことを言われ慣れていないエマは顔を赤くするしかなかった。

「さあ、もうすぐ試合が始まる。エマは観客席に行くんだ」

　エマは赤くなった顔を隠すようにフードをかぶり直し、騎き士し達から離はなれて行った。







「赤くなって可か愛わいいね、ホント」

　足早に離れていくエマの後ろ姿を見て、ルースがにこにこと笑いながら呟つぶやく。

「……お前、ああいうのやめろ。こっちが恥はずかしい」

「羨うらやましいならバルトもすればよかったじゃないか」

　苦い顔をするバルトに、楽しそうにルースが返す。

「よくあんなことができるな」

　ルースはくるりとバルトに向き直って言った。

「なんで？　バルトもやってみなよ。誰だれかのために戦うっていうのはね、すごく闘とう志しが湧わいて、力も出るんだから」

　ふざけた口調で言われるのかという予想は、ルースの真剣な表情で裏切られた。

　バルトの心の中に、ルースに同意する自分がいる。コルベールが滅ほろんだあの戦いで、バルトは主のために戦った。彼を死なせはしない、国を守るんだと剣けんを振ふるったバルトは、自分の本来の技量以上の力を出した。だからこそバルトはここにいて、皮肉にも一人生き残った。

「……あいつに誓わなくても、お前にはお前の主がいるんだろ」

　何でもないことのように付け足すと、ルースは目を見開き、それから大きく頷いた。瞳には力強い輝かがやきがある。

「そうだよ。僕には僕の守るものがある。バルトにはない？　そういうものが」

「ないね」

「じゃあ今日は、エマのために戦ってみたら？」

　ルースの言葉には理解できないものが多い。先ほど、エマの前でルースが跪ひざまずいた場面を思い出し、バルトは眉まゆを寄せた。

　──『菫の君』のため、とでも言うのかよ俺が。馬ば鹿からしい。

「何で俺が」

「約束したんでしょ？　もう怪け我がしない、心配させないって」

　そう言われると、反論が喉のど元もとで止まってしまう。

「だから何で」

「あ、次僕の番だ。じゃ、行ってくるから！　とにかく騙だまされたと思ってやってみなよバルト！」

　ルースは言いたいことだけ一方的に言って、ふわりと馬に乗った。

「……そんなものなくても、俺は勝てる」

　呟いたバルトには、不可解な苛いら立だちだけが残った。







『一いつ騎き打うち』というのは、文字通りに一対一で互たがいに正面から突とつ撃げきする競技だ。今回武器は剣のみと統一されており、両者は激しい鍔つば迫ぜり合いを繰り広げている。剣を打ち合う度に歓かん声せいが上がり、どちらかが地面に倒たおれ込めば拍はく手しゆと野次が飛んだ。

　エマは他ほかの観客達と一いつ緒しよに試合を見つつも、息を詰つめて周囲にも視線を巡めぐらせていた。しかし、今のところあの夜の騎士は見当たらない。

　──どうしよう。もしかして来てないのかな。それとも、やっぱり私が見逃してるだけ？

　不安になっていると、ひときわ大きな歓声が上がった。

「すげーなあのレイって騎士！　強つええなあ！」

「もう何人倒したんだか！」

　興奮した声につられて、エマは試合に意識を戻もどした。丁度今はレイが戦っていたはずだ。しかし見てみるとすでに勝敗はついているようで、レイのみが馬に乗っていた。

　バルトにことあるごとに騎士について語るレイだったが、その強さは本物だった。バルトのような荒あら々あらしさはなく、冷静で的確に敵の急所を探さぐる。大おお柄がらなレイを乗せている彼の馬も、主あるじの手た綱づなさばきによく反応し、軽かろやかな足取りを見せていた。

「やっぱりあいつが『幻黒の騎士』なのかな？　強いしさ」

「さあ。可能性はあるかもしれないけど……」

『幻黒の騎士』という言葉に、エマははっと声のした方を向いた。しかしそれは住民達で、エマの捜さがす騎士達ではない。エマは落らく胆たんし視線を地面に落とした。

　──あれだけ噂うわさを流したんだから、ここに来てる人達が知ってるのも無理ないわよね。

「いや、でももう一人いるだろ。ほら、あの黒い男」

　黒い男。その言葉にエマは吸い寄せられるように顔を上げた。

　レイの試合が終わり、次に出てきたのはこれまた順調に勝ち上がってきているバルトだった。しかも対戦相手は、ザウルだ。観客の声せい援えんも大きくなる。特にザウルはローランドの領主を守る騎士なのだ。彼には面子メンツも、彼自身の誇ほこりもかかっている。ローランドの住民は皆みな、ザウルに声援を送っていた。エマもバルトに出会っていなければ、ザウルを力の限り応おう援えんしていただろう。

「バルト全然人気ないねー。ざまあみろ」

　ふいにエマの肩かた越ごしに声がして、びくりと体を揺ゆらす。

「ル、ルースさん！　驚おどろかさないでくださいよ」

「声かけたよ？　でもこの歓声で聞こえないんだよね」

　すっかり鎧よろいを脱ぬいだルースがにこやかに登場した。

「お疲つかれ様でした」

「いやあ。ザウルって騎士、強いねえ。気き迫はく満々で、剣合わせるとビリッとくるんだもの。さすが何度も優勝している実力者だ」

　ルースが手のひらをひらひらと揺らす。ルースは先ほどザウルと戦って負けていた。

「惜おしかったと思います。やっぱりルースさんも強いんですね」

「あははは。ありがと。もう少し頑がん張ばりたかったんだけどね」

　困ったように笑うルースだったが、試合を見たエマは、彼の強さをきちんと感じていた。屈くつ強きような騎士達に比べて小こ柄がらなルースは、その自分の弱点を把は握あくしていた。巧たくみに手綱を操あやつって小回りをきかせ、素す早ばやい動きで相手の懐ふところに剣を向ける。計算され尽つくした戦いで、ザウルに負けたことすら予想通り、という様子だった。しかし、青い瞳ひとみには密ひそかに悔くやしさが滲にじんでいる。

「ごめんね。『菫すみれの君』のために戦うって言ったのに」

　おどけたように肩かたを竦すくめるルースに、エマは微笑ほほえんだ。バルトは怒いかりに自分の感情を隠かくしてしまうが、ルースは茶化すことによって、いつも通りの自分を演出しようとしている気がした。

「でもまあ、安心して。僕の意思はバルトが継ついでいるからね。敵かたき討うちはしてくれるはず！」

　そう言ってルースがバルトを見るので、エマもつられる。

　丁度互いが剣を構え、まさに試合が始まるところだった。

　最初に仕し掛かけたのはザウルの方だ。最速で勝負を決しようとしたのか、バルトに斬きり込んでくる。バルトはザウルの剣を眼前で受け止め、下から撥はね上げるようにして受け流した。

　その様子を見て、ルースが思わずといった具合で笑う。

「ふふ。バルトの剣、少し丁てい寧ねいになってるね。あんな風に最初に挑ちよう発はつされたら、今までのバルトなら防ぼう御ぎよもなしに斬り込んでるよ。まあ、ザウルもそれを狙ねらったんだろうけど」

　ルースはそう言って、フードごとエマの頭を撫なでた。

「エマはすごい」

「え？」

「あのバルトに、防御や冷静さを与あたえてる。エマのおかげだよ」

　その言葉に、エマは戸と惑まどった声を上げる。

「私、別に何もしてません」

「バルトに、『約束』をくれただろう？」

　優やさしい青い瞳が、エマの方を向いた。傷の数を覚えるという、あの夜の約束について言っているのだろう。

「……彼には主がいない。騎き士しというのは、一人ではなれないものなんだ。忠誠を捧ささげる相手がいて、初めてなることができる。しかし今のバルトの守るべきは自分自身だけで、それさえも軽んじる。確かに彼は強いけど、同時にハラハラするんだ。僕はねエマ、彼に足あし枷かせをつけたいんだよ」

「足枷？」

　ルースは頷うなずき、またバルトに視線を移した。

「そう。彼が戦ってボロボロになっても、死なずに帰ってくる場所と理由を与えたい。君がバルトに言った『忘れない』という言葉は、とても素す晴ばらしい彼の足枷になった。優しくてそれゆえに外れない足枷だ。実体のない影かげみたいな騎士に、君が輪りん郭かくを与えてくれたんだよ」

「私は、何もしてないです」

　もう一度口にすると、ルースが「これから分かるよ」と意味ありげに笑った。

　ひときわ大きく響ひびいた剣が擦すれ合う音に、エマは意識を向ける。バルトが右脇わきに構えた剣で、ザウルの攻こう撃げきを横に払はらいのけた。そしてそのまま切っ先をザウルの顔に向けて突つこうとする。

　ザウルはぐいと胸を張るような形で上体を反らし、バルトの剣を避よけた。

　溜ため息いきと、怒ど濤とうの悲鳴が観客席から上がる。

　しかし、そこから息を吐つく間もなく勝負はついた。攻撃を避けたために姿勢を崩くずしたザウルが立て直そうとする前に、バルトの次の攻撃が決まったのだ。キン、と音がして、ザウルの剣が弾はじかれ、地面に落ちる。

　ザウルはそれを見た後、ゆっくりと両手を上げた。

「降参だ。私の、負けだ」

　大きな番ばん狂くるわせに会場は沸わいた。そして決勝は、バルトとレイが対戦することになった。
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　決勝戦はすぐに行われ、ザウルと入れ違ちがうようにしてレイが馬に乗り近づいてくる。

　バルトは口元を吊つり上げた。

「あんたとは、一度本気で戦ってみたかった」

　沸ふつ々ふつと高こう揚よう感かんが沸き上がってくる。強い相手と対たい峙じした時に生じるこの気持ちは、久しく感じてこなかった。

　レイとはルースと共に武芸大会に出たこともあったが、このような一騎打ちではなく集団戦が主だった。味方同士として戦うので、互いの技量をぶつけたことはなかった。ただ、強いことだけはもちろん知っている。バルトもそうだったが、レイもまた彼を脅おびやかすような敵に出会ってこなかったのか、本気になって戦う姿を見たことはない。それでもバルトと違うのは、対峙した相手には敬意を払うことだ。気を抜ぬくことなく、騎士らしい礼れい儀ぎを忘れない。

　──それがずっと、癇かんに障さわって仕方なかった。

「バルト。今日のお前の剣けんは、今までで一番良かった」

　バルトと打って変わって、レイはいっそ穏おだやかな声でそう褒ほめ称たたえてきた。その余よ裕ゆうが気に入らない。

「俺が勝ったら、いちいち偉えらそうに諭さとしてくるのをやめろ」

「分かった。戦うとなった以上、私も全力を出そう」

　レイは、スラリと剣を抜いた。

「私は私の主あるじに懸かけて、戦う」

　揺るがないレイの声。バルトの心の一番奥に、一いつ瞬しゆん痛みのようなものが走る。それを振ふり払うようにバルトも剣を抜いた。

　声がかかり、戦いが始まる。

　バルトはすぐに動いた。レイに斬り付けようと剣を繰くり出す。抜け目のないレイが、案の定下から剣を振り上げてくるのを見て、素早く剣を引く。腕うでを伸のばしてバルトに向かうレイの右手にそのまま剣を向けようとする。が、すぐにレイが気付いて攻撃を避けられた。

　バルトは、更さらに引かずに踏ふみ込む。レイは冷静にバルトの剣を受け止めた。

「守るべきものがある私は強いぞ。お前は何を懸けて戦うんだ、バルト？」

　剣と剣が斬撃を描えがく中、レイが淡たん々たんと話しかけてくる。

　守るべきもの。神経を逆さか撫なでしてくる言葉だった。

「俺には懸けるもんなんてないし、いらねえ」

「それでは私に勝てない」

「勝てるっつってんだろ！」

　バルトが渾こん身しんの力で互たがいに交差している剣を押し戻もどそうとする。しかしレイにはまるで応こたえた様子がない。

　何度打ち込んでも、レイはバルトの考えが読めるとでもいうのか、平然と攻撃をかわしていく。それどころか、どんどんバルトの方がレイに押されて後退していった。

「バルト」

　レイが、剣と剣の間から何もかも見通すような瞳で言った。




「バルト。その剣では、──主は、大切な者は守れない」




　バルトは目を見開いた。

　──大切な者は、……守れない。

　その瞬しゆん間かん、観衆の声せい援えんや野次が、悲鳴や怒ど号ごうの混じった戦場の記き憶おくと重なった。死に物狂ぐるいで戦ったあの時、どれほどの人間を斬ったのか分からない。気付けば戦場に立っているのは、バルトだけになっていた。

　祖国が負けたのはすでに分かっていた。それでも王はどこかへ逃にげてくれているだろうと信じたが、そんな一いち縷るの望みは、破は壊かいされ尽つくした城で横たわる王の亡なき骸がらを見て潰ついえた。

　主をこの手で守り抜くという誓ちかいは、守れなかった。王を守るために鍛たん錬れんしてきたはずの剣の腕は、結局自分の命ひとつを救うことしかできなかった。

　──俺は誰だれも守れない。誰も。

　頭の芯しんが焼き切れたように熱くなる。残ざん酷こくな現実を突きつけたレイを、心の底から憎にくいと思った。何度も何度もバルトの前に立ちはだかり、王のもとへ行こうとするのを邪じや魔まする敵国の騎士が、目の前の相手に重なって見える。

　もはやバルトがいるのは武芸大会の場ではなくなっていた。生きるか死ぬかの、戦場だ。

　体中の血が沸ふつ騰とうして、目の前の相手しか見えなくなる。

「殺す」

　殺してやる。

　バルトはすさまじい勢いで、レイめがけて突きを繰り出した。そのまま間かん髪はつ入れずに、剣を握にぎるレイの手に剣を打ち込もうとする。

　レイが虚きよを衝つかれたような顔になった。初めて動どう揺ようが見てとれ、何とかバルトの攻撃を躱かわしたが、体勢が崩れる。

　その隙すきに、バルトは猛もう攻こうに打って出た。レイはバルトの攻撃を受けることしかできず、攻撃に転じられない。形勢はもはや完全に逆転していた。

　バルトはそのまま、交えたレイの剣けん先さきを摑つかむ。思わぬ行動に、レイが息を吞のんだ。すぐに握った手から血が流れ出してくるが、バルトは痛みなど全く感じなかった。

「死ねよ」

　レイの剣を握ったまま、その首元に自分の剣を突きつけようとする。手加減などない。そのまま、レイの喉のどを貫つらぬくつもりだった。戦場では、相手が死ぬまでは安心できない。終われない。

　しかし、レイは寸前のところで剣を抜き取り、バルトの剣先を払いのけた。

　──なんでだよ？　なんで勝てない？

　バルトに、焦あせりのようなものが襲おそってきた。

　──これが俺とこいつの差ってことなのか？

　普ふ段だん考えないようにしている、バルトの心のぽっかりと穴の開いた部分。たった一人の主を亡なくした時から、バルトを支え騎士としての矜きよう持じを守ってきた部分は抜け落ちてしまった。抜け落ちた後はただの暗い穴になって、空くう虚きよさだけがバルトの心を埋うめた。

　きっと目の前のレイには、そしてルースにも、バルトの抜け落ちているであろう部分に彼らの主がいるのだ。彼らが忠誠を誓い、誇ほこりに思い、守ると決めた相手。それが騎士としての彼らに一本の強い芯を通す。剣を振るう力となり、存在する理由となるのだ。

　それが自分にはない。それでもバルトは、勝つことで自分を支えてきた。主などいなくても勝てる。どんなに忠誠を誓った主がいようとも、目の前の相手は今自分に負けているではないか。そう心の中で嗤わらいながら、自分を安心させ、戦ってきた。

　──なのに。

　レイの剣がまた勢いを取り戻していく。受ける度たびに重くバルトの腕に響ひびいた。その重い一いち撃げきに、血で濡ぬれた柄つかから指が離はなれそうになる。

　このままでは負ける。

　ダメだ。もっともっと自分を追い込め。防ぼう御ぎよなどしなくていい。攻こう撃げきしろ。手の怪け我がなど気にするな。失うものなど何もない自分の方が、強いに決まっている。

　そうだ。そうでなければ、自分の存在意義がなくなる。

　戦え。戦って戦って、心臓が止まるその瞬間まで、剣を振るい続けろ──




「──バルト！」




　名前を呼ばれたのは、その時だった。
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　決勝戦のためにバルトとレイが会場に入ってきた時、エマは観客席でルースと共に二人を見守っていた。

「それで、まだ犯人達は見てないんだね？」

「ええ。さっき観客席を何周かしてみたんです。開いているお店も覗のぞいてみたんですけど……」

　その言葉に、ルースが顔を顰しかめた。

「動き回りすぎだよエマ。店を回るのは僕達が試合を終えてからだ」

「す、すみません」

　叱しかられて、エマは肩かたを竦すくめた。その姿を見て、ルースは困ったように首を傾かしげた。

「疑うわけじゃないけど、犯人の顔を見てからもう四日経たってるよね。それでもちゃんと鮮せん明めいに思い出せるものなの？」

「それは大だい丈じよう夫ぶです。私の記憶に、古い、新しいという概がい念ねんはないんです。どんな古い記憶でもはっきり細かく覚えています。ただ、古ければ古いほど、記憶を頭から取り出すのに少し時間がかかりますが」

「やっぱりすごく便利な能力だね。……と、いけない」

　エマは頷うなずこうとしたが、ルースが慌あわてて自分の口を押さえてしまう。

「ルースさん？」

　不思議そうにするエマに、ルースは頭を搔かきながら言う。

「いや、バルトに叱られたんだよ。エマの能力を、『便利』って言葉だけで片付けるなって」

「え？」

「昨日の夜、エマが自分の部屋に帰ってから、バルトが言ったんだよ。今みたいに僕がエマの能力は便利でいいねって口にしたら、『あいつの能力をそんな簡単に片付けるな』って」

『俺には、あいつの能力がいいものだなんて思えない。周りは皆みな勝手に忘れていくからいい。だが、辛つらいこともいつまでたっても覚えてるあいつはどうなる？』

「……そんな、こと」

　──初めて言われた。

　胸がぎゅうっと締しめ付けられて、うまく表情が作れない。エマはルースに見られないように顔を俯うつむけた。そんな言葉を言われたことがなくて、どう返せばいいのか分からない。突とつ然ぜん心の奥底に立ち入られて、エマすら見たくないと思っていた部分を曝さらけ出された気分だった。それなのに、ちっとも不快に感じない。

　その理由に思い至って、更さらに慌てるはめになった。自分は、誰かにそう見み抜ぬいて欲しかったのかもしれない。

　でも、どうしてそれがバルトなのだろうか。エマの言葉にいつも面めん倒どうくさそうに応じて、時に睨にらんで声を荒あららげてくる人。

　だが時々、エマが言った言葉を気にしてくれた。エマからの一方的な約束に、仕方なさそうにしながらも応じてくれた。

「正直、僕はバルトのような考えには思い至らなかった。バルトは時々すごく鋭するどいんだよ。それであんな目付きしてるのに優やさしい。あんまりカッコよくて悔くやしかったから言いたくなかったんだけど、やっぱりエマに伝えたくてさ」

　エマは小さく頷くに留とどめた。ルースは満足げに微笑ほほえむと、「ああ、試合始まったね」と呟つぶやく。

　顔を上げると、バルトがレイに斬きり込んでいくところだった。思わず息を詰つめて、二人の戦いぶりを見やる。

「うーん。バルトは劣れつ勢せいだね。まだまだレイの思いの強さの方が上かなあ」

「思いの強さ？」

「そう。彼の信じるもの、彼が剣けんを振ふるう理由だよ。バルトにはそれがない。剣の腕うでだけなら、きっとバルトの方が上だよ。でもだからってそれだけで単純にバルトが勝てるわけじゃない。僕らは心がある人間だからね。心に左右されるのは当然なんだ」

　ルースが、ついと己おのれの心臓を指差す。

「応おう援えんしてあげてよ、エマ」

「えっ？」

「この歓かん声せい聞こえる？　ローランドの皆みな様さまは、彼らの英えい雄ゆうであるザウルを負かしたバルトを完全に悪役扱あつかいしてるよ。逆に礼れい儀ぎ正ただしいレイはザウルの代わりとして応援されてる。ここでバルトの応援ができるのは、エマしかいないよ」

　にこりと食えない笑えみで言われる。歓声が大きくなって、確かにレイを応援する声が大半だった。

「で、でもルースさんだって」

「僕が日々、どれだけバルトからひどい暴言を受けてると思ってるのさ。僕はレイを応援するに決まってるでしょ」

　ルースは、エマの反論を緩ゆるやかにかわしてしまう。

「ねえエマ。誰だれかを思う気持ちはね、その人の力になるんだ」

　その時、大きなざわめきが周囲から起こった。見ると、バルトがレイの剣先を握にぎっている。エマは自分の口元を覆おおった。遠目にも、剣から真っ赤な血が滴したたり落ちているのが見えた。

「……ああ。バルトの奴やつ、すっかり我を忘れちゃってる」

　眉まゆを顰めたルースは、試合を見つめながら「バルトは負けるよ」と断言した。

「この試合、バルトが負ける」

　エマはバルトの手から流れる血を見つめた。バルトは血を止めようともしない。自分の怪我を、全く気にもとめていない。

　──何……、やってるんですか。

　ぎゅっと、両手を握りしめて、試合をするバルトを睨みつけた。

　怪我しないって、約束したじゃないですか。強いんじゃなかったんですか？　自分から怪我をしてどうするんですか。心配するんだって、言ったのに。忘れないでって、言ったのに。

　様々な思いが渦うず巻まいて、泉のように溢あふれてくる。

　ガンッと激しい鍔つば迫ぜり合いが起きていて、バルトが押されている。何かを考えるゆとりは消えていた。エマは大きく息を吸う。この観客達の歓声を飛び越こして、自分の声を届けたい。腹に力を込めて叫さけんだ。

「──バルト！」
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　その声は、確かにバルトの耳を打った。

　ふいに体を止めて、声がした方を向いた。レイもまた聞こえたようで、剣はそのままに動きを止める。

　フードをかぶったエマが、両手を握りしめて叫んでいた。

「頑がん張ばって！　負けないで！　でも怪け我がはしちゃだめです！」

　目をぎゅうっと閉じて、顔を赤くして叫ぶ様は、「必死」という言葉がよく似合う。

　──何だあれ。ほんっと色気の欠片かけらもねえな。

　まず沸わき上がったのはそんな感想で、次いで、言われた言葉を反はん芻すうする。

　頑張って。負けないで。でも怪我はしないで。

「……何だそれ」

　するりと言葉が落ちて、ふいに自分の肩に余計な力が入っていることに今いま更さらながら気付いた。今自分がいる場所を、もう一度確かめる。

　ああ。ここは、戦場じゃない。

　エマの言葉に、バルトはようやく我に返った。自分は何をしているのかと、ふわりとレイの剣を受け流して一歩引く。

「頑張って！　負けるなー！」

　まだ言っているのかと呆あきれてエマを見る。隣となりでにやにやと笑いながら腕を組むルースの姿まではっきり見えた。どういうつもりで笑っているのか。聞いたらたぶん不ふ愉ゆ快かいな答えしか返ってこないのだろう。

　──エマに応援してもらって嬉うれしかったでしょう？　とかだろ、どうせ。

　ルースの言いそうなことを思い浮うかべてみる。

「嬉しいわけあるか」

　バルトはふっ、と鋭く息を吐はくと、ひたと目の前のレイを見み据すえた。

「バルトさん！　勝って！」

　──分かってんだよ馬ば鹿か。もういいから黙だまって見とけ。

　バルトはゆっくりと、剣を握りしめる手に力を込めた。
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「うっわあ……。ちょ、エマの応援すごいよ！　バルト、勝っちゃった……！」

　ルースがエマの肩かたを摑つかんでぐらぐらと揺ゆらしている。エマはそんなルースを止めることもできずに、ただ広場に立つバルトを見続けた。

　バルトの視線の先には、落馬したレイがいる。レイはゆっくりと立ち上がると、笑って観客に向かってお辞じ儀ぎをした。

　バルトもひらりと馬から下りた。レイはバルトの片かた腕うでを取って、大きく頭上に掲かかげる。観客から、大きな拍はく手しゆや声せい援えん、野次が飛んだ。

　優勝したバルトには、ローランドの領主ベルトラムから賞金と馬が贈おくられる。ベルトラムはレイと比べて遜そん色しよくない長身の持ち主だ。若い頃ころは戦いに明け暮れたらしく、引き締まった筋肉は年をとった今なお健在である。バルトはにこりともせずにそれらを受け取った。

「もうちょっと愛あい想そよくできないのかな」

　苦く笑しようするルースだったが、油断なく周囲を見回しているのが分かる。

「さてエマ。これから、『幻黒の騎士』だとバルトに接せつ触しよくしてくる人間もいるかもしれないからね。よく見ておくんだ」

　エマは「分かりました」と大きく頷うなずく。エマとルースはバルト達に駆かけ寄ることなく、離はなれたところから彼らを見ていた。

　観客達や戦った騎士達が、バルト達に声をかけていく。たくさんの人がいるが、どれもエマがあの夜見た人間ではなかった。

　──ここで見つからなかったら、どうなるんだろう。

　そんな考えが過よぎって、エマは怖こわくなる。唇くちびるを引き結び、とにかく周囲に目を凝こらした。

「……あ」

　一度動かした視線を、元に戻もどす。バルト達をエマと同じように、遠巻きに眺ながめる男がいた。

　──あの目、あの鼻筋。

「ルースさんっ、見つけ、あの、あの人っ！」

　エマが顔を上げて指を差そうとするのを、ルースが慌あわててフードを押さえることで阻そ止しする。

「エマ！　気付かれないようにするんだって！　指差さない、顔上げない、あと声大きすぎ！」

　矢や継つぎ早に言われ、エマは自分の口を手で覆う。

「……ゆっくり、静かに教えて。どの男？」

　エマはルースに、後方でバルト達を眺めている男について説明した。茶色のマントで身を包み、剣けんも差している。

「ふうん。あれね。分かった。僕もばっちり覚えたよ。……って、エマ！　どこ行くの」

　そろりと足を忍しのばせて男に近づこうとするエマの腕うでをルースが摑む。

「近くで見たいんです」

　間ま違ちがいないと思うが、見ている場所が離れすぎている。もっと近くで見ないと、確信できない気がしたのだった。

「分かった。じゃあ、ゆっくり通り過ぎよう」

　ルースがエマを守るようにピタリと横について、男に近づいていく。幸い観客達が大勢いるおかげで、人ひと混ごみに紛まぎれながら移動できた。最も男に近づき、そのまますぐに通り過ぎた後、嗅かいだことのある匂においがした。

　──あのお酒の匂いだ。

「ルースさん。間違いないです、あの男です」

　一定の距きよ離りを取った後、エマはルースの腕を摑んで言った。

「早く捕つかまえて話を聞かなくちゃ。このままじゃどこかに行っちゃいます。やっぱり私、行って──」

「落ち着いて。跡をつけるのは僕がやるから。エマはレイと一いつ緒しよにいるんだ。もうすぐ戻ると思うから」

　なぜルースがこうものんびりしているのか、エマには分からなかった。今、手を伸のばせば届くところに犯人がいるのに、今すぐ行動しないなんてエマには無理だった。

「でも、今なら領主様もここにいます。彼を捕まえて、領主様のところに連れていくんです。それで事件の真相が分かれば、父さんは今すぐ地ち下か牢ろうから出られるじゃないですか！」

　今日で地下牢での生活も四日目になる。日も当たらず、衛生状じよう況きようだって悪いあの場所で、今もハンスはたった一人で耐たえているのだ。そう思うと、胸が塞ふさがれる思いがする。

「エマ、ちょっと聞いて」

「ルースさんはそこで男を見張っててください。私、領主様にお話ししてきます！」

　エマはルースの言葉も聞かずに走り出した。

　辺りを見回すも、すでに領主の姿はない。城へ戻ったのかと慌てて後を追った。すると城へ続く坂道で、家臣らを引き連れて城の方へ進む領主の姿を発見する。エマはその列に飛び込む。

「領主様！」

　振ふり向いたローランドの領主ベルトラムは、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に眉まゆを寄せた。右目に切ったような傷きず跡あとがあり、鋭するどい視線も相まって威い圧あつ感かんがある。隣にはザウルもいて、他ほかにも何人もの騎士達を引き連れていた。

「ハンス・グリンベルクの娘むすめか。無礼だぞ！」

　周囲の騎士達の言葉はもっともで、エマは限界まで腰こしを折って頭を下げた。

「申し訳ありません。お叱しかりは後で受けます。ですが、今少しだけ私の話を聞いていただけないでしょうか」

「ベルトラム様は城に帰られる。邪じや魔まをするな」

　ザウルが静かに諭さとす。だが、エマも引けなかった。

「行商人のテオドールさんが殺された夜、私達の家に押し入ってきた男を見つけたんです。お願いです、彼を捕まえて事情を聞いてください。そうすれば、父が殺人などしていないと分かるはずです！」

　エマの必死な言葉に、ベルトラムは少し考えた後に言った。

「なぜ、お前の家に押し入ってきた男だと分かったのだ？」

「私は顔を見ました。間違いありません」

　確信を持ってそう訴うつたえる。ベルトラムは無表情にエマを眺めて問うた。

「証しよう拠こは？」

「えっ？」

「お前が顔を見たという以外に、証拠はあるのか」

　エマは困こん惑わくに瞳ひとみを揺らした。証拠？

「そ、れは。でも、絶対に同じ人物でした！　目元も鼻筋も、全部覚えて──」

「そんなものは証拠にもならない！　いい加減にしろ。お前の家からナイフが発見されているんだ。それこそ動かぬ証拠だろうが」

　騎士の一人が言うと、他の騎士達も口々に話し出した。

「父親を助けたいために、噓うそを言っているだけだろう」

　エマは頭かぶりを振った。

「違ちがいます！　ちゃんと見ましたし、覚えているんです！」

「四日前のことだろう。記き憶おくも曖あい昧まいになっているものじゃないか？　なぜはっきりと言える？」

　疑わしげな目で見られ、エマが反論しようとした時だった。エマをじっと見ていた騎士の一人が、「そういえば」と話し出す。

「お前、幼い頃からそうだったな。『全部覚えている』と言って、周りを困らせていただろう」

　過去の話を出されて、エマは怯ひるんでしまう。

「それは……」

「じゃあやはり噓なんだろう？　さあ、もう話は終わりだ。帰れ！」

　騎士達がそう言い、ベルトラムも踵きびすを返して歩き出す。

「待ってください！」

「グリンベルクの娘よ」

　立ち止まったベルトラムが、鋭い瞳をエマに向けた。思わずぐっと背筋が伸びる。

「お前の話はすべて、お前自身の記憶に頼たよっているだけだ。それでは私や他の人間を納なつ得とくさせることはできない。必要なのは、皆みなが納得できる証拠か自白のみだ」

　そう言うと、ベルトラムは今度こそ城へと歩き出した。エマはそれを、呆ぼう然ぜんと見送るしかない。

「……納得できる、証拠か自白……」

　確かに、今エマの手にそんなものはない。あるのは自分自身の記憶だけ。

　──こんなにはっきり覚えてるのに。絶対に間違えたりしていないのに。

　地面に落とした視線が、足先から伸びる自分の影かげを捉とらえる。振り向くと、日が傾かたむいて空が赤くなりつつあった。

　また一日が終わってしまう。裁判の日は、どんどん近づいてくる。それはハンスの命の期限でもあるのに、エマは今、こうして立ち尽つくすことしかできなかった。




　　　　[image: ]




　大鷲亭の二階にも、一階の酒場の喧けん騒そうが漏もれ聞こえてくる。

　武芸大会が終わった夕刻、大鷲亭には戦いを終えた騎き士し達が集結し、夜を待たずして酒を酌くみ交かわしているのだった。

　エマは二階の部屋にいた。ベルトラムと話した後、ルースとレイが追いかけてきてくれた。エマはルースと共に、そのまま大鷲亭へと戻もどったのだった。エマの家に押し入ってきたあの騎士はレイが見張ってくれているから大だい丈じよう夫ぶだと念を押され、エマは二階へ上がった。

　ドンドン、と乱暴なノックの音がしてエマは肩かたを揺ゆらした。部屋の扉とびらを開けると、立っていたのはバルトだった。

「バルトさん……」

　そういえば、バルトとは試合後に別行動を取っていた。

「部屋に入れろ」

「あ、は、はい」

　尊大な口調で言われ、エマは体をずらして脇わきにどく。バルトが中に入ったので、扉を閉めようとした。

「おい。扉は閉めるな」

　しかし、バルトによって阻そ止しされてしまう。

「？　どうしてですか？」

「レイの奴やつに散々説教されただろ」

　それはたぶん、バルトの部屋で二人きりになった時のことを話しているのだろう。『若い女性が、男性の部屋にホイホイ入るんじゃない。せめて扉は開けておくように』とレイは言っていた。しかし、エマは首を傾かしげてしまう。

「もちろん覚えてますけど……。大丈夫ですよ、だってバルトさんだし」

「どういう意味だ」

「色気が致命的にないんでしょう、私？　大丈夫ですよ、よーっく覚えてますから」

　にっこり笑ってみせると、バルトが決まり悪げに目を逸らした。

「どうかしましたか？」

「……いいから扉は少し開けとけ」

　エマは言われた通りにした。部屋には堂々と入ってきたくせに、レイの言葉を気にしているバルトが何だかおかしい。けれどきっと笑ったら怒おこられるだろうと思って、エマは口元を引き締しめてから、バルトの左手を見つめた。そこには、包帯が巻かれている。

「傷、もう大丈夫ですか？」

「別にどうってことない。血も止まった」

「バルトさん。その傷も、ちゃんと覚えましたからね」

「……ああ」

　もう怪け我がなどしないで欲しい。そういう気持ちを込めて言うと、何か思うところがあったのか、バルトは反論してこなかった。

「それで、私に何か用があったんですか？」

　バルトは視線を泳がせた後、物もの凄すごく不本意なのだといった感じで口を開いた。

「……お前、何か欲しいもんないのか」

「はい？」

　よく分からない質問にエマが聞き返すと、バルトは観念したように言った。

「ルースが、優勝できたのはお前のおかげだから、優勝賞金で何か贈おくれってうるさいんだよ」

　文句を言いながらも部屋まで来てくれたらしい。エマは笑って首を横に振った。

「別に、何もいりません」

「本か？」

　人の話を聞かないバルトに、エマはもう一度声をかける。

「バルトさん。本もいりませんよ」

「──じゃあ何が欲しいんだよ」

　エマははっとする。バルトの雰ふん囲い気きが変わり、静かだが芯しんの通った声が耳を打った。

「何がしたいんだよお前は。無理やり笑って、そうやってふさぎ込んで、見ててイライラする。どうしたいのかちゃんと言葉にして言ってみろ」

　漆しつ黒こくの瞳が真っ直すぐにエマを見つめている。目を逸そらすことも言葉を濁にごすことも許されないような、真しん摯しな表情だった。

　バルトは今、優勝賞金の使い道について聞いているわけではないのだろう。ルースやレイから何か聞いたのかもしれない。それが分かって、エマは慌あわてて俯うつむく。言葉が出なかった。

「自分のしたいことも言えないのか？」

　自分の、したいこと。そう呟つぶやくと、背中を押すようにまた「言え」と続けられた。

「……父さんを、助けたいんです」

　言ってしまえば、後から後から言葉が溢あふれてくる。

「でも、それができなくて悔くやしい。父さんは、幼い頃ころから変わり者だって言われていた私を、一いつ生しよう懸けん命めい育ててくれました。一度だって、私を否定するようなことは言わなかった」

　父親しかいないから躾しつけがなっていない、と心ない陰かげ口ぐちを叩たたかれたこともある。それでもハンスは毎日畑を耕して、エマを育ててくれた。エマの夢を潰つぶすことなく、本を贈ってくれた。

「今度は私が力になりたいのに……っ。私には、あの男が家に押し入ってきた騎士だって分かります。でも、それだけじゃ助けられない。忘れてなんかないし、記き憶おく違ちがいでもないのに」

　幼い頃からそうだった。エマが何かを言っても、「忘れた」と言われる。「噓うそでしょう」と疑われる。たとえ信じてくれたとしても「気味が悪い」と言われる。誰だれとも共有できない。何度も忘れられて、何度も疑われる。けれどそれをいつまで経たっても覚えているのもまた、エマだけなのだ。

　目に涙なみだが滲にじんできて、バルトの輪りん郭かくをしっかりと捉えられない。泣くもんか、と歯を食いしばった。今、本当に泣きたくて辛つらいのはハンスの方なのだから。

　俯いて涙を堪こらえるエマの頭上で、大きな溜ため息いきが吐つかれた。呆あきれられてしまったかと思うと、顔が上げられない。

「何もできないってわけじゃねーだろ。一人でできないってだけだ」

　しかし、聞こえてきたのはそんなぶっきらぼうな言葉だった。

「俺らがあの男を監かん視ししているのは、お前の言葉を信じてるからだ。お前はお前にできることをしてるし、これからもすればいいだろ。どうやって捕つかまえるかは、あの無む駄だに頭だけは回るルースが何か考えてる」

　エマはゆっくりと顔を上げた。バルトの表情に、呆れの色はなかった。

「で？」

「え？」

「犯人捕まえて、お前の父親を地ち下か牢ろうから出すのは当たり前のことだ。他ほかに何か欲しいもんないのかよ」

　またいつの間にか、優勝賞金の話に戻っていた。わざとなのかそうでないのか、バルトの顔からは分からなかった。でも、彼の気き遣づかいは伝わってくる。

　エマはぎゅっと一度だけ目をきつく閉じて、涙をやり過ごした。それから、考える。

「欲しいもの……、今、ですか」

　窓からは、美しい夕日が見えていた。それを見ながら、呟く。

「……夕日が見たいです。ここじゃない。ローランドの、外から」

　口にしてから、エマは笑いながら自分の言葉を打ち消した。

「なんて、無理ですよね。えーと、じゃあやっぱり本……」

「分かった」

　え、とバルトの方を向いた瞬しゆん間かん、腕うでを取られた。バルトはエマが今日着ていたフード付きのマントを片手に持ち、そのままエマの腕を引いて部屋から出る。

「ちょ、バルトさん？」

「顔隠かくしておけよ」

　バルトはエマにマントを着せて言い、最後にエマの頭にフードをかぶせた。

「裏口から出るから静かにしてろ」

　そう言うとバルトはエマを引っ張って、大鷲亭から抜ぬけ出した。
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　城じよう壁へきに囲まれたローランドの西側に、街への唯ゆい一いつの入り口であり出口である城門がある。そこにはローランドに入ってきた馬を預ける馬小屋があった。

　バルトは馬の世話をしているベリエスという男に近づいていき、「あの茶色の馬を」と指差す。それは今日、バルトが優勝してもらった馬だった。

「乗り心ごこ地ちを確かめたい。外へ出る許可を出してくれ」

「ああ！　じゃああなたが今日優勝した人かい？　おめでとう」

　ベリエスは、白い髭ひげを撫なでながら瞳ひとみを輝かがやかせた。それから、バルトの後ろに隠れるように立つエマに視線を向ける。

「おや、そちらの人は？」

　バルトと一いつ緒しよに横切ろうとしたがやはり無理らしい。エマは先ほどより俯いて顔を見せないようにした。ベリエスとは当然面識がある。エマだと気付かれれば、どうして外に出るのかと追つい及きゆうされるのは明らかだった。

「あー、俺の知り合いだ」

「はあ、知り合いですか……」

　大おお雑ざつ把ぱなバルトの説明と、顔を上げないエマに何を思ったのか、ベリエスは斜ななめ上の方向に勘かん違ちがいしてくれた。

「ああ！　分かりました分かりました。確かに今日の主役はあなたで、なかなか二人きりになれませんものね」

　片目を瞑つぶっていたずらっ子のように微笑ほほえまれる。エマは一歩遅おくれて、一体何を勘違いされているのか気付いた。ベリエスの頭の中では、エマとバルトは人目を忍しのぶ恋こい人びと同士にされている。思わず違ちがうと言いかけて、顔を上げそうになるが、大きな腕が肩かたを組んできて阻そ止しされた。

「誰か俺達のことを聞きにきても、口を噤つぐんでてくれ」

「分かりました。ですが、大だい丈じよう夫ぶですか？　城壁の外は女性が行くところではありませんよ」

　ベリエスの心配はもっともだった。しかもこれから日が落ちるという時間だ。ギルベルト国に連れ去られたとされる人々のことが、頭に浮うかぶ。

「暗くなる前には戻もどってくる。外に出ている間は俺が護衛だ。こいつは俺が守る」

　さらりと言われた言葉に、エマの心臓が鳴った。バルトは分かり切ったことを聞くな、とでもいうような顔をしている。ベリエスは少し逡しゆん巡じゆんした後、頷うなずいた。

「分かりました。ローランド一の騎き士しが一緒だ。許可しましょう」

　そう言って体をずらし、エマ達の為ために道を開けた。

「戻ってくる時間は守ってくださいね。それまでは、お邪じや魔まはしませんよ」

　もう、完全に勘違いされている。否定しないバルトはそのままエマの手と馬の手た綱づなを引いて、ローランドの外へと出た。

「ちょっ、バルトさん！　いいんですかあれ」

「勝手に勘違いしてるんだ。もういいだろあれで」

　城門から離はなれてようやく声を上げたエマを、バルトはそう一いつ蹴しゆうしてひらりと馬に乗る。

　流れるようなその動作に感心していると、「ほら」と手を伸のばされた。

「馬に乗ったことは？」

「ないです」

　ローランドから出たことのないエマに、馬に乗る機会などない。エマが首を振ふると、バルトは途と端たんに面めん倒どうくさそうな顔で舌打ちした。

「……仕方ねえな。じゃあ前だ」

　腕を引かれ、エマはすんなりとバルトと同じ高さまで引っ張られる。そのままバルトの前に座らされた。バルトの広い胸に、エマの背中がピタリと当たる。

「うわっ、た、高い」

「じゃあ行くぞ」

「え、ちょ、待っ」

　エマが予想以上の高さに驚おどろいていると、バルトがさっさと馬に合図して走り出してしまう。

「バルトさんっ」

「走ってる間は喋しやべるな。舌嚙かむぞ」

　エマは慌あわてて口を噤んだ。それから少し走ると、ようやく風景を見られる余よ裕ゆうが出てきた。

　──すごい。広くて……、どこまでも続いていきそう。

　風景を切り裂さくように走る中、エマの視界には広い平原が広がっていた。世界を区切るような無ぶ粋すいな城壁は消え、遮さえぎるものが何一つない。夕日が今にも沈しずみそうで、最後のあがきとばかりに周囲を赤く染めている。圧あつ倒とう的な開放感を得る一方で、広い世界の中では自分はなんて小さい存在なのかと感じてしまう。

　バルトはローランドの城壁がギリギリ見える位置まで馬を走らせた。それからゆっくりと馬を止める。

　エマは目を細めて、周囲を見回した。

「綺き麗れいですね、夕日。城壁の外から見ると、すごく大きく感じます」

「別に一緒だろ」

　バルトは気のない素そ振ぶりで答える。

「そりゃ、たくさん旅をしてきたバルトさんはそう思うのかもしれないけど。私には、……やっぱり特別に見えます。きっと私の知らない風景が、もっとたくさんこの世には広がってるんでしょうね。……いいなあ。見てみたいなあ」

「……ふうん」

　そっけない返事だが、きちんと聞いてくれているのは分かった。エマはくるりとバルトの方に視線を向けた。

「ありがとうございます、ここまで連れて来てくれて。私、この風景何度も思い出します。何度思い出しても、ずっと鮮せん明めいに覚えていられるんですよ、私。すごいでしょ」

　おどけたように胸を張って笑って見せると、バルトが少しムッとしたように眉まゆを寄せる。

「よく笑ってられるな」

　なぜバルトが怒おこるのだろうかと思いながら、エマは自分の胸の内を話した。

「……幼い頃ころは、忘れられない自分が嫌いやになった時もありました。でも、良い事だってちゃんとあるんですよ」

　エマは、どんどん沈んでいく夕日の方向を見つめる。

「誰だれかの誕生日を覚えていたり、何気ない約束を覚えていたりする。それって、誰かの支えになったり力になったりするんじゃないかなって思うんです。『覚えててくれたんだ、ありがとう』って言われたら、嬉うれしいですしね」

「人のためかよ」

「いえ。全部最終的に自分に返ってくることですよ。私は結局、自分のために力を使ってるんです。自分の力が役に立つって、そう思いたいだけなのかもしれません」

　その言葉を聞くと、バルトはエマのフードを被かぶった頭に手を置き、荒あらっぽく左右に揺ゆすった。

「わっ、な、何」

「別に」

「別にって何ですかっ。ちょ、頭揺らさないで」

　それでもバルトは止やめず、一体何なのかとエマは困こん惑わくする。それからふと思い至った。

　──これって、もしかして私……、頭撫でられてる？

　そっとバルトを窺うかがうと、黒い瞳と目が合った。そのまま、エマのフードをふわりと取ってしまう。上から覗のぞき込むようにして、エマの顔を見る。

　じっと見られて、ふいに互たがいに言葉が途と切ぎれた。瞳を逸そらせないまま、バルトを見上げる。

「あ、の」

「お前さ」

　エマはびくりと肩を揺らした。バルトの指が、エマの目元にゆっくりと触ふれたからだ。

「ブスだな」

「…………はあっ？」

　ものすごく失礼な言葉を聞いた気がする。エマが目を吊つり上げるが、バルトは気にした風もなく続けた。

「ものすごくブスになってる」

「何ですかその感想は！　しみじみ言わないでください！」

　頭に血が上って叫さけぶと、遮るようにバルトが静かに言う。

「寝ねてないだろ」

　エマは目を見開く。それだけで図星をさしたと分かったのか、バルトは「宿に戻もどるぞ」と馬を方向転てん換かんさせた。

「帰ってさっさと寝ろ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ私」

　ブスという言葉は大いに気にかかるが、心配されていると分かってエマは首を横に振る。

「そんな顔して、父親と会う気か」

　しかし、バルトはエマの弱いところをよく分かっていた。そう言われてしまえば、エマは何も言えなくなる。観念して、肩かたの力を抜ぬいた。

「そんなに、ひどい顔してますか？　私」

[image: ]

「ああ。特に隈くまがな」

　気を遣つかうという言葉は、バルトの辞書にはないらしい。女性として、隈がひどいなどと言げん及きゆうされるのは恥はずかしいものだ。ずばずばと口にされて、エマは居たたまれなくなって俯うつむいた。

「何だ？　眠ねむいのか」

　しかしバルトは見けん当とう違ちがいなことを言って、エマの顔を覗きこもうとする。

「ちょ、見ないでください！」

「何だよ、その失礼な態度は」

　バルトの声が不ふ機き嫌げんに尖とがる。全く分かっていないバルトに、エマも拗すねたように声を上げた。

「隈のすごい女の顔なんて、見たくもないでしょう」

「別に見たくもないとは言ってないだろうが」

　今度は少し困ったような声になって、バルトは「あー」などと唸うなっている。

「……もっと体預けろ」

　ひとしきり唸った後、バルトは片手でエマの頭を、自分の胸むな板いたに押し付けた。

「あの男は俺達が見張ってる。だから今日はちゃんと休め」

　温かくて大きな手が、エマの頭をくしゃくしゃと撫なでる。加減がよく分からないのか、少しだけ痛い。

「おい、返事は？」

　ぶっきらぼうな言葉。乱暴な行動。それなのに、どうしてこんなに温かく、優やさしく響ひびくのか。

「……分かりました」

　小さく言えば、偉えらいと褒ほめるようにもう一度、頭を揺らされた。
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　翌朝、大鷲亭一階の酒場では、宿に泊とまった騎き士し達が朝食をとっていた。

　エマの家に押し入ってきた騎士は、数人の仲間の騎士と共に昨晩この大鷲亭に泊まっており、現在は一階にいる。

　エマ達は騎士達と鉢はち合あわせするのを避さけるため、ターニャに頼たのんで、宿の部屋に朝食を運んでもらっていた。

「僕らがあの騎士達を監かん視ししているように、彼らも僕らを見張っている。正確にはバルトをね」

　パンを一口ずつ千切って口に入れながら、ルースが言う。横ではバルトが、ルースの食べ方がまだるっこいとでも言うようにパンを豪ごう快かいに齧かじり、スープと共に胃に流し込んでいた。

「接せつ触しよくしてくると思うか？」

　レイはすでに食事を終え、食器を丁てい寧ねいに片付けていた。

「たぶんね。ただ今は、バルトが何のためにここローランドに来たのか、本当に『幻黒の書』の行方ゆくえを知っているのか分からないから、様子を窺ってるんだ。いつか痺しびれを切らして接触してくるだろう。僕らはその間に、思わせぶりに彼らを引きつけておきながら、彼らが犯人だと明白にするんだ」

「あの、ちょっといいですか？」

　エマがそう言って片手を挙げると、皆みなの視線が集まった。

「私、ひとつ気になることがあるんです。事件に直接関係あるかも分からないんですけど……」

　少し不安になるエマを励はげますように、「言ってみてよ」とルースが微笑ほほえみながら促うながす。

「行商人のテオドールさんの家に行った時に、違い和わ感かんを覚えたんです」

「違和感？」

　エマは頷うなずく。

「その違和感の正体を、ずっと考えていました。私、テオドールさんの家に何度か行ったことがあります。最後に行ったのは、亡なくなる一週間前です。だから、最近のテオドールさんの部屋を覚えてるんです」

「それが何だよ？」

　バルトが眉まゆを寄せた。

「私がテオドールさんの家に行った時に見た部屋と、亡くなった後に見た部屋。その二つの記き憶おくに違和感の正体があるんじゃないかって」

「よく分からないな。その二つの記憶に違ちがいがあるのは当然だろう？　亡くなった後の部屋は物が散乱していた。記憶が重なり合うはずはない」

　困ったように腕うでを組んだレイの指し摘てきはもっともで、エマも俯く。

「私にも、まだはっきりと確信できるものがあるわけじゃないんです。でも」

　そこでエマは顔を上げてバルト達を見た。

「テオドールさんの家にもう一度行かせてください。そうすれば、何か分かるかもしれない」

　エマは自分の胸むな元もとにぎゅっと手を置いて、バルトの黒い瞳ひとみに視線を移す。

「バルトさん、言ってくれましたよね。私は私にできることをすればいいって」

　昨日ローランドの外で夕日を眺ながめた後、エマとバルトは宿にこっそりと舞まい戻った。エマは、バルトと話したことで、自分の心が軽くなったのを感じていた。自分にできることをすればいいと言ったバルトの言葉は、焦あせり迷うエマの心に、一本の道を示してくれた。

「だから、無む駄だ足あしになるかもしれないですけど、調べたいんです。お願いします」

　エマがそう言い切ると、ルースがにこりと笑って立ち上がった。

「僕はこの世に無駄足なんてものは存在しないと思ってるよ。一見無駄だと思えても、それが思わぬ場所に繫つながっていることもある。いいじゃん。その違和感の正体を摑つかみに行こうよ」

　ルースの言葉に、レイからもバルトからも否定の声は上がらない。エマは笑みを浮かべて、大きく頷いた。







　エマは相変わらず、バルト達と行動する時にフードを被かぶらされていた。

「あーあー、ついてきてるねえ。尾び行こう下手すぎ。あれで隠かくれてるつもりなのかな？」

　視線を歩く方向に真っ直すぐに向けながら、ルースが楽しげに囁ささやく。後ろに目でもあるのかと問いたくなるほど、まるで見ているように言う。

　どうやらルースの思おも惑わく通り、騎士達はバルトに引きつけられているらしい。エマには分からなかったが、しっかり尾行されているらしかった。

「これから『幻黒の騎士』が、自分達が押し入ったテオドールの家に行くんだ。ますます思わせぶりだし、彼ら、混乱するだろうねえ」

「楽しそうだな、ルース」

　エマの気持ちをレイが代弁してくれる。そう言うレイも落ち着いた表情で、尾行に気付いたとまるで気取られないのんびりした足取りだ。

「そりゃあもう。どんな顔して追ってきてるのかと思うと、後ろを振ふり返ってまじまじ見たいくらいだよ」

「お前は本当に性格悪いな」

　バルトが呆あきれたような声を出した。

「そんなの言われたことないよ？」

　ルースは、小首を傾かしげて余よ裕ゆう顔だ。バルトはルースを睨にらみつけた。

「噓うそつけよ。……まあ、いい。なら俺が最初に言った男だな。おい、ちゃんと覚えておけよ」

　バルトがエマをちらりと見る。

「あっ、エマを証人に使うのはずるいでしょ」

「ついでに、女を口説いた回数も数えてもらえ。己おのれの節操のなさを反省できるだろ」

「節操がない、とかひどい言い草だねえ。だったらエマ、バルトが僕に言った暴言も数えててよ。言った台詞せりふも覚えててもらって、時々披ひ露ろうしてもらう。そうすれば、自分がどれだけひどいこと言ってるか反省できるでしょ？」

「俺は別にいいぜ。どうせ反省しない」

「……お前達、その次元の低い言い争いもすべてエマに覚えられるんだぞ」

　言い争う二人を見ながら、レイがやれやれと額に手をやる。エマは小さく笑った。三人はごく自然に、エマの能力について話している。エマのことを疑わずに信じているからこそできる会話だ。何気ない言葉の端はし々ばしにエマへの信しん頼らいが見えて、胸が温かくなった。

　しばらく歩くと、テオドールの家が見えてきた。家は三日前に来た時と同じで、しんと静まり返っていた。

　エマは殊こと更さらゆっくりと家に足を踏ふみ入れ、周囲を注意深く観察しながら歩く。何が違和感を解くきっかけになるか分からない。しかし、部屋に入った途と端たんにエマ達は顔を見合わせることになった。

「噓。何もない！」

　ルースが驚おどろいたように声を上げた。三日前、足の踏み場もないほど荒あらされていた室内は、すっかり片付けられていたのだ。しかも、床ゆかに散らばった物はどこかに集められたのか消えており、飾かざる物のなくなった棚たながひっそりと佇たたずんでいる。

「完全な空き家みたいになったな。棚の中にあった品物はどこに行ったんだ？」

　レイがきょろきょろと辺りを見回す。

「家の中のもん、全部無くなってるな」

　すばやく部屋を見て回ったバルトが、頭を搔かきながら扉とびらから顔を出した。

「どうしましょう」

　何もない家を見ても、エマはあの時の違和感を摑める気がしなかった。そこで、やはり部屋にあった品物の数々に違和感を覚えたのだと改めて気付く。

　エマが言うと、腕を組んで何か考えていたルースが口を開いた。

「もしかしたら、城の人間が片付けたのかもしれないね」

「城の人間？」

「テオドールは身寄りがいなかった。誰だれも彼の遺品や、この家を預かる人がいないってことだ。なら、当然それらはこの街を管かん轄かつする人間の管理下に置かれるってことだよ」

　ルースの言葉に、エマはなるほどと頷く。ローランドを管轄しているのは領主だ。確かにテオドールが亡くなってすでに五日が経たっていた。家も、荒らされたままにしておけないだろう。

　エマ達は一度テオドールの家を離はなれ、城へと向かうことにした。
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　城の中に入れてくれるのだろうかという、エマの心配は杞き憂ゆうに終わった。城に向かったエマ達は、仏ぶつ頂ちよう面づらの騎き士しザウルの手引きで無事に城に入ることができた。

「やあ、ザウルさん。武芸大会の時はどうも」

　ルースが能天気な調子で声をかけると、ザウルのこめかみに青筋がピクリと浮うき上がった。ザウルはローランド一の腕の騎士だが、昨日の武芸大会ではバルトに負けていた。住民の期待はもちろん、主を守る騎士という誇ほこりを背負っていた分、落らく胆たんも大きかっただろう。

　案の定ザウルは不ふ機き嫌げんな顔になったが、声を荒あららげるようなことはしなかった。

「今日は一体何の用なんだ。言っておくが、お前の父親と会わせることはできないぞ」

　もしかしたら会えるかもしれないと期待していたことを見み抜ぬかれ、エマは落胆する。

「どこか、病気になったりしてませんよね？　それだけでも教えてください」

「大だい丈じよう夫ぶだ。見張りが毎日、異状がないか調べている」

　それでも安心はできなかったが、断固としたザウルの態度にそれ以上は言えなかった。

「今日は、ちょっとしたお願いで来たんです。亡なくなったテオドールさんの家を片付けたのって、ザウルさん達ですか？」

　ルースの言葉に、ザウルが頷く。

「ああ。テオドールの家には行商の仕事で集めた品物がたくさんあったからな。高価な物もある。あのままにして物もの盗とりでも現れたら、治安が乱れることになるだろう。だから片付けて城で保管することにしたんだ」

　やはり城にあったのだ。そしてザウルの指し摘てきに胸を撫で下ろす。確かにあのままにしておけば、誰かが品物を盗ぬすんでいったかもしれない。一つでも欠ければ、あの時の違い和わ感かんの正体は摑めないだろう。

　──一つでも欠ければ？

　ふと、何かが頭を掠かすめた気がしたが、それは気まぐれな猫ねこの尻しつ尾ぽのように、ふいとエマの前から姿を消してしまった。

「それ、今から貸してもらえませんか？」

　怪け訝げんな顔をするザウルに、ルースが説明する。

「テオドールさんの家に持っていきたいんです。ちょっと調べたいことがあって。今日一日だけで結構ですから、許可していただけませんか」

　ザウルはぎゅっと眉まゆを寄せて、思案するように腕うでを組む。

「領主様に伺うかがわなければいけないが……。くれぐれも盗むなよ、お前ら」

「あははは。優勝賞金もいただきましたし、お金に困ってるわけじゃないですよ、僕ら」

　片目を瞑つぶってみせるルースと、「騎士の誇りにかけて盗みなどしない」というレイの言葉にザウルは小さく頷うなずいた。

「ひとつ、聞きたいことがある」

　今まで黙だまっていたバルトが、ふいに口を開いた。ザウルを真っ直ぐに見つめる。

「十年前、この街に吟ぎん遊ゆう詩人が訪おとずれたと聞いた。瞳ひとみの色が左右で違ちがう奴やつだ」

　エマはピクリと肩かたを揺ゆらした。

「……詩人……。ああ、確かにそんなこともあったな」

「どんな奴だった？　名前は言ってたか？　素す性じようが分かるようなことを知りたい」

「名前は……どうだろう、言っていたかもしれないが覚えていない。ただ、誰からも名前で呼ばれていた記き憶おくはないな」

　ザウルが昔を思い出すように遠い目になった。エマの頭の中に、詩人との思い出が甦よみがえる。最初に会った時、エマは詩人に名前を尋たずねた。

『私はエマ。あなたの名前は？』

　見上げた詩人の顔は、穏おだやかに微笑ほほえんでいた。

『どうぞ、好きに呼んでください』

『どうして？　名前はないの？』

『私は、様々な国のお話を語るのが仕事。語り部べに名など必要ないのです。だから好きに呼んでもらって構いません。それがあなたにとっての、「私」という人物になる』

　そう言って別れる最後の日まで、名前を教えてくれることはなかった。

「彼は、とても不思議な人物だった。十年前といえば私は騎士になり立てで、狭せまい世界しか知らず、各国を巡めぐっているという吟遊詩人が来たのにはとても胸が躍った。彼はあっという間に、周囲の人間の心を摑つかんでいたと思う」

　バルトが忌いま々いましそうに顔を歪ゆがめた。バルトの主あるじだった王を思い出しているのかもしれない。

　エマもまた、詩人に心を奪うばわれた人間だ。エマは詩人の口から、本当に様々な物語を聞いた。竜りゆうが住むという城に、姫ひめを助けにいく王子の話。腕うで利ききの剣けん士し達が、魔ま法ほうにかかった街へ行って冒ぼう険けんする話。地方に伝わるというそのお伽とぎ噺ばなし、そして実際のその地方の様子、季節が巡って美しく変化する山並みの描びよう写しやなどが、エマの心を摑んで放さなかった。

「あいつは本を持っていなかったか？」

　バルトの言葉に、はっとする。

「本？　それは、色々と持っていたと思うが」

　唐とう突とつな質問に不可解な顔をしながらも、ザウルが答える。

「それを当時の領主に見せたりしていなかったのか」

「いや、それはないな。彼がやったのは宴うたげの際に物語を語ることだけだ」

　バルトは考え込むようにして黙ってしまった。

　そのまま城を後にして、小さな馬車を貸してもらい荷物を運び出す。テオドールの家に向かう最中、バルトは黙ったままだった。

「詩人が、十年前から『幻黒の書』を持っていたかは分からないけど。でもザウルの話を聞くと、少なくともローランドの領主は見ていないね。見てたら、絶対に聖せい杯はい探たん索さくを行ったはずだ」

　ルースがぽつりぽつりと呟つぶやく。エマに話してはいるが、答えは求めていないようだった。自分の考えを整理するかのように話している。

「亡国の陰かげにいる詩人……か。彼は一体何者なんだ？」

　その宙ぶらりんの問いに答えることのできる人間は、この場にはいなかった。







　テオドールの家に戻もどってきた時には、すでに少し日が傾かたむき始めていた。

　見やすいようにと、ろうそくを灯ともす。それを合図に、エマは袖そでを捲まくって息を吐ついた。

「で？　この荷物をどうするの？　荒あらされた部屋を再現するために、床ゆかにぶちまけるとか？」

　ルースの言葉に、エマは首を横に振ふる。ずっと考えていた。何がエマの頭に引っかかっているのか。それを見つけるためにはどうすればいいのか。

「逆です」

「逆？」

「私がテオドールさんの家に行った最後の日の部屋を再現するんです。つまり、ここにある荷物を、荒らされる前の状じよう況きように戻します」

　エマの中にある、二つの部屋の記憶の齟そ齬ご、違和感の正体。それはテオドールの片付いた部屋を見た記憶が元になっている。だから次に荒らされた部屋を見た時、元の部屋の記憶に違和感を覚えたのだ。

　──記憶どおりに元の部屋を再現すれば、何が違うか分かるはず。

　エマは部屋を見回して、気合いを入れた。テオドールの家は普ふ通つうの家より広く、行商で買った物が溢あふれている。それを元に戻すという作業には時間がかかるはずだ。

　ルースがパンと両手を叩たたいた。

「分かった。やってみよう。エマの指示通りに片付けていくから、重い物とかは任せて」

　頼たのもしいルースの言葉にレイも頷き、バルトも腕を回した。

　エマは壁かべに飾かざる大きな剣けんや盾たて、織物などをバルト達に任せ、小さな棚たなに置物などを順番に揃そろえていく。

「ルースさん。その剣の位置は、上から二段目です」

「あ、ごめんごめん」と、ルースが慌あわてて持っていた剣の位置を直す。時々そんな風に目を配りながら、自分の記憶と目の前の部屋を摺すり合わせる作業に没ぼつ頭とうしていく。

　──この棚には花か瓶びんがあった。その右側には小さな器うつわが三つ。一番奥から木の器、白い器、黒い器の順で……。

　その時、ガシャンと外で物音がした。エマ達ははっと顔を上げ、窓の方を見る。

「何の音だ？」

　レイが怪訝そうな顔で言う。するとまた音がして、静まり返った家の中に響ひびき渡わたった。

「少し確かく認にんしてこよう」

「俺が行く」

　レイが一歩踏ふみ出すのを制して、バルトが剣に手をかけながら部屋から出て行った。

「大だい丈じよう夫ぶでしょうか？」

「大丈夫大丈夫。バルトだもの。さあ、僕らは続きをやろう」

　エマの心配を、ルースが笑って打ち消す。作業を促うながされ、エマはまた棚に物を置き始めた。

　それから数十分後、エマはひと息ついて部屋を見回した。

「あとはここの本ほん棚だなだけですね」

　エマの目の前にあるのは、大きな本棚だ。今は空っぽになっているが、エマがテオドールの家を訪ねた時はいつもびっしりと本が入っており、エマが一番気に入っていた棚である。ゆえに本の並びも正確に覚えている。

「それにしても、バルトは遅おそいな」

　レイが険しい顔で、すでに暗くなった窓の外を眺ながめている。エマも不安になって、レイにつられるように窓を見た。

「やはり、見てくるよ。ルースはエマについていてくれ」

　レイはそう言うと、部屋から出て行ってしまった。とうとう二人きりになり、部屋が更さらに静まり返ったような気がした。

「大丈夫だよ、エマ。心配ないから。あ、でもようやく二人きりになれたことだし、愛を語らうっていうのもいいかもしれないね」

「それは結構ですから」

　ルースが明るく告げた言葉に、すぐさま返答する。ルースが唇くちびるを尖とがらせた。

「ずるいよ。バルトとは愛を語りまくってたじゃないか」

　棚に並べていた本を取り落としそうになった。エマは真っ赤になって反論する。

「誤解を招くような言い方やめてください！　私達がいつ！　愛を語り合ったっていうんですか！」

「いつもじゃないか。しかも、僕がいない時に内ない緒しよでさ」

「してませんよ、そんなの！　もうっ、集中したいから黙っててください」

「はーい」

　エマは赤くなった顔を誤ご魔ま化かすように俯うつむきながら、本の背表紙を確かめていく。そこでふと、不安だった心が和やわらいだのを感じた。ルースとの言い合いで少し肩かたの力ちからが抜ぬけたのだ。

　ちらりと隣となりのルースを盗ぬすみ見ると、相変わらず美しい横顔で微笑ほほえみながら、本を積んでいっている。そのさりげない気き遣づかいは、気付かれなくても構わないと思っているのだろう。相手を怒おこらせたり、からかったりして緊きん張ちようを解きほぐそうとする。された相手はルースに怒って、後になってようやく、彼の本当の優やさしさに気付くのだ。

「……ルースさんって、よく分かりません」

「ん？　そうかなあ。結構単純だし、思ったことはそのまま口にしてるよ」

　──噓うそばっかり。

　柔にゆう和わな、本心を見せないルースの笑えみを見つめながら、エマは内心そう呟く。

　摑みどころのない人物ではあるが、不思議と誠実さを感じさせるのがすごいところだった。

「ありがとうございます、ルースさん。今の言い合いで、ちょっと元気が出ました」

　ルースは気付かれなくてもいいと思っていても、エマも気付いてしまえば礼を言いたい。だから素す直なおに言うことにした。

　エマの言葉に、ルースは虚きよを衝つかれたような顔になった。それからゆっくりと微笑む。困ったような、くすぐったいような表情になった。

「……そういう切り返しをされたのは初めてだな」

「そういう切り返しって？」

「僕の言葉をすごく良い方に受け止めてくれて、なおかつ真正面からお礼を言ってくることだよ」

　エマはよく分からずに首を傾かしげた。

「嬉うれしかったから、お礼を言っただけですよ？」

　ルースはらしくもなく頭を乱暴に搔かいた後、本棚に体を預けた。

「あーもう……。困るなあ、本当に僕好みなんだから。どうすればいいのさ、全く……」

　ぶつぶつと呟くルースの言葉の、半分も聞き取れない。

「あの、どうしたんですか？」

　困こん惑わくするエマを見つめていたルースは、ふと本棚から体を離はなし、エマの頰ほおに手を伸のばした。

　よく分からず、エマは真っ直すぐ吸い込まれそうな青い瞳ひとみを見返す。整ったルースの顔がどんどん近づいてくるが、どうしていいか分からない。ふと、ルースが動きを止めた。

「……ねえエマ。ちなみに今から僕が何するか、分かる？」

「いいえ。あの、ごめんなさい。全然分かりません」

「……だよねー」

　ルースは苦く笑うと、エマの頭を優しく撫なでた。

「ごめんごめん。ちょっと冗じよう談だんですまなくなるところだった」

「え？」

「何でもないよ。さあ、作業に戻ろう！」

　ルースの言葉にはっとし、エマは頷うなずいて本を手に取った。それから二人は喋しやべることなく、ひたすら本棚に本を戻もどしていく。

　──この本は、三段目の右から四冊目の位置で、こっちの本は、その隣。

　記き憶おくを反はん芻すうしながら、本の位置も正確に入れていった。

　やがて、城から持ってきた本がすべて棚に収まる時が来た。

「……あ」

　最後の本を入れ終えて、エマは本棚を見て呟つぶやいた。

「……本が、足りない」

　本棚の二段目の左から二冊目に入るはずの本がない。そこだけ一冊分、ぽっかりと空間があった。

「ルースさん。確認しますけど、本はこれで終わりですよね？」

「うん。城から持ってきたのはこれだけだね」

　ようやくエマの、あの時感じた違い和わ感かんの正体が分かった。エマは荒あらされたテオドールの部屋で、床ゆかに散らばった品物を見ながら、無意識にまだ荒らされていない部屋との比ひ較かくを行っていたのだ。そこで、荒らされた部屋に、足りないものがあることを咄とつ嗟さに感じ取っていた。

「どうして本が一冊ないんだ？　『幻黒の書』ではないよね。だったら、騎き士し達がエマの家まで押し入る理由がない」

「ええ。ここに入るはずの本は、隣りん国ごくの紀行文だったはずです」

「誰だれかに売ったとか？　あ、ハンスさんが買ったっていう本じゃないの？」

　エマは本棚に視線を向けたまま、首を横に振ふった。

「いいえ。父が買ってきた本とは違ちがいます。それに、この本棚にあるのはテオドールさんが気に入って集めた本で、決して誰かに売るようなことはしないと、前話していたんです」

　話しながら、吸い寄せられるようにエマはぽっかりと空いた空間に手を伸ばした。トン、と指先が本棚の奥に届く。

　エマは上から下にかけて指を滑すべらせた。その時、エマは自分の指の感かん触しよくに違和感を覚える。

　周辺の本を取り出して、棚の奥を覗のぞいた。ろうそくの明かりがあっても部屋は仄ほの暗ぐらく、見ても分からない。しかし、指を走らせるとそれは異変を知らせてくれた。

「ルースさん。ここ、触さわってみてくれませんか？　傷みたいなのが走ってるんです」

「傷？」

　怪け訝げんな顔になるルースの手をとって、エマは棚たなの壁かべへと導いた。

「……へえ。本当だ。何だろうこれ」

　ルースは目を見開き、それから何度も傷をなぞった後、少し考え込んだ。それからおもむろに、ドン、と棚の壁を叩たたく。

「えっ、ちょ、ちょっとルースさんっ？」

　驚おどろくエマが止めようとすると、カタン、と音がして棚の壁の一部が外れた。片手が入るほどの正方形の壁の一部を、ルースがしげしげと眺めている。

「すごい細工だね。触ってみないと切り口が分からないくらい、見た目じゃ判断できないもの」

「ル、ルースさん。これって一体何なんでしょう？」

「ん？　それはこれから確かめよう」

　ルースはそう言うと、正方形の穴が開いた部分に手を差し入れた。

「んー、ん？　何か取っ手みたいなのがある……」

　腕うでを精せい一いつ杯ぱい伸のばしながら、ルースは中を探さぐっている。そのままグイと手前に引っ張った。

　ズ、と棚全体が動き、エマはびっくりして思わず後ずさる。

「な、何……？」

　棚はルースが取っ手を引っ張ったことで、扉とびらが内側から開くように動いた。ずれた部分には一人入れるほどの隙すき間まがある。

「隠かくし部屋だ」

　ルースが興奮したように声を上げた。すぐにろうそくの灯った燭しよく台だいを手に取り、入っていく。

　エマもその後に続くが、その空間は二人入るには狭く、前も後ろも壁が迫せまるようで息苦しさを覚えた。通路の先には部屋らしきものが見える。恐る恐る部屋に入った途と端たん、先ほどの圧あつ迫ぱく感かんも忘れてしまう。

「この部屋、って……」

　部屋に入ってすぐに目に飛び込んできたのは、ろうそくの明かりに揺ゆらめいて艶なまめかしく輝かがやく金色の石の塊かたまりだった。その横には、細かな刺し繡しゆうの入ったタペストリーがあり、職人の気の遠くなるような作業が垣かい間ま見みえる。

「ふーん。これ、普ふ通つうの部屋にあった品物とは質も高価さも比べ物にならないね。この部屋にある品物こそ、テオドールが集めた手放せない財産だったってことだ」

　ルースが苦く笑しようしながら「用心深い人だったんだね」と続ける。確かにエマの目から見ても、目の前の品物がとんでもなく高価なのは分かる。物もの盗とりの心配をしたのは当然だろう。

「でも、こんな隠し部屋まで作るなんて」

　こんな部屋があることを、エマも、もちろんハンスも知らなかった。そしてたぶん、あの夜やって来た騎士達も知らなかったし、気付けなかったのだろう。確かに、四角に切り取った痕あとはよく目を凝こらさなければ分からないし、ましてや夜、ろうそくの光だけが頼たよりの中では更さらに見つけにくかっただろう。棚の壁に指を走らせてようやく気付くようなものなのだ。

「……ああ」

　そんなことを考えていると、ふいに、感かん嘆たんしたような溜ため息いきが横から聞こえた。ルースが、大きな東洋の壺つぼの脇わきに置いてあった、一冊の本を手に取っている。

　エマの心臓がドクンと鳴った。

「……まさか、それ……」

　その本の背表紙は、薄うす汚よごれた茶色だった。『幻黒』の由来となった、黒い血のような色ではなく、ただ色いろ褪あせてボロボロになっている。

　ルースは緊きん張ちようした面おも持もちで、ゆっくりと最初のページを開いた。

「『ここに聖なる杯さかずきを指し示す道を記す』。──これだ。ついに見つけた！　エマ、お手て柄がらだよ！　やっぱりテオドールは『幻黒の書』を持っていたんだ。そして、騎士に見つけられないように本をここに隠した。一冊本が抜ぬけていたのは、隠し扉を開けるために必要だったからだ」

「その本はどこに行ったんでしょう？」

「これじゃないか？」

　ルースが、『幻黒の書』の横にある本を見せる。確かに、それは本来本ほん棚だなに入るべき、紀行文が記された本だった。

「テオドールはハンスが帰った後、『幻黒の書』を部屋で見ていた。しかし、彼は騎士達が家にやって来るのに気付いたのか、慌あわてて隠し部屋に本を隠そうとした。本棚から紀行文の本を抜き取り、取っ手を引っ張って隠し部屋を開く。その時に紀行文の本も一いつ緒しよに持ってきてしまったんじゃないかな。それで慌てていた彼は、そのまま『幻黒の書』も紀行文の本も隠し部屋に置いてきてしまった」

　確かにそう仮定してみると、つじつまが合う。

「とにかく一度ここから出て、バルトとレイに知らせよう。本をじっくり見るのはその後だ」

　エマは言われたとおりに、もと来た狭い道を通って隠し部屋から出た。新しん鮮せんな空気を吸って、ホッと息を吐ついた時、ひやりと喉のど元もとに何かを突つきつけられる。

「……っ」

　叫さけぶ間もなくそのまま何者かに腕を引っ張られ、自由を奪われる。喉元には、鈍にぶい光を放つ剣が向けられた。

「エマ！」

　エマの後から出て来たルースが、険しい顔で叫ぶ。

「──その本をこちらに渡わたせ」

　エマは、背後から聞こえてきた声にびくりと体を震ふるわせた。エマを拘こう束そくしている後ろの人物が発しているのだが、その声にはローランドに住む人々の抑よく揚ようとは少し異なった、わずかな訛なまりがあった。

　裏街の酒場でバシリーが言っていた、『西の訛があった』という言葉が頭を過よぎる。

「ふうん。もしかして、僕らが本を探すのをずっと見張ってたの？　ひどい人達だね。苦労せずに横取りしようってわけ？」

　ルースは『幻黒の書』をぎゅっと胸むな元もとに抱かかえながら、片方の手は剣けんの柄つかに伸のばしている。それでも剣を抜けないのは、エマが人ひと質じちにされているからだろう。

「こちらはお前達の何倍も苦労している。さあ、さっさと本を渡せ」

「いやだなあ。エリアス人って短気が多いのかな？　そんなんだから、隠し場所にも気付けないんだよ。もっと我が慢まん強づよく探さないとね」

　ルースが小首を傾かしげて言った言葉に、エマを拘束する腕が強こわ張ばる。

　──エリアス人？

「……何を言ってる」

　動どう揺ようしたような仕草をしっかりと青い瞳ひとみで見て、ルースは「ああ、やっぱり図星？」と笑った。

「僕の勘かんってよく当たるんだよねえ」

「言っている意味が分からないな」

「エマが酒場で聞いた西の訛って言葉、ずっと気になってたんだ。アドリア王国の西に位置する小国エリアス。うちの国とは仲が悪いよね。五大国に押され続けて、とうとう血迷って聖せい杯はいを追い求めることにしたわけ？」

　エマの後ろにいる男が、ぐい、と喉元に剣を押しつけた。

「いいからさっさと本を渡せ！」

「どうやってアドリアに入り込んだか知らないけど、素す性じようを調べれば分かることだよ？」

「そんなことにはならない。お前達は今ここで死んで、我々は本と共に去るだけだ」

「ああ、それってエリアス人だって認めてるの？」

　畳たたみ掛かけるようなルースの言葉に、ふいに男が笑い声を上げた。

「……ああそうだな。だから何だ？」

「あの行商人を殺したのも、君達？」

「あいにくと短気なものでね」

　エマは背中を震わせた。顔を見なくても分かる。酷こく薄はくそうな表情で言っているのだろう。

「お前の仲間達は当分戻もどってこない。助けは望めないぞ」

　その言葉に、バルトやレイが物音を確かめに行ったのは、エマとルースだけを家に残す彼らの画策だったのだと気付く。

「まあ、君達は武芸大会見ていたものね。バルトとレイは強い。太刀たち打うちできないって思うのも仕方ないよ。で？　僕ひとりなら大だい丈じよう夫ぶとでも思った？」

　ルースは微笑ほほえんだまま言っているが、青い瞳には怒いかりが見えている。

「──ナメられたものだね」

　瞬しゆん間かん、ヒュッと空気を切り裂さく音と共に、小さなナイフがルースの手から投げられた。驚おどろいた男が、自分を庇かばうために思わず剣を振ふりかざしてナイフを薙なぎ払はらう。

　ふっと弱くなった拘束に、エマは体を捩ひねって腕から抜け出した。エマが横側に飛び退のくと、対たい峙じしていたルースが剣を抜くのが見える。そのまま男へと剣を突きつけようとした。

　男がルースの剣を受け止める。エマはルースの後ろへと走り、床ゆかに落としてあった『幻黒の書』を脇に抱えた。

「エマ！　そのまま外に出るんだ！」

　ルースが指差したのは部屋の出口ではなく、窓の方だった。エマは躊ちゆう躇ちよすることなく窓に足をかけて外に出る。急いでいたため、足を引っ掛けて転んでしまう。手をついた時に手のひらを擦すりむいたが、構ってはいられない。

「おっと。ここは通さないよ」

　しかし、家から出た途と端たんに、あの男の仲間達が行く手を阻はばむように立ち塞ふさがった。

「本を渡せ」

　ぎゅっと本を胸元に抱き込みながら、エマは叫んだ。

「絶対嫌いや！」

　その時、エマの視界が黒く染まる。

　黒い布が翻ひるがえって、エマを守るように前に立ちはだかる。

「バルトさん！」

　バルトはすでに剣を抜いて、男達を油断なく見つめている。

「窓から出るだけで、なんであんな無様に転べるんだか」

　そんな悪態が聞こえてきて、バルトを見て安堵した心に水を差された気分になる。

「見てたんならさっさと助けてくださいよっ」

　むっとして叫ぶと、バルトは前を向いたまま答える。

「だから助けに来たんだろ。そのままそこでじっとしてろよ」

「何でお前……っ、さっき足止めしたはずじゃ……！」

　対峙している男の一人が取り乱す。

「あれじゃ、準備運動にもならない。それと、お前らの仲間ならあっちのほうで全員のびてる」

　男達が一いつ斉せいに怯ひるんだような顔になる。バルトは「おい」とエマを呼んだ。

「もうすぐレイもここに来るが、戦いの邪じや魔まはするなって言っとけ。こいつらの相手くらい、俺一人で十分だ」

「何だと……っ！」

　バルトの言葉に煽あおられた男達が一斉に剣を向けてくる。

　エマは心配になる。先ほどまで戦ってきたバルトは、気分が高こう揚ようしているようだった。怪け我がをしないという、エマとの約束も覚えているか怪あやしい。

「あの、バルトさ──」

　エマが何かを言う前に、バルトが高く跳ちよう躍やくした。







　コルベールが滅ほろんだ戦いで、バルトの活かつ躍やくを人々は『幻黒の騎士』という名で称たたえた。明らかな劣れつ勢せいの中、バルトは一人で一度に何人もの敵の相手をした。とにかく、ひどい戦いだった。相手の顔など見ている暇ひまもない。向かってくる剣を避よけ、捌さばき、一点の急所を確実に仕留める。

　血の臭においと砂すな埃ぼこりだけが漂ただよう世界の中で、バルトはだんだんと自分が見ている風景から色が抜ぬけ落ちていくのを感じていた。集中力が高まるにつれて、感情が凍こおりついていく。

　今、テオドールの家の前で戦っているバルトが見る風景からも、色が抜けていた。

　倒たおした数は何人か。それだけを冷静に数えながら剣を振るう。

　自分が他人の命を握にぎっているという感覚。それはどこか、高こう揚よう感かんと似ている。誰だれかの血の臭いを感じながら、ひたすらに体を動かす。

　敵の一人が、バルトに敵かなわないと思ったのか、ふいに背中を向けて逃にげ出そうとした。

「……逃げてんじゃねえよ」

　バルトは走り寄り、逃げた男の真正面に立つ。顔面蒼そう白はくになった男の顔を見ても、バルトの心は動かない。

「たっ、助けてくれ……！」

　もう戦意はないのだと剣を地面に落として両手を上げる相手を、冷たく見返した。戦場で怖おじ気けづいて逃げていった敵も、生きている限りは脅きよう威いに成り得るのだと何度も思い知っている。

　こんな命いのち乞ごいなど何の意味もないのだ。

　目の前で息の根を止めない限り、一いつ瞬しゆんたりとも気は抜けない。

　剣を振りかざそうとした瞬間、ふと空気が変わる。

「……っ、レイ！」

　ふわりとバルトの背後についたのは、レイだった。先ほどまでバルトとは違ちがう騎士達に足止めをされていたのだが、ようやくエマのところに戻ったのだろう。

　──あいつ。俺一人でいいって言ったのに。

　伝言しなかったのかと、エマに対して眉まゆを寄せる。見ればなぜかエマは不安そうな顔で、じっとバルトを見ていた。これがまた、気に入らない。

　──何だよ、その顔。万にひとつも俺が負けるとか思ってんのか？

　苛いら立だちは、背後で剣を受けているレイにも向かう。

「おい。これくらい俺一人で平気に決まってるだろ。邪魔すんなよ」

　レイに叫さけぶと、静かな瞳がバルトを見てきた。

「少し落ち着け。速度を落とすんだ。それに、戦う気のない人間をわざわざ追う必要はない」

「俺に指図すんな」

　自分と敵だけの世界に、他人が入って来るのは許せない。

「これは俺の敵だろうが！　横取りすんじゃ──」




「──いい加減にしろ！」




　怒ど鳴なったのはレイではなかった。思わずバルトは体をとめて、声のした方を振り向く。

　テオドールの家から出てきたルースが、ゆっくりとこちらに向かって歩いてくる。いつもの茶化したような顔ではない。凜りんとしていて、思わず人がルースのために道を空けてしまうような、そんな異様な雰ふん囲い気きが立ち上っている。

「バルト。一人で戦おうとするな。何のために私やレイがいると思うんだ？　私達を頼たよれ！」

　言葉が出ない。いつも出てくる悪態さえ封ふうじてしまうような声だった。

　バルトは立ち尽つくし、その真っ直すぐな青い瞳ひとみを見続けた。
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　──何だ、これ……。

　ふと、何かが甦よみがえる予感がする。忘れかけていた、バルトの真っ暗で空くう虚きよな部分。

「ここには普ふ段だん生活している人達がいるんだ。確かにお前一人でも敵は倒せる。だが私達が協力すればもっと早く終わるだろう？　住民達を巻き込むような危険を、減らすことが出来る。自分の事だけ考えるんじゃない。人々を守ること、それこそが」

　そこでルースが、とうとうバルトの横まで来た。

「『騎士』の役目だ」

　バルトは目を見開く。ルースは、真しん摯しな瞳でバルトに言う。

「──これは命令だ。バルト・ヴィルヘルム。一人で暴走するな。私達に、背中を預けるんだ」

　命令と言われて、いつものバルトならすでに言い返している。しかし、今は反発心が沸わき上がらない。それどころか、目の前の相手に膝ひざを折りそうになってしまった。

　……いつ、だっただろうか。

　バルトにとっては遠い昔、同じようなことを、ある人に言われたことがあった。バルトが騎士になれると信じてくれた人。自分の生きる理由と居場所をくれた人。

　──コルベール王……。

　ふと浮うかんだ名前に、バルトは頭かぶりを振ふる。その時、ルースが剣を抜いて、バルトが対たい峙じしていた男に斬きり付けた。

「隙すきがありすぎだよ、バルト」

　そう言って振り向いたルースは、いつもの締しまりのない顔で笑っていた。あの独特の雰囲気が消えている。

「……お前がべらべら喋しやべってるからだろ」

「相変わらずバルトは失礼だね。それに、頭に血が上りすぎ」

　言いながら、ルースがするりとバルトと背中合わせに移動した。それを自然に受け入れている自分がいる。レイが敵を倒しているのを見ても、先ほどのような怒いかりは出てこない。

「バルト、頰ほお怪我してるよ」

　ルースに指し摘てきされ、バルトは自分の頰を触さわった。右側に、微かすかな痛みを感じる。

「あーあ。エマに怒おこられるね。怪我するなって言われてるのに」

　そう言われて、エマとした約束を思い出した。

「ああ……、だからあんな、心配そうな顔してたのか……」

　呟つぶやいてから、自分がいかに冷静でなかったか理解する。ちらりとエマの方を見ると、あからさまに安心した顔をしていた。なぜか胸の奥が、むずむずと痒かゆくなる。

「さあ、とりあえず目の前の敵を倒すよ。まだ文句ある？　僕らはバルトの背中を預かれるくらいには、力あるつもりだよ」

　ルースが、片目を瞑つぶって言う。その言葉を、初めて心の底から頼たのもしいと思った。







　戦いは、それからすぐに幕を閉じた。バルト、ルース、レイの三人の前に、いくら大人数で押しても結果は同じだった。敵はすべて倒され、今エマの目の前でローランドの騎士達に拘こう束そくされている。

「派手なことをやってくれたな」

　ザウルが、眉を寄せて腕うで組ぐみしている。横には、教会から司教も来ていた。

「真犯人も見つかったしいいじゃないですか。彼らの自白、ちゃーんと聞いてたでしょ？」

　ルースがにこにことザウルを取り成す。

「ああ。確かに聞いたが」

　エマが隠かくし部屋を見つけたことで、エマ達を見張っていた敵は家へと入って来た。そこでルースは、隠れていた領主側代表のザウルと、裁判を行う教会の司教を立ち会わせて、敵の自白を引き出したのだった。エマ達が城にテオドールの家の品物を取りに行った時に、ルースがあらかじめ立ち会いの協力をザウルに依い頼らいしていた。

　エマが書を持って窓から逃にげた後、隠れていたザウルが出てきたことで騎き士しの男はすぐに捕つかまった。

「ザウル様、司教様！　真犯人は捕まりました。父は解放されますよね？」

　エマが詰つめ寄ると、ザウルが司教と顔を見合わせる。司教がゆっくりと頷うなずいたのを確かく認にんして、ザウルがエマに向き直る。

「ハンスを地ち下か牢ろうから出すように、今から使いを送ろう」

「あ、ありがとうございます！」

「いや。私達の方こそ、疑って悪かった」

　きちんと頭を下げたザウルに、エマはようやく心の底から安心した。

「……いいんです、もう。良かった……」

　安心して力が抜ぬけすぎたのか、その場にしゃがみ込んでしまう。ずっと張りつめていた糸が切れてしまったようだった。

　心配そうにルースが顔を覗のぞきこむ。見上げれば、バルトとレイの姿もあった。

「皆みなさん、本当にありがとうございます。皆さんのおかげです」

　エマが頭を下げると、「何を言ってるんだ」とレイが大きな手でエマの頭を撫なでた。

「エマが頑がん張ばったから、父上は助かったんだ」

「うんうん、そうだよ。ねえバルト？」

　ルースが大きく頷きながら、隣となりのバルトに声をかける。

「あー？　んー、まあ」

　気のない態度で、面めん倒どうくさそうに答えられた。「あのね。だからもっと他ほかに言い方ないの？」とルースがバルトに突つっ込んでいる。

　その時、ふいにルースが表情を変えた。目の前を、エマの家に押し入ってきた騎士が城へと連行されるために歩いている。

「やあ、君」

　ルースが穏おだやかに声をかけた。

「リーダーであろう君とは後でゆっくり話をしよう。黒幕は誰だれかとか、色々聞くことがあるからね。ローランドから、シュヴァルツの城まで旅してもらうからそのつもりで。僕と、あとは父上とも直々に話をすることになるから」

「え？」

　その場の誰からともなく、そんな疑問の声が上がった。

　──シュヴァルツの城？　父上？

「シュヴァルツの城って何だよ？　その城は……」

　バルトが戸と惑まどったような顔で言う。エマも同じ心境だった。

　シュヴァルツ城。それはアドリア王国の王都に建てられた、王が住まう城だ。現国王アーベル・フェイスフェルトが統治する堅けん牢ろうにして美しい城。

「ん？　シュヴァルツ城は僕の家」

「……は……？」

　エマは瞳ひとみを瞬まばたいて、まじまじとルースを見つめた。これは、彼お得意の冗じよう談だんなのだろうか。

　理解できずに戸惑うエマとバルトを見て、ルースは苦く微笑ほほえんだ。

「もういいだろう、ルース。いつまでも隠しておけることではない。それに言いたくないからといって、そうやって長引かせるのはお前の自分勝手というものだ」

　この場でレイだけがルースの言葉に動じず、ルースを窘たしなめるように言った。

「分かってるよレイ。でもさ、正体を明かして態度を変えられたりしたら嫌いやじゃないか。この心ここ地ちいい距きよ離り感かんが気に入っていたのに」

　そう言うと、ルースは胸に手を当てて、エマとバルトの前に立った。




「──私の本当の名は、ルース・フェイスフェルト。アドリア王国の第一王子だ」




　優ゆう雅がに腰こしを折るルースに、バルトが目を見開いた。エマもまた、ぽかんとルースを見つめることしかできない。

「第一王子……っ？」

　話を聞いていたザウルが、驚きよう愕がくの声を上げた。

「だ、だからシュトライト家の紋もん章しようを持っていたのか？　あれは主あるじのものだと言っていたが」

　シュトライトは、王家に忠誠を誓ちかう名門の騎士の家の姓せいである。代々王家の近衛騎士を務めることで有名だった。ローランドの領主からしても、雲の上の存在だ。

　そこでエマは「あっ」と声を上げた。

「もしかして、その紋章を見せたから、地下牢で父さんと会う許可が出たんですか？」

　ローランドの城で、ザウルにルースが何かを見せていた風景が思い浮うかぶ。

「そうか。武芸大会が開かい催さいされたのも……」

　バルトがルースを見つめながら呟く。確かに、一いつ介かいの騎士であるルースに、なぜあんなことができたのか疑問だった。

　──主が偉えらいんだ、なんて言ってたけど。

「では王子がシュトライト家の紋章を借り受けて、身分を隠していたと？」

　ザウルの言葉に、ルースが「まあね」と頷く。

「でもちゃんと本人に使う許可を取ってからじゃないと、貸してもらえないよ？」

「当然だろう」

　そう言ってなぜかレイがルースを睨にらむ。

「シュトライトの紋章は誇ほこり高きものだ。泣く泣く貸しているんだぞ」

「え、ちょ、ちょっと待ってください」

　エマは頭を抱かかえた。新たに出てくる事実についていけない。

「その会話だと……、じゃあ、レイさんがシュトライト家の方なんですか？」

「いかにも。私はレイ・シュトライト。このへなへなした、女性に現うつつを抜かす王子の近衛騎士をしている」

「何その自己紹しよう介かい。仮にも僕は主でしょうが。もっと敬ってよ」

　ルースが顔を顰しかめる。

「まあとにかく。この星に誓って、王子を守るのが私の使命だ」

　レイが自分の剣けんの柄つかに刻まれた星を撫でる。

　星。そこでエマは、はっとルースのマントの留め金を見た。

「三日月……」

　エマの考えが分かったのだろう、ルースが笑えみを浮かべた。

「この三日月は、僕を指し示す紋章に描えがかれるいわば象しよう徴ちようなんだ。そして月の周りに寄り添そうように浮かぶ星は、忠誠を表す。だから僕は、自ら選んだ部下に星を模したものを贈おくることにしているんだ」

　三日月と星に、そんな意味があるとは知らなかった。王子と、王子に忠誠を誓う騎士。エマと同じように呆ぼう然ぜんとしているバルトに声をかけた。

「ちょっとバルトさん。バルトさんは知らなかったんですかっ？」

「知るわけねーだろ……！」

　苛いら立だったようにバルトがぐちゃぐちゃと自分の頭を搔かく。

「僕は時々、城を抜け出してアドリアを回っているんだよ。護衛はレイにまかせてね。バルトとはその最中に知り合ったんだ」

「……なんで言わなかった」

　バルトが鋭するどくルースを睨んだ。常人なら震ふるえ上がってしまいそうなバルトの視線を、ルースは穏やかに受け止める。

「君をもっとよく知りたかった。同じ騎士という立場で、君を見てみたかったんだ」

「……なんだよ、それは」

　ルースは、ぎゅっと自分の胸むな元もとを握にぎりしめる。

「僕はこの国の第一王子。幸運なことに、王位継けい承しようの一番目だ。だが、だからと言ってそれに胡坐あぐらをかくわけにはいかない」

　エマは、ルースの表情が少し曇くもったことに気付いた。

「僕は王の器うつわではないと考える側近はたくさんいる。後ろには第二から第四王子までいるからね。どの側近も、自分の望む王子を王にしようと擁よう立りつして派は閥ばつを作ってる。競きそう相手が死んでくれることを祈いのるくらいなら可か愛わいいものだけど、実際に行動しようとする不ふ穏おんな動きもある」

　王宮というのがどんなところか、エマには想像しようがない。きらきらしいのは物語の中だけの話で、実際はかなり血なまぐさいところらしい。

「──それでも、王になるのはこの僕だ」

　エマは顔を上げてルースを見た。すっと前を見み据すえて宣言するルースの姿から、目が離はなせない。その言葉には、強い信念が感じられた。

「剣が弱いのも、体格が足りないのも百も承知だ。そういう自分を認めて、それでも勝てる方法を探して努力する。真正面からでは勝てなくても、小こ柄がらな体を活いかした戦い方だってある」

　レイが、言葉を紡つむぐルースを眩まぶしそうに見ている。

「そして、それでも補えないところは、誰かに助けてもらえばいい」

　そう言って、ルースは笑った。気負うことのない笑みに、エマもつられて微笑んでしまう。そして、心の中で感かん嘆たんした。

　──この人は、人が好きなんだ。人を信じることのできる人なんだ。

　頼たより切るわけではない。相手を信しん頼らいし、一いつ緒しよに歩いて行こうと言ってくれる人なのだ。それでも最後には、一人でも先頭に立てる資質がある。暴走したバルトを決然とした態度で止めたルースを、エマは見ていた。

「僕は自分が信頼できる優ゆう秀しゆうな人材を探してるんだ。僕と一緒に戦って、この国を一緒に守っていってくれる人をね」

　ルースはゆっくりとバルトに視線を合わせた。

「僕は君の強さが欲しかった。誰だれよりも勝ちにこだわり、強い信念を持った君を。でも君は主を失って、その強さには曇りがあった。だから、まずは僕達の素す性じようを知らせるよりも、身分の関係ない僕達自身を見て信頼して欲しかったんだ」

「……信頼」

　ぽつりと、バルトが呟つぶやく。ルースはすっと息を吐はいて、真しん摯しにバルトを見て言った。

「バルト・ヴィルヘルム。君に戦う理由と居場所を与あたえよう。それは私、アドリア王国第一王子ルース・フェイスフェルトの騎き士しになることだ」

　バルトは目を見開く。

「……ねえバルト。僕が主じゃだめかい？」

　最後は凜り々りしい表情を崩くずして、茶化すようにルースが小首を傾かしげた。バルトは何かを言いかけ、それから頭を搔きながら、結局は溜ため息いきを吐ついた。

「ほんっとお前、つくづく頭にくる奴やつだよ……」

　バルトの口元に、苦い笑みが浮かんでいる。しかし、どことなく清すが々すがしい表情にも見えた。

「女たらしで噓うそつきで、性格もすこぶる悪い」

「ちょっとバルト。言い過ぎでしょうが」

　ルースが唇くちびるを尖らすと、バルトが観念したように言った。

「……こんな奴が、俺の主か」

「え？」

　バルトは唇を引き結ぶと、すっとその場に片かた膝ひざをついて跪ひざまずいた。エマ達が目を丸くしていると、バルトはゆっくりと頭を垂れる。

「しょうがねーから、なってやるよ。お前の騎士に」

　ルースが小さく笑った。

「バルトらしいね。行動と言葉が全然合ってないよ？」

「おいバルト。いいか？　こういう場合の騎士の振ふる舞まいは……」

　レイが厳しい表情で抗こう議ぎすると、バルトはすぐに立ち上がってしまう。

「説教ならあとで聞く」

　ひらひらと手を振るバルトに、レイが目を瞬またたかせた。いつもレイが騎士について説くたびに拒きよ否ひしてきたバルトの言葉とは思えない。

　変わったバルトに、レイは小さく笑みを浮かべた。

「ようし。お前は教えがいがありそうだ。ビシビシしごいてやる」

　途と端たんに嫌いやそうに顔を顰めるバルトに、エマは笑ってしまう。

　──良かった。新しい主ができて、バルトさんももうあんな悲しい顔しなくてすむんだ。

　自分のことのように嬉うれしくて笑っているエマのところに、ルースがやって来た。

「他人ひと事ごとだと笑ってるけど、エマ、君もだからね？」

　エマはきょとんとルースを見つめる。

「エマの記き憶おく力、僕のところで使う気はない？」

「……え」

「ローランドの中でも、エマの力は役立ってると思うよ。大鷲亭からエマがいなくなったら、お店が回らなくなるかもしれない。でも、僕だって君が欲しいんだ」

　優やさしく囁ささやきながら、ルースがエマの頰ほおを撫なでる。

「その力を役立てたいなら、街なんて言わずに国中の役に立ってよ。ここ、ローランドから出て、僕らと一緒に来てくれないか？」

　ふいに目の前に、大きな長い道を提示された気分だった。

「ローランドの、外」

「うん。外の世界を見てみたいって言ってたでしょ」

　確かに言ったし、それはエマの幼い頃ころからの夢だ。外に出たい、外の世界を見られるならば見てみたい。旅人の話を聞くたび、本を開くたびに、何度も何度も願った夢。しかし、ふいに父親の顔が思い浮うかんだ。

「でも、父さん、が」

　エマがいなくなれば、ハンスは一人で畑を続けていくことになる。たった一人畑に佇たたずむハンスの姿を思い浮かべて、エマの心臓がぎゅっと摑つかまれたように痛くなった。父親がいなかったこの数日間で、エマは家族が欠けるという恐おそろしさを思い知っていた。

「もちろん僕も、ハンスさんにお願いするよ」

　ルースがそう言ってくれても、エマはすぐに返事をすることができない。

　──ああ、どうしよう私。

　エマは自分自身に呆然とする。夢を叶かなえたいと思っていた。しかしいざ、外に出ていいと言われてみると、ローランドを離れる覚かく悟ごもないことに気付いたのだ。エマがローランドを出ていけば父親が一人になるのは当然のことなのに、それを本当には理解していなかった。

「ルース。エマの都合もある。少し考えさせないといけないだろう。エマと父上ふたりで話さないといけないし」

　レイがそう言ってくれて、ルースは「そうだね」とこの場はひいてくれた。

「とにかく、城に行ってハンスさんと合流して、それから大鷲亭に帰ろう」

　その言葉をきっかけに、四人で道を歩く。エマは前を歩くルースの背中を見ながら考えた。

　──父さんを、一人にする？

　そんなことができるのか。覚悟もなく夢を得意げに語っていた自分自身が恥はずかしくなった。夢物語だというバルトの言葉に怒おこって反論したくせに、一番自分の夢を信じていなかったのはエマ自身だ。

　──どうしよう。

　エマはひたすらに、考え続けていた。
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　大鷲亭に戻もどった頃には、夜もかなり更ふけていた。しかし遅おそい時間にもかかわらず、知らせを聞いたターニャが、地ち下か牢ろうから出たハンスに精のつく料理を作って待っていてくれた。

　ハンスは疲つかれが出ていたのか、料理を食べるとすぐに部屋で眠ねむってしまった。エマ達もまた二階の宿の部屋に入り、今は四人でじっとベッドに置かれた一冊の本を眺ながめていた。

「これが、『幻黒の書』……」

　バルトがゆっくりと本を手に取る。それからすぐさま、一番後ろのページを開いた。

「うわっ、最初にそこ見ちゃうの！」

　なぜか慌あわてたようにルースが声を上げる。レイもまた、驚おどろきに体を硬かたくしている。

「国も民たみも顧みず、コルベール王が自分自身すら投げ出して得た答えを、俺は知りたい」

　そこでエマははっとする。皆みなが『幻黒の書』を求めるようになったのは、コルベール王が聖せい杯はいの在り処かを最後のページに記したとされるからだ。バルトの主あるじは、国を傾かたむけて聖杯探たん索さくに捧ささげた。聖杯を見つけるために場所を知りたいというよりは、バルトは前の主の生きた痕こん跡せきを確かめたいのだろう。

　最後のページに、みんなの視線が集中した。

「……何だこれ」

　バルトが眉まゆを寄せた。

「千切られてる……？」

　バルトの肩かた越ごしに覗のぞき込んだルースが呟いた。

　最後のページだけ、乱暴に破ったような痕あとが残っている。

「誰かが聖杯の行方ゆくえを知らせまいと、ページを破ったのか？」

　レイが難しい顔で腕うでを組む。ルースは首を傾げた。

「うーん。僕らが知っているこの本の所有者は、コルベール王、吟ぎん遊ゆう詩人、テオドールの三人だけだ。他ほかにも本が誰かに渡わたった可能性もあるし、誰が破ったかは分からないね」

　そう言うと、ルースは「はーあ」と大きな溜息を吐いた。

「……やっぱりそんな簡単に、聖杯の行方なんて分かるわけないかあ」

「ルースさんは、聖杯を手に入れたいんですか？」

　残念そうなルースの態度を見て、エマが尋たずねる。

「手に入れたい」

　即そく答とうだった。ルースは一変して厳しい表情になり、エマ達を見回す。

「さっき、宿に戻る前に少しだけ、エリアス人のあの騎き士し達と話したんだ。話によると、彼らはエリアス国の命令で『幻黒の書』を探しに来たわけじゃなかった」

「えっ」

「では、やはり……」

　何かに思い当たったようにレイがルースを見やる。ルースは頷うなずいた。

「ああ。彼らに命令したのはギルベルト国だ。書を探し出せば、ギルベルト国の騎士にしてやると言われたらしい。彼らは素行が悪く、エリアス国から追放処分を受けた騎士だった。そこにギルベルト国が目をつけたんだろう」

「その態度じゃ、予想してたのか」

　バルトが鋭するどい視線で、ルースとレイを見つめる。ルースは肩かたを竦すくめた。

「まあね。僕とレイは、ギルベルトが人を使って聖杯探索を行い出したという情報を手に入れていたんだ。しかも、『幻黒の書』の行方にかなり迫せまっているという話だった」

　エマは無意識に、『幻黒の書』を見やる。

「とにかく、危機感を持ったよ。あのやっかいな国が、聖杯なんて大きな力を手に入れたらどうなると思う？　皆で仲良く平和に暮らしましょう、なんて願うとは思えないね」

　吐はき捨てるようにルースが言う。

「現在、五大国と呼ばれる国々は兵力が拮きつ抗こうしている。だから戦っても攻せめあぐねて、結局互たがいを侵しん略りやくすることはできない。そんな状じよう況きようがもう数十年だ。この間ずっと我々は、争いを繰くり返してきた」

　黙だまっていたレイが、ルースの代わりに話し出す。

「そんな中、最近不ふ審しんな動きをしているのがこのギルベルトだ。他国の人間を連れ去って強制労働させて、更さらに聖杯の行方まで本格的に探し始めている。しかも、彼らが追った『幻黒の書』の情報は正しかった。こうして今ここに書があることがその証しよう拠こだ。彼らは聖杯探索において、他国を出し抜ぬいているんだ」

「でもまあ、最終的に書はアドリアにあるからいいけどね。本当に、ギルベルトに渡らなくてよかったよ」

　ルースが息を吐いて笑う。その様子を見ていたバルトが、おもむろに口を開いた。

「ひとつ聞いていいか」

「そう改まられると何だか怖こわいな。どうしたの」

「お前が聖杯を手に入れたいのはなぜだ」

　ルースは口を閉じて、じっとバルトを見つめた。バルトも目を逸そらさない。

「……それを聞いちゃったら、もう後あと戻もどりできないよ？　強制的に手伝ってもらうからね」

「今いま更さらだろ」

　そっけなく言うが、バルトの瞳ひとみには確かに、ルースへの信しん頼らいが見てとれた。ルースもバルトの覚悟を感じたのか、居住まいを正して言う。

「ギルベルトの『人さらい』はアドリアも他国も被ひ害がいに遭あっている。それでも連れ去られた人々が、ギルベルトできちんとした待たい遇ぐうを受けていればマシだが、そうではない。あの国は人を労働力としか考えていない。そんな国に聖杯を渡すわけにはいかない。これが理由のひとつ」

　青い瞳がひたりと前を見み据すえる。立ち上るような王族の雰ふん囲い気きに、圧あつ倒とうされてしまう。

「もうひとつは、……さっきレイが言ってただろう？　五大国は兵力が拮抗し、ずっと終わらない戦いを続けてきたって。僕はそんな長期化した戦いを終わらせたいんだ」

　確かに、エマ達は城じよう壁へきに囲まれながら、常に戦いが身近にある。領地争いは日常的にどこかで起こっており、人が足りなければ騎士だけでなく街の男達が戦うこともあるのだ。

「争いが続けば続くほど、徴ちよう収しゆうされる税の負担が大きくなる。住民達のための食しよく糧りようがなくなっていく。命が消えていき、人々が疲ひ弊へいしていくのは避さけられない」

「それが聖杯を求める理由か」

「うん。すでに賽さいは投げられてる。『幻黒の書』は存在したんだ。これからアドリア、ギルベルト以外の三国も聖杯探しを始めるはずだ。その中で何としても先んじて聖杯を得る。そうしていらぬ血を流すことなく、五大国をまとめて統治する足あし掛がかりにするんだ」

　ルースの言葉に、誰だれもが口を挟はさめなかった。部屋に静せい寂じやくが満ちる。

「五大国を統治、ね……。ずいぶん壮そう大だいな夢物語だな」

　ようやくバルトがそう口にする。

「聖杯を探し出すのとどっちが夢物語か分からないよね」

「まあ、聖杯はどんな願いも叶かなえるんだから、聖杯さえ見つかれば統治も夢ではないかもしれないが」

「聖杯に何かを願うつもりはないよ」

「え？」

　にこりと笑ったルースの言葉に、思わずエマは声を上げた。

「聖杯に願わないって、どうしてですか？」

「言ったでしょう。聖杯は足掛かりに使うだけだって。僕が目指すのは強固な信頼関係で結ばれた国だよ。きっかけは聖杯によって結ばれてもいい。でもそれから先、互いの国を知っていくには、僕等自身が努力しなくちゃダメだ」

　青い瞳はもはやバルトを見ていない。この部屋でもなく、もっと先の遠い未来を見据えていた。横目でバルトを見れば、彼もまた、魅み入いられたかのようにルースを見ている。

　ルースは茶目っ気たっぷりに小首を傾かしげて言う。

「大体、聖杯の力がいつまで作用するのかも分かんないのに、そんなことできないよ。ある日突とつ然ぜん魔ま法ほうがとけちゃったらどうするのさ」

　レイが、思わずといった様子で噴ふき出した。

「毎日毎日、どうしてこんな女たらしのお調子者を主人にしているのかと疑問に思うんだが」

「ちょっとレイ、君ね」と眉を寄せるルースを、レイは眩まぶしそうに見る。

「……時々、やはりあなたは王族なんだな、と思う時がある」

「ええと……、それって褒ほめてる？」

「自由に解かい釈しやくしてくれ」

「分かった。ねえエマ、すごいよ！　レイに褒められちゃったよ。久しぶりすぎて、いつ以来か分かんないや。ああ、また忘れたらどうしよう。今の言葉、しっかり覚えておいてくれる？」

　いつも通りのルースに戻もどっていた。エマは笑いながら頷く。

「さて。僕の野望を聞いちゃったんだから、協力してよね」

　ルースはエマとバルトを見まわして言った。

「やっぱりお前、変な主人だよ」

　バルトはそう言いながらも、どこか楽しそうな顔をしている。

　エマも頷こうとしたが、ふいにハンスの顔が過よぎる。そのまま俯うつむいてしまった。

「さあ、『幻黒の書』の中身を見てみよう」

　ルースはエマの態度には触れずに、話題を切り替かえてくれた。

　バルトは物言いたげにエマを見ていたが、結局は何も言わずに書を手に取った。じっと無言でページに視線を走らせている。何かコルベール王が記したところがないか調べているのだ。

　エマはそっとバルトの背後に回って、本の内容に視線を滑すべらせた。エマ自身聖せい杯はいに興味はないが、伝説とされている『幻黒の書』の中身は気になっていた。

　聖杯を追い求めた人々の記録というだけあって、様々な地名や国名が出てくる。いつの間にかエマは話にすっかり引きこまれていった。

　しかし、ふとあることに気付く。

　──あれ？　どうしてだろう？

「……私、この話知って、る？」

「はあ？」

　バルトが怪け訝げんな顔で振ふり向いた。

「この後、……たぶん三人の騎士は一度失敗するんですよ。でも、もう一度旅に出て、それで旅人のおじさんに手がかりを貰もらって、それで後は、金貨を見つけることになる……」

　いつの間にかルースが立ち上がって、バルトから本を奪うばい取った。それからじっと文字に視線を走らせる。

「……うん、エマの言う通りだ。三人の騎士は聖杯探たん索さくに出かけて一度失敗し、国へと帰る。しかし再び探索して、偶ぐう然ぜん知り合った老人から聖杯の情報を聞き出すんだ。情報の先はある街らしいね。えーと、その名は……」

「アベーユ？」

　エマが言うと、驚おどろいた表情のルースがこちらを見ている。そのまま肩を摑つかまれた。

「ちょっとエマ。本当にどうして知ってるの？」

「『先生』に教えてもらったんです。言ったでしょう？　私は『先生』から、色々な地方の伝説や物語を教えてもらっていたんです。ただ、それが聖杯探索の記録だなんて『先生』は言ってなかったし私だって知りませんでした」

　混乱する頭を整理しながら話す。

「聖杯という部分は、このお話では『竜りゆう』に置き換かえられています。それに、『幻黒の書』の話は当然聖杯は見つからないままですが、私が聞いた話はすべてお話として完結しているもので、今話した話だって、ちゃんと最後に『竜』は見つかり、皆みな幸せになれるっていう話です」

　エマは呆ぼう然ぜんと、ベッドに置かれた『幻黒の書』を見つめる。

「色々って言ってたね。ってことは、他ほかにも教えられてるのかな？　次にこの章を読んでみるから、心当たりがあったら言って」

　それからエマの聞いた話と、『幻黒の書』の話を照らし合わせる時間が始まった。数時間後、くたくたになりながら四人が出した結論は、エマは知らずに、『幻黒の書』の内容を記き憶おくしていたということだった。それも、吟ぎん遊ゆう詩人によって。

「どーなってんのこれ。もうわけが分からない……」

　ルースが疲つかれたように頭を押さえ、バルトはじっと考え込んでいる。

　先生、と、エマは幼い頃ころに別れたままの詩人に向けて呟つぶやく。

　──一体何のために、こんなことをしたんですか？

『エマ。覚えていてください。最初から、噓うそだと決めつけて物事を見ないこと。どちらの可能性も頭に置いたうえで、ありのままの風景を見て、言葉や物語を聞くんです』

　エマの記憶の中で、詩人はただそう言って微笑ほほえむだけだった。







　エマ達が『幻黒の書』を読んだ翌日、ハンスのお祝い会と称しようして、大鷲亭で宴うたげが行われることになった。昼に料理を仕込み、マルクやハンスの友人をたくさん誘さそった。

　そうして夜の帳とばりが降りて、大鷲亭の燭しよく台だいにもろうそくが灯ともり、宴は始まる。

　ターニャには今日は給きゆう仕じをしなくていいと言われたが、動いていたほうがエマの性に合っている。くるくるとテーブルを回りながら、酒や料理を運んだ。

「なーんかこうしてると、最初に会った夜を思い出すねえ」

　ルースが頰ほお杖づえをつきながら、動き回るエマを見て言う。開口一番ルースに褒められたのを思い出して、エマも笑う。

「そうですね。三人とも、すごく目立ってました」

「まあ分かるよ。僕の恰かつ好こ良よさと、バルトの威い圧あつ感かんとレイの堅かた物ぶつ感。そりゃあ目立つよねえ」

「私ほど騎き士しらしい男はいないぞ。堅物ではなく生き真ま面じ目めと評してくれ」

　レイの指し摘てきには、「堅物も生真面目も一いつ緒しよでしょ」とルースが肩かたを竦すくめた。バルトは興味なさそうに、ビールを呷あおっている。

「おーい、エマ！　こっちにも酒を頼たのむ」

「あ、はーい」

　エマは慌あわてて踵きびすを返した。ちらりとハンスを見やると、マルクと顔を赤くして楽しそうに笑っている。それを見て、この会を開いて良かったなと心から思えた。バルト達も力を抜ぬいてお酒や料理を楽しんでいる。覚かく悟ごを決めなければいけないのは、後は自分だけだと思った。

　それから一時間後、ようやく注文も落ち着いてきて、エマもルース達と同じ席につき、美味おいしい料理を食べ終えていた。

「そういえばエマは、お酒飲まないの？」

　ひょいとテーブルに身を乗り出し、興きよう味み津しん々しんでルースが聞いてくる。

「お酒ですか……」

「毎日酒場で働いてて、お酒の匂においとかももう慣れてるでしょ？　実は結構強かったりする？」

　それはこの大鷲亭の客からもよく聞かれる質問だった。エマは苦く笑いながら言う。

「飲めないんです。お酒って苦いじゃないですか」

「見た目通りのお子様だな」

　ビールを呷りながら、バルトが馬ば鹿かにしたように鼻で笑う。エマのこめかみがピクリと動いた。

「一応聞きますけど、見た目通りってなんですか」

「色気のない子供みたいな奴やつ、って意味だ」

　ぶるぶるとエマの両手が震ふるえるが、ぐっと我が慢まんする。

　──落ち着け私。冷静に冷静に……。

「お酒が飲めないからって、子供とは限りませんよ」

「苦いから飲めないなんて、まんまお子様の舌だろ」

　ああ言えばこう言う。その口を閉じさせたくなって、エマはぐっと、バルトが飲んでいたビールのマグを奪い取った。

「おい。何すんだよ」

「飲めますよ」

「は？」

「ビールくらい飲めます！」

　ついさっき落ち着けと言った自分の言葉を打ち消して、一気にビールを呷った。

「あ、馬鹿……！　やめろっ」

「ああっ！　エマ、そんな急に飲んだらっ」

　慌てたようなバルトとルースを無視して、ごくりごくりとすべてのビールを飲み干す。

　──ううっ、やっぱり苦い……。

　だがそんなことは顔に出さずに、エマは笑ってみせた。

「ね！　ちゃんと飲めたでしょう！」

「飲めたでしょう！　じゃねーよ！」

　なぜかバルトに怒おこられてしまい、ムッとする。

「何ですか、飲めって煽あおったのはそっちでしょ！　後こう悔かいしても知らない……」

　そこでふいに、喉のど元もとがカッと熱くなる。そのまま、ぐらりと視界が揺ゆれた。







「……何で俺がこんなこと……」

　バルトは大鷲亭の二階へと続く階段を上がっていた。右みぎ肩かたに感じるずしりとした重さに、溜ため息いきを吐つく。

　バルトが抱かかえているのは、酒を飲んで眠ねむってしまったエマだ。ルースからは、「バルトがからかったからでしょ！　責任持って介かい抱ほうしなよ！」と言われてしまった。

　さすがに大人げなく絡からんだ覚えはあるので、しぶしぶ言うとおりにしている。

　──一丁前に思い悩なやんだような顔してるからだろ。

　一緒に行こうとルースに言われてから、エマはいつも何か考え込むようにしていて、笑えみも消えていた。その煮にえ切らない態度が、バルトを苛いらつかせていた。

　部屋の扉とびらを開けて、エマをベッドに寝ねかせる。むにゃむにゃと口を動かしていたエマが、ふいに瞳ひとみを開いた。

「……ん？　バルト、さん？」

　ぼんやりバルトを見つめるエマの頰ほおは真っ赤だ。

「頭は痛くないか？　気持ち悪いとか、そういうことは？」

　バルトの言葉に目を瞬またたかせた後、エマはふにゃりと相好を崩くずした。

「んー？　すっごく気持ちいいですねえ。なんかフワフワする。なんなんでしょうこれ」

　バルトは頷うなずく。これなら、明日に響ひびくことはなさそうだった。

「よし、じゃあ寝ろ。今すぐ寝ろ」

　エマはムッと口を引き結んで、ぷいと横を向いた。

「やだ。眠くないですよ」

「眠くなくても寝ろ。今日はこれ以上お前に付き合いたくない」

「何ですかそれー。ほんっっと失礼な人ですね。あ！　じゃあ何かお話してくださいよ。そうしたら寝る。しなきゃ寝ない」

　酔よっ払ぱらいの絡みほど面めん倒どうくさいものはない。

「俺にそんなことをする義理はない」

「えー？　嫌いやですよ。じゃあ眠りませんから」

　ごろごろと寝しん台だいを転がり、駄だ々だをこねるエマに、バルトはとうとう押し黙だまった。

　──本当にこいつ、この状じよう況きよう分かってんのか？

　バルトは転がるエマの腕うでをとった。そのままベッドに乗り上げ、エマを押さえつける形で顔を近づける。

「男と同室だっていうのに、その危機意識のなさは何なんだ？　あんまり陽気な頭してると、こうして襲おそわれるぞ」

　それなりの迫はく力りよくで言ったつもりなのに、エマはきょとんとその紫むらさき色いろの瞳を瞬かせるだけだ。

　バルトは、呆あきれとも感かん嘆たんともつかない溜息を吐く。

　なんと無防備な女なのか。自分の腕を摑つかむ男の手が、鎖さ骨こつを撫なでようとも、止めもしない。

「お前を綺き麗れいだとか言った男は、何も教えなかったのか」

　いつぞや、ムキになってバルトに言い返していたのを思い出し、そう言ってみる。その言葉に、エマは首を傾かしげた。

「ん？　んー？　ああ！　あれは、父さんです！」

「…………は？」

　きゃらきゃらと笑うエマに、バルトが目を瞬かせる。どうにも馬鹿らしくなり、バルトはエマからどいてベッドの端はしに座った。

　悪戯いたずらが成功した子供のような顔で笑うエマの鼻を、ぎゅむと摘つまむ。

「いたっ」

「もう寝ろ」

　エマはじっとバルトを見つめた後、「嫌です」とまた言った。

「お話してくださいよ。バルトさんは色んな国を回ったって聞きました。その時のお話でもいいですよ。綺麗な風景とか、教えてください」

「綺麗な場所なんて、どこにもなかった」

　思いがけず硬かたい声が出てしまい、エマが驚おどろいたように口を閉とざした。誤ご魔ま化かすのも嫌になり、バルトは思ったままを言う。

「外の世界をたくさん回って、王があんなにも憧あこがれていた世界を見てきた。でも、憧れるような、詩人が歌うような美しさなんてなかった。ただ広くて、殺風景なだけだ」

　それが、各地を旅してきたバルトの感想のすべてだ。主あるじと国を失ったバルトには、どの国の風景を見ても、戦場にいた時と同じように色いろ褪あせて見えた。

「……綺麗な場所は、ない」

　ぽつりとエマが呟つぶやき、それから何を思ったかゆっくりと起き上がった。

「おいっ、もう少し寝てろ。酒が回るぞ」

「平気ですよ」

「そうは見えねーんだよ」

　案の定、ベッドから下りたエマの足はふらふらしている。倒れたら支えなければと、注意深くその背を眺ながめる。

　エマはゆっくり窓に近づいて、身を乗り出した。

「うわあ。見てくださいよ、バルトさん！」

「あ？」

「外見てください！　いいから早く！」

　一いつ生しよう懸けん命めい手招きするエマに負けて、バルトはしぶしぶエマの隣となりに立つ。窓は小さいので、自然と肩かたが触ふれ合った。

「星、すごく綺麗ですよ」

　エマに促うながされるまま、窓から星空を眺めた。真っ黒な世界の中に、砂をばら撒まいたような星が無数に輝かがやいている。

「……へえ」

　思わず、そんな声が漏もれた。そして、こうやって空を眺めるなんていつ振ぶりかと思う。

「バルトさんは、綺麗な場所なんてないって言いますけど。今こうして眺める星空は、綺麗じゃないですか？　楽しく仲間とお酒を飲んで、あったかい眠る場所があるところで眺める星空は、たった一人で空を眺めた時より、綺麗に見えると思うんです」

　バルトは、星空を眺め続けるエマを見つめた。その言葉で気付く。

　──そうだ。空なんて一人だった時も眺めてた。ただ、今まではどうも思わなかっただけだ。

　でも、今こうして見る星空は、真っ直すぐにバルトの目に飛び込んでくる。輝く星の瞬きに、感嘆する自分がいた。

「ね？　どうですか？」

　ほんのりと赤い頰を晒さらしながら、エマがバルトに笑いかけた。だが、素す直なおに綺麗と言うのも癪しやくだ。

「お前はどうなんだ」

「え？」

「ローランドの外で見たあの夕日と今と、どっちが綺麗なんだ」

　エマは俯うつむいた後、また星空へと視線を移した。

「んー。まあ夕日と星空じゃそもそも比べられませんけどね。どっちも……、綺麗ですよ」

　迷うように言葉を濁にごされて、それが気に入らない。

「俺に啖たん呵か切っておいて、所しよ詮せんはその程度の夢か」

　わざと怒らせるようなことを言ったのに、エマは反論してこなかった。バルトのイライラは頂点に達する。

　わしっとエマの赤くなった頰を両手で挟はさみ、ぐいと自分の方に向けさせた。

「お前は、どうしたいんだ？」

「分からなくなったから、困ってるんじゃないですか！」

　エマが眉まゆを寄せて声を上げた。ようやく小生意気な顔が戻もどってきて、内心ホッとする。

「父親が心配かよ」

「……心配、です」

　やはり、思い悩なやむならそこだろうなと思った通りだった。この数日間、エマは父親が死んでしまうかもしれないという恐きよう怖ふと戦ってきた。それが余計、エマを思いとどまらせているのだ。

「お前は、今一階で騒さわいでる奴やつらを無視してるだろ」

「え？」

「お前の父親が殺人なんかするはずない、って信じてた奴らがちゃんとこの街にはいるんだろ。何て言った？　お前の畑世話してくれた……」

「……マルクおじさん？」

「そういう奴らが、お前の父親の周りにはいる。何、世界中にお前と父親しかいない、みたいな顔してんだよ」

　エマの紫むらさき色いろの瞳ひとみが、ぱちりぱちりと瞬またたく。

[image: ]

　──まじまじよく見てみれば、菫すみれ色いろに見えなくもない、か？

　そんなことを考えながら、痛くない程度の力でぱちりとエマの頰ほおをもう一度挟んだ。

「お前に本を買うような父親が、お前の夢を応おう援えんしないわけない」

　手のひらには、酒で血液のまわったエマの体温がじんわりと伝わってくる。

「……バルトさん」

「なんだ」

「頰が痛いです」

　言われて、エマが顔を顰しかめているのに気付く。

「そんな強い力で挟んでねーって」

　そう言いながらも手を離はなす。温かい体温を失って、少し寂さびしいような心ここ地ちがした。

「バルトさんは全然力加減ができてません」

「お前がひ弱すぎるんだろ」

　咄とつ嗟さに言い返すと、「ひ弱じゃないです！」という声がすぐさま返った。それが何だか小気味よく、ようやく本来のエマが戻ってきたようで思わず笑ってしまう。

「ちょっと。何笑ってるんですか？　私は真しん剣けんに、バルトさんに注意してるんですけど」

「あー、はいはい」

　おざなりの返事に、エマの眉み間けんがますます寄った。しかし、まだ酒が残っているのか、ふらりと足元が崩くずれる。

「おっと」

　バルトが片手を出してエマを支えた。そのまま荷物のように抱かかえ、ベッドに寝ねかせてしまう。

「だから、もう寝ろって」

「……本調子になったら、もっとたくさん文句言ってやります……」

　もはやエマは限界なのか、瞼まぶたが重そうになっている。それでも反論しようとするエマが面おも白しろかった。バルトはそれを見届け、部屋から出ようとした。

「バルトさん」

　やけにはっきりした声が響ひびいて、バルトはドアノブにかけた手を止めて振ふり返る。

「ありがとうございます」

　穏おだやかに微笑ほほえまれ、バルトはどんな顔をすればいいのか分からず、すぐさま部屋から出た。







　翌朝、エマは久しぶりにすっきりと目を覚ました。酒の影えい響きようもなく、頭も痛くない。

「よしっ」と掛かけ声をかけてベッドから出る。ぱちりと自分の両頰を叩たたくと、昨夜の記き憶おくが甦よみがえった。エマの手よりずっと大きく骨っぽい手が、自分の両頰に触ふれた感かん触しよくが残っている。

　エマは決意を込めて、酒場へと続く階段を下りた。

　テーブルで食事をしているのはバルトだけだった。エマはきょろきょろと辺りを見回し、バルトに声をかける。

「おはようございます。あの、ルースさんとレイさんは？」

　バルトはちらりとエマを見た後、またパンを齧かじりながら食事に戻った。

「あいつらはローランドの城に行ってる。王都に連れん絡らく入れてるんだろ」

　ルース達は、着々と帰る準備を進めているのだ。

「お前の父親なら、畑仕事しに行くって言ってた」

　エマははっと顔を上げる。

「私、まだ何も言ってないのに」

「顔に書いてあるんだよ」

　馬ば鹿かにしたような物言いにムッとすると、いつの間にかバルトがまじまじとこちらを見ていた。

　──そういえば、初めて会った時も、こうして無ぶ遠えん慮りよに見られたっけ。

　開口一番、「色気がない」と言われた。あの時は、なんて失礼な男なのかと思ったのに。

「少しはマシな顔になったんじゃないか？」

　今では、こうしてエマを見つめて言うバルトのそっけない言葉に、優やさしさを感じるようになった。いや、優しさが含ふくまれているのだと知ったのだ。

「もうブスなんて言わせませんよ」

「色気は相変わらずないけどな」

「バルトさんは相変わらず口が悪いです。私、今にすっごく大人な美人になってみせますから！」

　色気の話を蒸むし返されて思わず声を上げると、バルトはスープを口に運びながら言った。

「そんな感じで、父親の前でも言いたいこと言ってくればいい」

　ふいにそんなことを言われて、エマの怒いかりは中ちゆう途と半はん端ぱに消えてしまう。昨夜からずっと、バルトに背中を押してもらっている気がした。時に直球で、時にさりげなく、バルトはエマの勇気を引き出してくれている。

「父さんのところに、行ってきますね」

　バルトは何も言わず、また食事に戻った。

　エマは酒場から外へ出て家へ向かう。空は青く、今日も晴天のようだった。早朝で人も少なく、すいすいと道を通っていく。

　しばらく歩くと、エマの家とその手前にある畑が見えてくる。緑の繁しげる畑の中で、腰こしを屈かがめているハンスの姿があった。

「父さん」

「ああ、エマか。おはよう」

　ハンスは頭を上げて、にこりとエマに笑いかけた。

「畑仕事をするなら、私も起こしてくれればよかったのに」

　エマの言葉に、ハンスは腰をトントンと叩きながら言う。

「二日酔よいになるかもしれないから、寝かせたほうがいいと思ったんだよ」

　ハンスの目の前までやって来たエマの頭を、優しく撫でる。

「……父さん、あのね」

「ん？」と首を傾かしげ、優しく微笑むハンスに胸が痛くなる。エマはもう一度自分の両頰を叩いた。バルトの言葉が甦る。

「私、ルースさん達と一いつ緒しよに行きたい。私の力がどこまで役に立つのか分からないけど、ルースさん達の、……アドリア王国の力になりたいんだ」

　ルースはエマ達に、なぜ聖せい杯はいを探し出したいのか話してくれた。それは、エマとバルトを信しん頼らいしてくれたからだと思う。ギルベルトという国の脅きよう威い、争いをなくしたいと願うルースの気持ち。教えてもらったその事実や思いは、しっかりとエマの胸に刻まれている。

「私、どうして自分はずっと忘れないんだろうって考えてきたわ。幼い頃ころは、この力が嫌いやで嫌で仕方なかった。でももしこの力が役に立つなら、嬉うれしいことだなって今は思うの。そう思えるんだ。だから行きたいの。この城じよう壁へきの外に出て、私にできることをやってみたい」

　エマはハンスを見上げた。自分の覚かく悟ごが伝わるように、目を逸そらさずにじっと瞳を見つめる。

「……うん。分かったよ」

「え？」

「行ってきなさい」

　ハンスが微笑みながらエマの頭を撫なでる。その拍ひよう子しに、ふわりと土の香かおりが鼻を擽くすぐった。

「親は子供を心配するものだ。だからお前が外に出たがっていると知っていても、とても恐おそろしくて背中を押すことはできなかった。……だがね、子供の幸せを願うのもまた親だ。お前が外に出てお前らしくいられるのなら、私は応援したい」

「……父さん……」

　優しい声が、エマを包むように降ってくる。エマはきゅっと唇くちびるを嚙かみしめた。そのまま勢いよく頭を下げる。

「ありがとう！」

「私のことは心配しなくていい。仲間もいるし、大だい丈じよう夫ぶだから」

「うん」とエマは頷うなずいた。それ以上何かを言えば、泣いてしまいそうだった。

「さあ、まだルースさん達に返事していないんだろう？　待たせてはいけない。行っておいで」

「うん！　あ、で、でも畑……」

「もうほとんど終わってるんだよ。いいから早く行きなさい」

　ハンスに背中を押され、エマは大鷲亭に向かった。ゆっくりと道を踏ふみしめて歩く。

　──今日からまた、忙いそがしくなる。

　エマの夢の、一歩が始まった。







　三日後、エマは大鷲亭の前で、ターニャやマルク、そしてハンスと対面していた。エマの後ろには、ルースとレイ、バルトが並んでいる。

「元気でね、エマ。とにかく、ちゃんとご飯は食べないとだめだよ！　心も体も元気でいるためには、美味おいしい料理を食べるのが一番だからね」

　ターニャが、エマを抱だき寄せながら言う。

「はい！　ありがとう、ターニャさん」

　今日はエマがルース達とローランドを去る日だった。エマは二日間、街を出るための準備を進めてきた。ターニャは、店をやめたいと言ったエマの夢を理解してくれ、「看板娘むすめの座は残しておくよ」と言ってくれた。

「エマ。この親父おやじのことは俺にまかせろ！　何も心配することないからな！」

　マルクがエマの肩かたを叩たたく。

「うん。でも、二人してお酒飲み過ぎないでね」

「そりゃ大丈夫だ！　俺のかみさんが睨にらみをきかせてるからな！」

　豪ごう快かいに笑うマルクに、エマも微笑ほほえんだ。

「エマ……」

　優しい声に、エマは視線を移した。ハンスが、穏おだやかに微笑んでいる。

「頑がん張ばってきなさい。皆みなさんのご迷めい惑わくにならないようにな」

「はい」と、エマは頷く。いつでもどんな時でも、エマを最優先に考えて、慈いつくしみ育ててくれた。そう思うと、じわりと涙なみだが浮うかんでくる。エマは思いきり父親に抱だきついた。ハンスは笑って、農作業で荒あれた手で、幼い頃と変わらない仕草で背中を撫でてくれた。

「いってきます、父さん」

　最後にそう言って、エマ達は城門に向けて歩き出した。

「いやあ。感動的だったねー。僕なんてちょっと涙出そうになったよ」

「ああ。私もだ」

　ルースの言葉に、レイが深く同意する。

　ルースとレイの会話を聞きながら、エマはどこか不思議な心ここ地ちがした。ローランドを出る時は、どんな気持ちになるのかと思っていた。しかし今こうして歩いていて、とても清すが々すがしい気持ちでいられる。ローランドの仲間達と、そして目の前の三人の騎き士しが、エマにそんな気分をもたらしてくれているのだ。

「っと、今日は街に人が多いね」

　ふいに人とぶつかりそうになったルースが言う。

「ええ、確かにそうですね……」

　エマも同意して、周囲に視線を向けた時だった。

　人ひと混ごみの中、美しい金きん髪ぱつがまず目に入った。そしてこちらを見つめる二つの瞳ひとみ。右が緑、そして左は珍めずらしい銀色で──

「せ、……『先生』？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたエマの声を、素す早ばやく聞き取ったのはバルトだった。エマの視線の先を見て、こちらも驚きよう愕がくに目を見開く。

「……あいつ……っ！」

　バルトがすぐさま走り出す。

「えっ、何だって？　ちょ、バルトっ？」

　ルースとレイが慌あわてたような声を出した。詩人の存在に気付いていないのだ。しかし、エマにそれを説明する暇ひまはなかった。

　バルトは詩人を憎にくんでいる。このままバルトが追いついたら、何が起こるか分からない。エマもまた、持っていた荷物を置いて走り出した。

「エマも！　ちょっと、どうしたのさ！」

　困こん惑わくするルースの声を聞きながら、とにかくバルトの背中を目指して足を動かした。







　ようやくバルトに追いつくことができたのは、彼が足を止めていたからだ。エマほどではないものの、バルトも息を切らしている。

「……くそっ、あいつ、どこ行ったんだ！」

　バルトが周囲を見回す。エマとバルトがいるのは、入り組んだ細道だった。両側には家が建っており、人が一人通れる広さしかない。

「な、なんで、『先生』がここに……？」

　エマもわけが分からないまま、息を整えようとした。瞬しゆん間かん、エマ達がいる所から少し離はなれた先に、突とつ如じよ人ひと影かげが現れた。

　腰こしまでの金髪が、彼が動くたびに揺ゆれる。薄うすい唇が緩ゆるやかな弧こを描えがいて、色いろ違ちがいの瞳がエマ達を見ていた。

「……っ、『先生』！」

　叫さけびながらも、エマは戸と惑まどった。本当にこれがエマの知る『先生』なのか自信がなかった。なぜなら、彼はエマの幼い記き憶おくそのままの姿で立っていたからだ。目の前の人は、十年という年月を微み塵じんも感じさせない。

「──久しぶりですね、エマ」

　あまり抑よく揚ようを感じさせない、耳にするりと入ってくる独特の声こわ色いろ。エマが幼い頃ころに幾いく度どとなく聞いた声だ。

「『先生』なんですか？　何でここに……」

「エマ達のことは、ずっと見ていましたよ。大きくなりましたね。そして、その記憶力も健在のようで安心しました」

「見てたって、あの」

　その時、黙だまっていたバルトがふいに剣けんを抜ぬいた。素早い動きで一歩踏み出そうとする。

「バルトさんっ！　やめてください！」

　エマがバルトの腕うでを押さえる。

「あなたはコルベールの騎士だった男ですね。バルト・ヴィルヘルム」

「名前を覚えてもらってるとは光栄だね」

　バルトは寸前のところで我が慢まんしていた。じりじりと距きよ離りを縮めながらも、エマの言葉に思いとどまってくれている。

「当然です。あなたは当時、最も聖せい杯はいに近い騎士だった」

「何だそれは」

「コルベールで、あなたは私の話に全く興味をひかれた様子がなかった。ひたすらに主人と国の為ために尽つくし、聖杯探たん索さくに傾けい倒とうしていく主人を諫いさめ続けた。聖杯の力に頼たよろうとは、欠片かけらも考えていませんでしたね」

「聖杯なんか、争いの種になるだけだろ。あんなものがなくたって、コルベールは豊かな国のはずだった。それをお前がぶち壊こわしたんだろうが！」

　詩人はゆっくりと俯うつむいた。顔にかかった金髪が、さらさらと音がしそうなほど流れ落ちる。

「否定はしません。確かに私はコルベール王に、聖杯を探してもらいたかった。彼ならばそれができると信じた」

「望み通りってわけかよ」

　バルトが吐はき捨てる。詩人はふるふると首を横に振ふった。

「いいえ。あんな風に、国と人を顧かえりみないような探し方ではいけないのです。それでは聖杯には近づけない」

「聖杯に近づけない？　でも、コルベール王は聖杯の行方ゆくえが分かって、それを『幻黒の書』に書いたって」

　エマが言うと、詩人は頷うなずいた。

「ええ。でも、行方は分かっても、実際には手に出来なかったでしょう？」

　詩人は憂うれえた表情でバルトを見た。

「賢けん帝ていと噂うわさされたコルベール王と、その近この衛え騎士であるあなたなら、聖杯の所持者になれると思ったのですが……」

　お前は、とバルトが唇くちびるを嚙かんで詩人を睨みつける。

「お前は一体何者なんだよ！」

　詩人は、真っ直すぐエマとバルトを見つめて言った。

「──私は、聖杯の『選定者』です」

「聖杯の選定者？」

　困惑するエマとバルトに、詩人は言葉を続けた。

「『幻黒の書』を記してきたのは私です。選定者は、ひとりの人間を選び、聖杯に値あたいする人間なのかを見み極きわめるために、聖杯へと導く『幻黒の書』を渡わたします。そして聖杯探しをさせ、聖杯を見つけ出せるのか、その手に収めることができるのか見届けるのが仕事なのです」

　そこで、詩人は溜ため息いきを吐いた。美しい顔に、翳かげりのようなものが浮かんでいる。

「……私は、長い時間をかけて聖杯を見守り続けてきました。しかし、人々は争うだけで真の所持者は現れない。長い歴史を書き留める記憶力もすり減ってきた時、私は幼いエマに出会ったのです」

　突とつ然ぜん自分の名前が出てきて、エマは驚おどろいた。詩人は柔やわらかく笑って、エマに温かい視線を向ける。

「その記憶力の高さには驚きました。そして私は、あなたを自分の後こう継けい者しやにしようと思いついたんです」

「後継者？」

「私は『幻黒の書』の内容を、聖杯探しとは伏ふせて、様々な国の物語として語っていきました。あなたは知らぬ間に、書のすべてを記憶していた」

　詩人は、真しん剣けんな顔でバルトをもう一度見つめた。

「バルト・ヴィルヘルム。いいですか、よく聞いてください。聖杯を得たいと思わない者こそ、聖杯を真に得る者なのです。だからこそあなたは、誰だれよりも聖杯に近い」

「何なんださっきから、聖杯に近いとか、言ってる意味が分かんねーよ」

　詩人は微笑ほほえんだ。まるで、親が子を見るような眼まな差ざしだった。

「聖杯に近い騎士であるバルト・ヴィルヘルム。そしてあなた達の主あるじになったルース・フェイスフェルトならば、聖杯を得ることができるかもしれません」

　そしてエマ、と詩人は続けた。

「彼らを見届けることがあなたの仕事です。あなたがこれから、『幻黒の書』に書き記していくんですよ」

「そんな……、ちょっと待ってください」

　色々なことを一度に言われて、頭がついていかない。

「エマ。私が言った言葉を覚えていますか？『最初から、噓うそだと決めつけて物事を見ないこと。どちらの可能性も頭に置いたうえで、ありのままの風景を見て、言葉や物語を聞くんです』」

　もちろん覚えていた。俯きながら頷くと、「それが分かっていれば大だい丈じよう夫ぶです」と言われる。

「でも『先生』……！」

　顔を上げた瞬間。すでに目の前から、詩人の姿は消えていた。

「なっ」

　バルトも反応できずに体を硬かたくしており、しかしすぐさま走り出す。先ほど詩人がいた場所を捜さがすが、もう彼の姿はなかった。







　エマとバルトは、すぐに後を追いかけてきたルース達と合流できた。

「何なんだあれは。一方的に喋しやべるだけ喋って、全然理解できねえ」

　とにかく歩きながら詩人の話を終えた後、バルトが苛いら立だった声を上げた。エマはバルトの言葉に頷く。

　頭の中を、未いまだ色々な単語が飛び交かっている。先ほどまでの出来事がまるで白昼夢だったのかと思うほど、現実感がなかった。

「よく分かりませんけど、なんだかすごいことを託たくされたような気がします」

　聖杯や、選定者など、荷が重いことばかり言われたように思う。

　二人の間に、重苦しい沈ちん黙もくが漂ただよった。

「はいはい！　勝手に二人だけで沈しずまない！　僕らの存在忘れてない？」

　ルースが手を叩たたいて、エマとバルトの意識を引き寄せる。

「……ああ、忘れてたな、完全に」

「僕の存在を忘れることができるのなんてバルトだけだよ？　輝かがやく美び貌ぼう、凜り々りしい立ち姿、一目見ればもう目が離はなせないって、女性の方々はよく言ってるし……」

「ルース。話がずれてるぞ」

　レイが冷静に軌き道どう修正をかけてくれる。

「ああ、そうだね。ごめん。とにかくちょっと落ち着こう。確かに詩人の話には謎なぞが多い。分からないことだらけだ。でも、これだけは理解できたよ」

　そう言うと、ルースはエマとバルトを見つめた。

「聖杯を得るには、君達二人の力が必要不可欠ってことだ。僕は今、自分の見る目の良さに感動してるよ」

　ルースの青い瞳ひとみが力強く輝いている。

「分からないならこれから調べていけばいい。それに、あの詩人とはまた会える気がする。僕らが聖杯に近づけば近づくほどにね」

　エマとバルトは互たがいに顔を見合わせた。バルトがゆっくりと前を見み据すえる。

「……あいつにはまだ聞きたいことがある。俺が聖杯に近いって言うなら、探し出してやる」

　エマは自分の両手を見つめた。選定者、という言葉が頭の中をぐるぐる回っている。しかし、確かに今考えても何も分からない。これから知っていけばいいのだ。

　エマはローランドを出て、ルース達の力になると決めた。聖杯をどの国よりも先に見つける。そのために、出来ることはしようと誓ちかう。

「さあ、行こう」

　ルースが手を引く。いつの間にか、城門の前まで来ていた。ここから先は、エマにとっては未知の世界だ。

　何が起こるか分からない。とてつもない危険が待っているのかもしれない。

　でも。

　エマは前を行く三人の騎き士しを見つめた。

　──彼らと一いつ緒しよなら、怖こわくない。

　エマはゆっくりと息を吐き、外の世界への一歩を踏ふみ出した。




　こうして一冊の書が、アドリア王国にもたらされた。

　書は持ち主に、苦難と繁はん栄えい、そして試練を与あたえる。

　選ばれし少女と聖せい杯はいに近き騎士が、大いなる力を得る、その物語の最初の一ページが開かれた。







　あとがき




　こんにちは。文野あかねと申します。

『アドリア王国物語』をお手に取ってくださり、ありがとうございます。新しいお話ということで、とてもドキドキしています。

　突とつ然ぜんですが、私は記き憶おく力りよくがいい方ではありません。見たこと、聞いたことを瞬しゆん時じに覚えることができたら、どんなに便利だろうかと思います。その反面、「忘れることができない」のは辛つらいこともあるだろうなと考えていました。エマは、そんな想像から生まれたキャラクターです。

　ルースは、とにかく爽さわやかに女性を口説くナルシストにしたかったので、かなりはっちゃけて作りました。何も考えずとも喋しやべって動いてくれて、作者にとって大変ありがたいキャラクターです。必然的にルースに仕えるレイは、ルースの監かん視し役で突つっ込こみ役でお守もり役になりました。

　一番苦労したキャラクターは、バルトです。バルトにはもう……、何度頭を抱かかえたか分かりません。言葉遣づかい、行動のひとつひとつをとっても、担当様と「本当にここでバルトはこういう行動をとるのか？」などなど、検討しながら作りました。

　こうして作り上げたキャラクター達を、読者の皆みな様さまにも気に入っていただけたら嬉うれしいです。

　イラストを担当してくださった、天野ちぎり先生。エマとバルトのラフを初めて拝見した時は、しばらくパソコン画面から目が離せませんでした。エマはとっても可か愛わいくて、バルトは野性的で凜り々りしい！　更さらにカラー絵の表紙のイラストを見た時は、その美しい色合いに感激しました。本当にありがとうございました！

　担当様。『アドリア王国物語』が出来上がったのは、担当様のおかげです。こうして本になるまでの間、多くの助言と励はげましを頂きました。感謝しても、し足りない気持ちです。ありがとうございます。そしてこれからも、よろしくお願いいたします！

　家族の皆様。執しつ筆ぴつ中、温かく見守ってくれてありがとう。皆様のおかげで、お話を書くことができます。そのありがたさを嚙かみしめています。

　そして読者の皆様に、心からの感謝を捧ささげます。『アドリア王国物語』を読んでくださり、本当にありがとうございました！　エマ達と一いつ緒しよになって、ローランドを歩いた気分になってもらえれば嬉しいです。そしてもしも感想など頂けたら……、作者は大喜びします。

　さて、エマ達は次巻でまず王都へ行くことになります。そこから、『聖せい杯はい』探しの旅が始まる予定です。どんな場所を旅することになるのか、どんな事件が起こるのか、楽しみにしていただけたらなと思います。では、またお会いできる日を祈いのって。
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